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要旨 

本稿の目的は、持続可能な開発目標のための科学技術イノベーション（STI for SDGs）に関わ

る基礎資料を示すことと、これら資料編纂における自然言語処理などの「AI（人工知能）関連技

術」の適用の可能性を提示することにある。 

国連で示された持続可能な開発目標（SDGs）は広く共有されており、達成に向けた取組におい

て科学技術イノベーションが重要な役割を果たすと考えられている。本稿では、まず、日本にお

ける SDGs の推進体制を振り返る。次に、日本の科学技術イノベーション政策における研究助成

の重要性を確認する。そして、この研究助成は、SDGs のための科学技術イノベーション（STI for 

SDGs）を推進するためにも重要であることを確認する。続いて、日本の「SDGs 達成のための科学

技術イノベーションとその手段としての STI ロードマップ」における「知の構造化」において、

SDGs と個別の研究テーマを結びつける作業が重要であるものの、その作業は膨大であり、資源

と時間が限られた状況で人力のみで完遂することは困難であることを述べる。そして、本稿では、

この「知の構造化」の作業のうち、SDGs と個別の研究テーマを関連づける作業において AI 関連

技術を試行的に活用し、この方法の実用性などを検討する。 

本稿の検討の結論として、AI 関連技術の適用については、「知の構造化」の過程での SDGs の

各目標と膨大な数の研究テーマとの関連づけの作業において、ある程度実用に耐える可能性が示

された。ただし、単一基準で機械的に処理している弊害もあり、例えば分野による精度の違いが

伴う可能性があることなど、データを解釈する上で注意が必要であることも改めて確認された。

また、この結論に至ったところの本研究で示された関連づけの精度の判定については、今後、更

なる検証が必要であると考えられる。 

 

 

 

注）本稿における「AI 関連技術」とは、メディア等で AI として語られることの多い機械学習と

自然言語処理を中心とした人工知能及び関連技術を指す。 
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ABSTRACT 
This article intends 1) to produce basic materials on the Science Technology Innovation for the 

Sustainable Development Goals (STI for SDGs), and to introduce the possibilities to apply “The 

Artificial Intelligence (AI) Related Technology” to the Natural Language Processing in the 

compilations of these materials. 

The SDGs which were introduced by the United Nations are widely shared in the world, and the 

science technology innovations are expected to take important roles in the actions for the 

achievement of SDGs. This article firstly reviews the implementation system of SDGs in Japan. 

Secondly, this makes it clear that research grants take important roles in the STI policies in Japan, 

and then show that these research grants prove also to be important for the implementation of SDGs. 

Thirdly, this shows that although the associating of SDGs with each research topic in the “the 

Knowledge Structuring” are important, the amount of this work is so huge that it is difficult to 

complete it due to the limitations of resources and times. Then this article makes a trial use of the 

Artificial Intelligence (AI) Relating Technology to link SDGs to each research topic, and investigate 

the practicality of this way. 

As a conclusion of this study, the application of AI Relating Technology has the practical 

possibilities to some extent in making relations among SDG goals and huge number of research topics 

in the process of knowledge structuring. However, much attention should be paid on the data 

interpretation due to simply mechanical processing based on a single standard, that is, there may be 

differences in accuracy depending on the field. Further verification should be necessary in the future 

for the determination of the accuracy of the process of association found out by this study. 

 

※ “The Artificial Intelligence (AI) Relating Technology” in this article means the artificial intelligences 
and their relating technologies such as the Machine Learning and the Natural Language Processing 
which are often called as AI in the media. 
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1. 研究背景 
1.1. 国連において持続可能な開発目標（SDGs）が採択されるまで 

国際連合広報センターのウェブサイト1によると、2015 年 9 月、ニューヨーク国連本部において、

「国連持続可能な開発サミット」が開催され、150 を超える加盟国首脳の参加のもと、その成果文書

として、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択された。アジェ

ンダは、人間、地球及び繁栄のための行動計画として、宣言及び目標をかかげており、「目標」に

ついては、ミレニアム開発目標（MDGs）の後継であって、17 の目標と 169 のターゲットからなる「持

続可能な開発目標（SDGs）」であると述べている。そして、「国連に加盟するすべての国は、全会一

致で採択したアジェンダをもとに、2015 年から 2030 年までに、貧困や飢餓、エネルギー、気候変

動、平和的社会など、持続可能な開発のための諸目標を達成すべく力を尽くします」と説明してい

る。 

また、2018 年 7 月に開催された「持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム」の閉会に

おける国際連合事務総長挨拶2では、2030 アジェンダと持続可能な開発目標（SDGs）を、「公正な

グローバリゼーションの構築を目指した私たちの一致団結した対応」であるとし、「この数十年で驚

異的に拡大したグローバル経済の生んだ格差に対応すべきである、という認識を表すもの」である

と説明している。さらに、「私たちのあらゆる取り組みに 2030 アジェンダのエッセンスを取り入れる」

ための重要な道筋として、（1）世界の若者がもつ変革のパワーを動員する必要があること、（2）温

室効果ガスの排出を抑制する必要があること、（3）SDGs 投資の資金不足は膨大であり、急を要す

ること、（4）テクノロジーには SDGs の実施を可能にする大きな力を秘めているものの、それは排除

と不平等の原因になることもあること、（5）様々な組織をさらに強化する必要があること、を挙げてい

る。また、「平和で包摂的な社会のためには、正義、効率性、透明性、説明責任、そして参画が必

要」であるとし、「SDGs の実現に欠かせない問題に対応するには、包括的で大胆な国際協力が不

可欠」であると述べている。そして、「すべての政府、すべての人が、健全な地球の繁栄と平和のた

めの目標である 2030 アジェンダのもとに集結することができます」と述べ、「確固たる行動を示すこ

とにより、持続可能な開発のための 2030 アジェンダに必要な変革が確実に進んでいることを証明

しようではありませんか」と呼び掛けている。 

 

1.2. 日本における SDGs への対応の流れ 

日本では、2016 年 5 月、「持続可能な開発目標（SDGs）に関わる施策の実施について、関係行

 
1 国際連合広報センター・ウェブサイト「持続可能な開発目標（SDGs）とは」（2019年 4月 9 日アクセス）＜https://
www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/＞ 
2 国際連合広報センター・ウェブサイト「持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム 閉会における 事務総長
挨拶 （ニューヨーク、2018年 7月 18 日）：プレスリリース 18-043-J 2018年 07月 27 日」（2019年 4月 9 日アク

セス）＜https://www.unic.or.jp/news_press/messages_speeches/sg/29421/＞ 
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政機関相互の緊密な連携を図り、総合的かつ効果的に推進する」ために、内閣に「持続可能な開

発目標（SDGｓ）推進本部」3を設置し、内閣総理大臣を本部長、内閣官房長官、外務大臣を副本

部長、他の全ての国務大臣を本部員とした。また、関係行政機関相互の連携を図るため、関係行

政機関の職員で本部長の指定する官職にある者を構成員とする「持続可能な開発目標（SDGs）推

進本部幹事会」を開催することを定めた。続いて 2016 年 9 月には、持続可能な開発目標（SDGs）

の達成に向けた我が国の取組を広範な関係者が協力して推進していくため、行政、NGO、NPO、

有識者、民間セクター、国際機関、各種団体等の関係者が集まり、意見交換を行う『SDGs 推進円

卓会議』を SDGs 推進本部の下に開催することが決定された。同会議の内容は、（1）政府による

SDGs 実施指針の策定に向けた意見交換、（2）同指針の策定後の指針の取組状況の確認や指針

の見直しに係る意見交換、（3）その他、我が国の SDGs の達成に向けた取組に係る意見交換であ

り、「平成 28 年度に 2 回程度を目途として開催し、平成 29 年度以降も、必要に応じて開催するも

のとする」とした。そして、2016 年 12 月には、「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部会合（第 2

回）」において「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」4が決定された。そこでは、実施指針を、日

本が 2030 アジェンダの実施にかかる重要な挑戦に取り組むための国家戦略として位置付けてお

り、「政府が、関係府省庁一体となって、あらゆる分野のステークホルダー［sic.］と連携しつつ、広

範な施策や資源を効果的かつ一貫した形で動員していくことを可能にするため、現状の分析を踏

まえ、ビジョン、優先課題、実施原則、推進体制、フォローアップ及びレビューのあり方を定めた上

で、優先課題の下での個別施策を定めるものである」としている。さらに、「2030 アジェンダの採択

の背景と我が国にとっての意味」として、以下の事柄を述べている。 

 

地球規模で人やモノ、資本が移動するグローバル経済の下では、一国の経済危機が瞬時

に他国に連鎖するのと同様、気候変動、自然災害、感染症といった地球規模の課題もグロー

バルに連鎖して発生し、経済成長や社会問題にも波及して深刻な影響を及ぼす時代になっ

てきている。このような状況を踏まえ、2015 年 9 月に国連で採択された持続可能な開発のた

めの 2030 アジェンダ（「2030 アジェンダ」）は、開発途上国の開発に関する課題にとどまらず、

世界全体の経済、社会及び環境の三側面を、不可分のものとして調和させる統合的取組とし

て作成された。このような性質上、2030 アジェンダは、先進国と開発途上国が共に取り組むべ

き国際社会全体の普遍的な目標として採択され、その中に持続可能な開発目標（SDGs）とし

て 17 のゴール（目標）と 169 のターゲットが掲げられた。 

したがって、2030 アジェンダを実現するための各国の取組は、開発途上国の開発に協力

 
3 首相官邸ウェブサイト「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」（2019年 4月 9 日アクセス）＜http://www.kante
i.go.jp/jp/singi/sdgs/＞ 
4 「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」（2019年 4月 9 日アクセス）＜http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai
2/siryou1.pdf＞ 
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する姿勢で取り組むだけでは不十分である。2030 アジェンダの副題は、「我々の世界を変革

する」であり、その前文において、「我々は、世界を持続的かつ強靱（レジリエント）な道筋に移

行させるために緊急に必要な、大胆かつ変革的な手段をとることを決意している」と述べられ

ている。我々は、これまでと異なる決意を持って、国際協調主義の下、国際協力への取組を

一層加速していくことに加え、国内における経済、社会、環境の分野での課題にも、またこれ

らの分野を横断する課題にも、国内問題として取組を強化するのみならず、国際社会全体の

課題としても取り組む必要がある。 

 

最近では、2018 年 12 月に開催された「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部会合（第 6回）」

で、「アクションプラン 2019」と「第 2回『ジャパン SDGs アワード』受賞団体」が決定された。 

このように、世界及び日本において、SDGs推進のための取組が続けられている。 

 

2. 研究目的と研究方法 
本稿の研究目的は日本の科学技術イノベーション政策（以下、STI-P と表記）の発展に資する、

SDGs に関わる基礎資料を提示することにある。具体的には、日本の SDGs 達成に向けた取組に

おいて重要な役割を占めている科学技術イノベーション（以下、STI と表記）や STI-P と、その手段

としての「STI ロードマップ」に関わる概念や周辺の情報の整理を行い、日本の STI for SDGs の過

去と現在の概要を確認する。その上で、最近の STI for SDGs の重要施策の一つである「STI ロー

ドマップ」をとりあげて概要を確認した後、「STI ロードマップ」の作成プロセスの重要な構成要素で

ある「知の構造化」において、AI（人工知能）を活用できる可能性があることを指摘する。そして、AI

の課題や展望について述べるとともに、続く、Appendix では、実際に AI を用いて、SDGs の目標と

科研費等の研究助成項目とを試行的に関連づけした結果を表示する。巻末の補論では、現在の

日本の STI for SDGs に繋がる過去の日本の STI-P と他の政策とが重なっている領域の幾つかの

例を示す。 

 

3. 研究概要 
最初に 4.では、SDGs と科学技術イノベーション政策との接点について事例を列挙して示す。こ

こではまず、SDGs の概要と世界の SDGs の状況を確認する。続いて、日本における SDGs に関わ

る政府の対応を振り返り、日本の政策と SDGs との結びつき方を示す。 

次に 5.では、日本の科学技術イノベーション政策の構造を示す。科学技術基本法と科学技術基

本計画の内容を確認した後、「統合イノベーション戦略」と STI for SDGs との関わりについて説明

する。 

続いて 6.では、既存の国内の施策と国外で形成された SDGs との関連づけの実際について述
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べる。ここでは、国連における SDGs の取り扱われ方、総合科学技術・イノベーション会議と STI for 

SDGs との関わり、STI for SDGs における文部科学省の役割・取組方針について述べる。 

そして 7.では、日本の STI for SDGs と研究助成の関連づけについて述べる。まず、日本におけ

る STI for SDGs のフレームワークの設定のために、「開発協力大綱」、「JAPAN SDGs Action Plan」

における「ジャパン SDGs アワード」などを検討する。また、STI for SDGs と「研究助成」の関わりに

ついて述べる。 

更に 8.では、日本の国内の施策と SDGs との関連づけの例を列挙する。具体的には、「SDGs ア

クションプラン 2019」、「ジャパン SDGs アワード」、「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するため

の具体的施策」、「政府による SDGs を推進するための取組一覧」、「日本の SDGs 達成に資する

政府の計画等一覧」、「SDGs 達成に資するシーズのラインアップ」、東京大学の「未来社会協創推

進本部登録プロジェクト」、JST の「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた産学官 NGO 等

の取り組み事例」における JAMSTEC の「BISMaL」などの例を挙げる。そこでは、一つ一つの事例

から SDGs の各目標に向けて関連づける「事例起点型」と、SDGs の各目標から出発して関連性の

強さに従って各事例と関連づける「SDGs 起点型」のそれぞれの関連づけの方法の具体例につい

て、利点や課題を整理して示す。 

以上の検討を踏まえ、9.では、STI for SDGs の推進で重要な役割を果たすことが期待される STI

ロードマップの中で示されている「知の構造化」の作業を紹介する。そして、仮に、「知の構造化」の

プロセスで必要となるような、何らかの目標と項目とを結びつけて優先順位を評価するといった作

業を、SDGs のような多数の目標と、無数の研究助成項目の全てについて行おうとした場合、時間

などの資源制約や認知的負荷により、人力で行うことが困難と考えられることを示す。 

次に、10.では、9.で示した「知の構造化」における関連づけと評価の膨大な作業の困難を克服

するための一つの選択肢の可能性として「AI（Artificial Intelligence）関連技術」を活用することを

検討し、試行した結果について示す。 

最後に、11.では、「まとめ」として、「AI 関連技術」を政策の現場で活用する際の課題を整理し、

続く Appendix で、実際に「AI 関連技術」を活用して行った関連づけの試行の結果（一部）を示す。 

また、巻末の補論では、日本の過去の政策の中から、SDGs に繋がる内容のものを取り上げて紹

介し、さらに、それらに含まれる STI-P の要素を抽出して表示する。具体的には、1）環境基本法及

び環境基本計画、2）国土強靭化基本法、3）男女共同参画社会基本法、女性活躍推進法、障害

者基本法など「包摂的な社会づくり」に関わる事項、4）政府開発援助（ODA）と「開発協力大綱」に

ついて既存資料を基に情報を整理する。 
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4. SDGs と科学技術イノベーション政策 
4.1. SDGs とは 

4.1.1. SDGs の概要 

既に述べたとおり、2015 年 9 月にニューヨーク国連本部で開催された「国連持続可能な開発サ

ミット」において成果文書として採択された「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」5は、人間、地球及び繁栄のための行動計画として、17 の目標と 169 のターゲット

からなる「持続可能な開発目標」6をかかげた7。外務省（2017）8は、「2030 アジェンダ」について、

「開発途上国の開発に関する課題にとどまらず、世界全体の経済、社会及び環境の三側面を、不

可分のものとして調和させる統合的取組」として作成されたと述べ、さらに、このような性質上、

「2030 アジェンダは、先進国と開発途上国がともに取り組むべき国際社会全体の普遍的な目標と

して採択され、その中に持続可能な開発目標（SDGs）として 17 のゴール（目標）と 169 のターゲット

が掲げられた」と述べた上で、「各国の取組は、開発途上国の開発に協力する姿勢で取り組むだ

けでは不十分である」と指摘している。そして、「我々は、これまでとは異なる決意を持って、国際協

調主義の下、国際協力への取組を一層加速していくことに加え、国内における経済、社会、環境

の分野での課題にも、またこれらの分野を横断する課題にも、国内問題として取組を強化するのみ

ならず、国際社会全体の課題としても取り組む必要がある」としている。 

 

4.1.2. 世界の SDGs の状況 

この SDGs について、呉紅波氏9は、「『持続可能な開発のための 2030 アジェンダ』発足の際、

［国際連合の］10加盟国は、個人の尊厳を基盤とすること、及び、すべての国と人々、社会各層に

ついて、アジェンダの目標とターゲットを達成すべきことを認識」したと述べている11。また、同氏は、

「誰も置き去りにしないことは、2030 アジェンダの根本的原則です。しかし、最も脆弱な立場にある

人々を含め、具体的な人口集団を取り扱うデータや指標がなければ、SDGs でなされた約束を完

全に果たすことはできません」と指摘し、グローバルな統計関係者が、データの入手可能性と利用

を改善するためのグローバルな取り組みの作業のやり方を転換、近代化するための準備を整えて

いると述べている12。  
 

5 以下、「2030アジェンダ」と表記。 
6 以下、英語表記である“Sustainable Development Goals”の頭文字をとった SDGs と表記。 
7 国際連合広報センター・ウェブサイト（2018年 8月 28 日アクセス）＜http://www.unic.or.jp/activities/economic_so
cial_development/sustainable_development/2030agenda/＞ 
8 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
9 国際連合経済社会問題担当国連事務次長 
10 筆者追記 
11 国際連合広報センターウェブサイト（2018年 8月 28 日アクセス）＜http://www.unic.or.jp/activities/economic_soci
al_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_report/＞ 
12 国際連合広報センター・ウェブサイト（2018 年 8 月 28 日アクセス）＜http://www.unic.or.jp/activities/economic_s
ocial_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_report/＞ 



6 
 

4.2. 日本における SDGs 

4.2.1. 「SDGs 推進本部」の設置 

日本における SDGs の取り組み方については、既に触れたとおり、内閣に SDGs 推進本部が設

置されたが、これについて、外務省（2017）13は、「関係行政機関相互の緊密な連携を図り、SDGs

の実施を総合的かつ効果的に推進するため、内閣総理大臣を本部長とし、全閣僚を構成員とする

SDGs 推進本部が、2016 年 5 月 20 日に内閣に設置された。同日開催された推進本部第一回会

合において、SDGs の実施のために我が国としての指針を策定していくことが決定された。これを受

け、広く国民等からの意見を踏まえ、広範な関係者とも意見交換を行ってきた」と述べている。 

 

4.2.2. 日本の政府における SDGs の推進体制 

日本の政府における SDGs の推進体制については、「内閣に設置された SDGs推進本部が、関

係行政機関相互の緊密な連携を図り、関係する施策を総合的かつ効果的に推進するための司令

塔の役割を果たす」と述べている。そして、SDGs 推進本部が「関係各省庁が個別に行う取組と緊

密に連携しつつ、特に以下の事項に重点的に取り組む」事項として、「本実施指針の取組状況の

確認（モニタリング）、及びこれに基づく指標の策定・修正を含む実施指針の見直し（フォローアッ

プとレビュー）」、「ステークホルダー［sic.］との意見交換や協働・連携の推進」、「2030 アジェンダや

本実施指針の実施に関する広報・普及啓発活動」を挙げている。 

 

4.2.3. 日本における「SDGs の主流化」 

日本では、「SDGs の主流化」のために、「政府全体及び関係府省庁における各種計画や戦略、

方針の策定や改訂に当たっては、SDGs達成に向けた観点を取り入れ、その要素を最大限反映す

る。同時に、SDGs 実施のための府省庁ごと又は各府省庁横断的な取組を推進していくための政

策誘導として、必要に応じた関係制度改革の検討や、適切な財源確保に努める」と述べている。 

 

4.2.4. 日本における「ステークホルダーとの連携」 

また、「ステークホルダー［sic.］との連携」については、「日本においても 2030 アジェンダの実施、

モニタリング、フォローアップ・レビューに当たっては、省庁間や国と自治体の壁を越え、公共セクタ

ーと民間セクターの各根も越えた形で、NPO・NGO、有識者、民間セクター、国際機関、各種団体、

地方自治体、議員、科学者コミュニティ、協同組合等、広範なステークホルダー［sic.］との連携を推

進していくことが必要」と述べている。 

 

 
13 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
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4.2.5. 日本の「アジェンダの推進・実施体制に関わる事項」 

「アジェンダの推進・実施体制に関わる事項」については、「関係府省庁とステークホルダー［sic.］

の代表から構成される SDGs 推進円卓会議を設置し、これを活用して緊密な連携を図る」こと、「府

省庁ごとの事項や府省庁横断的な分野別の事項」についても、「SDGs推進円卓会議とも関連させ

つつ、事項に応じて関係するステークホルダー［sic.］との意見交換や連携のための場の設置等を

検討する」こと、及び「広範なステークホルダー［sic.］による社会貢献活動やその他の SDGs達成に

向けた様々な活動とも緊密な連携を図る」ことが述べられている。 

 

4.3. 政府による日本の SDGs に関わる現状の認識の一例 

外務省（2017）14の「2 現状の分析」からは、日本政府が SDGs に関係すると認識している要素

について、「これまでの取組」の結果としての現状をどう評価しているのか、という事を読み取ること

ができる。 

 

4.3.1. SDGs に関わる日本政府の「これまでの取組」 

まず、「これまでの取組」については、既に述べたとおり、「国内」と「国際協力」に分けて説明して

いる。「国内」については、「環境基本法及び環境基本計画を制定し、環境・経済・社会の統合的

向上による持続可能な社会の構築に向けた取組」、「大規模自然災害等への備えとして、国土強

靭化基本法の下で、強靭な国づくりを推進」、「男女共同参画社会基本法や女性活躍推進法、障

害者基本法等を策定」等を挙げ、「一人ひとりが参加し、活躍できる包摂的な社会づくりやそのた

めの制度改革に取り組んできた」と述べて「日本は、第二次世界大戦後、着実な経済成長を遂げ、

高度に発展した社会を築き上げてきた」と評価している。 

他方、「国際協力」についても、既に述べたとおり、「戦後間もない 1954 年に政府開発援助

（ODA）を開始して以来、35 年間で世界最大の援助国」となったこと、「2000 年からは人間の安全

保障を外交・開発協力の基本理念に捉え、取り残された人々や、紛争を受けて難民・避難民となっ

た人々一人ひとりに焦点を当てた新たな視点からの支援」に取り組んだこと、「保険、防災、女性と

いった SDGs における中心テーマを国際協力の軸に据えてきた」ことを挙げて、日本が「国際社会

全体の平和と安定及び繁栄に積極的に貢献してきた」と評価している。また、「2030 アジェンダの

基本方針や SDGs の個別目標・ターゲットの策定」においては、上述の「国際協力」の「経験の蓄

積」に基づいて「主導的な役割を果たしてきた」と述べるとともに、2030 アジェンダの採択に先立っ

て、2030 アジェンダの「実施の基本方針とすることを意図しつつ、我が国の開発協力の理念や原

則を定める」新しい「開発協力大綱」を 2015 年 2 月に策定したと述べている。  

 
14 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
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4.3.2. 日本の SDGs に関わる「現状の評価」 

次に、「現状の評価」については、「これまでの取組の結果、日本は、極めて高い水準の発展を

持続的に達成してきた」と評価しつつも、「その一方で、SDGs の達成に向けて、日本として更に取

組を強化すべき分野についても指摘されている」とし、2016 年に海外で発表された報告書 SDG 

Index and Dashboards Global Report15を取り上げている。そして、そこでは、「SDG1（貧困）、SDG5

（ジェンダー）、SDG7（エネルギー）、SDG13（気候変動）、SDG14（海洋資源）、SDG15（陸上資源）、

SDG17（実施手段）の 7 つのゴールについては達成の度合いが低いと評価される指標が含まれて

いる」と述べている16。また、「これらの課題の中には、既に日本が自らの重要な政策課題として掲

げ、挑戦している課題も数多く含まれている」と述べ、日本の「人間の安全保障」、「一億総活躍社

会」、高齢化社会に直面する世界に先駆けた持続可能な経済、社会づくりの「日本型モデル」、

「環境基本計画」、国連の「地球温暖化対策計画」、「循環型社会形成推進基本計画」、「生物多様

性国家戦略 2012-2020」、日本の「国民皆保険」と SDGs の「ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

（UHC）」等の例を挙げている。他方、「世界全体における達成に向け、日本として国際協力面で取

り組むべき課題」としては、「日本として特に注力すべきものを示すべく、日本の文脈に即して再構

成した」8 つの「優先課題」として、「1. あらゆる人々の活躍の推進」、「2. 健康・長寿の達成」、「3. 

成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション」、「4. 持続可能で強靭な国土と質の高

いインフラの整備」、「5. 省・再生可能エネルギー、気候変動対策、循環型社会」、「6. 生物多様

性、森林、海洋等の環境の保全」、「7. 平和と安全・安心社会の実現」、「8. SDGs 実施推進の体

制と手段」を挙げている。また、これらは「2030 アジェンダに掲げられている『5 つの P』（People（人

間）、Planet（地球）、Prosperity（繁栄）、Peace（平和）、Partnership（パートナーシップ））に対応する

分類となっている」と説明している。そして、上述の 8 つの「すべての優先課題」について、「国内実

施と国際協力の両面が含まれる」と述べている。 

  

 
15 Jeffrey Sachs他 (2016) SDG Index and Dashboards - Global Report. New York: Bertelsmann Stiftung and
 Sustainable Development Solutions Network. (SDSN) （2019年 2月 8 日アクセス）＜http://www.sdgindex.org/r
eports/2016/＞ 
16 Jeffrey Sachs他（2016, pp.191-192）参照。（2019年 2月 8 日アクセス）＜http://www.sdgindex.org/reports/2016
/＞ 
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4.4. 日本の「優先課題」と SDGs との結びつき 

4.4.1. 「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」における日本の国内施策と SDGs と

の関連づけの概要 

以上の情報を整理すると、外務省（2017）で述べられている「日本持続可能な開発目標（SDGs）

実施指針」は、日本の「国内」と「国際協力」の施策と SDGs の「17 のゴールと 169 のターゲット」とを

直接結び付けるというよりは、SDGs を構成する際の基盤となった「2030 アジェンダ」の「5 つの P」を

介することで、日本の文脈に即して整理した優先課題と SDGs を間接的に結びつけようとしている

と捉えられる。また、SDGs の「17 のゴールと 169 のターゲット」と「2030 アジェンダに掲げられてい

る 5 つの P」とのつながりは、項目ごとに 1対 1 に結ばれるものではなく、それぞれの複数の項目が

絡み合って関係していると捉えられる。United Nation（2015）は、「今日我々が発表する 17 の持続

可能な開発のための目標（SDGs）と、169 のターゲットは、この新しく普遍的なアジェンダの規模と

野心を示している」17と述べており、SDGs は 2030 年アジェンダ（this new universal Agenda）の示す

方向性をより具体的な行動目標に落とし込んだ内容であることが読み取れる。また、「持続可能な

開発目標の相互関連性及び統合された性質は、この新たなアジェンダ［一部省略］の目的が実現

されることを確保する上で極めて重要である」18、また、「これら［目標とターゲット］は、統合され不可

分のもの」19と述べていることから、SDGs の目標やゴールを見る際には、個別の項目と何かのつな

がりを見るというアプローチではなく、SDGs の目標やゴールが相互に関連して形作られる何らかの

システムの全体像と何かのつながり、という視点で見ることが望ましいと考えられる。 

 

4.4.2. SDGs と日本の国内施策との関連づけの特徴 

よって、例えばある 1 つの SDGs のゴールから出発し、2030 アジェンダの「5 つの P」を介してそ

れが日本の 8 つの「優先課題」とどのように関わっているのかを読み取ろうとしても、或いは、逆にあ

る 1 つの日本の「優先課題」から出発して「5 つの P」を介してそれがどの SDGs のターゲットに関わ

っているのかを明らかにしようとしても、相互に関連している SDGs の各項目と「5 つの P」のそれぞ

れとの関わり方は複雑にならざるを得ないために、単純な対応関係として把握することが難しいこと

がわかる。即ち、「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」に掲げられている「日本の文脈」に

親和性の高い 8 つの「優先課題」は、SDGs を支える「2030 アジェンダ」の「5 つの P」との関わりを

意識して形成されたとはいえ、「優先課題」それそのものを詳しく見ても、日本にとって外生的な事

情で形成された SDGs の「17 のゴールと 169 のターゲット」の一つ一つ項目との直接的な結びつき

 
17 “The 17 Sustainable Development Goals and 169 targets which we are announcing today demonstrate the scale 
and ambition of this new universal Agenda.” (United Nations, 2015, p.1) 
18 “The interlinkages and integrated nature of the Sustainable Development Goals are of crucial importance in 
ensuring that the purpose of the new Agenda is realized.” (United Nations, 2015, p.2) 
19 “They are integrated and indivisible” (United Nations, 2015, p.3) 
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方を明確に読み取ることについては、本来的に困難な概念設計になっていると考えてよかろう。 

では、なぜ、上述の SDG Index and Dashboards Global Report20は、各国の SDGs の目標ごとの

取組状況を評価しており、「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」の「持続可能な開発目

標（SDGs）を達成するための具体的施策（付表）」は、それぞれの施策について、特に関連が深い

と思われる SDGs の「17 のゴール」を例示する形をとっているのであろうか。続いては、日本の STI-

P を例にとり、「日本の文脈」について振り返った後、SDGs が「途上国の人々の救済」としての目的

を持つ具体的な目標としての性質を色濃く持つがゆえに、相対的に豊かな生活を送る国民が暮ら

す先進国である日本の国内政策の流れと、そうした日本の事情とは異なる文脈で形成された

SDGs の各項目とを直接結びつけるという困難な作業が付きまとわざるを得ない事情について検討

する。 

  

 
20 Jeffrey Sachs, Guido Schmidt-Traub, Christian Kroll, David Durand-Delacre, and Katerina Teksoz. The re
port should be cited as Sachs, J., Schmidt-Traub, G., Kroll, C., Durand-Delacre, D. and Teksoz, K. (2016) S
DG Index and Dashboards-Global Report. New York: Bertelsmann Stiftung and Sustainable Development So
lutions Network. (SDSN)（2019年 2月 8 日アクセス）＜http://www.sdgindex.org/assets/files/2018/01%20SDGS%2
0GLOBAL%20EDITION%20WEB%20V9%20180718.pdf＞ 
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5. 日本の現行の科学技術イノベーション政策の構造 
5.1. 科学技術基本法と科学技術基本計画の内容 

まず、科学技術基本法と科学技術基本計画の内容について振り返る。 

内閣府ウェブサイト21は、平成 7 年 11 月 15 日に制定された「科学技術基本法」について、「今後

の我が国の科学技術政策の基本的な枠組みを与えるもの」であり、また、「我が国が、21 世紀に向

けて『科学技術創造立国』を目指して科学技術の振興を強力に推進していく上でのバックボーンと

して位置付けられる法律」であると説明している。文部科学省の「科学技術基本法のポイント」を説

明したウェブサイト22によると、科学技術基本法は「科学技術振興としての方針（イ 研究者等の創

造性の発揮、ロ 基礎研究、応用研究及び開発研究の調和ある発展、ハ 科学技術と人間、社会

及び自然との調和等）」、「科学技術振興に関する国及び地方公共団体の責務」、「科学技術振興

施策を総合的、計画的に推進するため、政府において、総合科学技術会議の議を経て、科学技

術基本計画を作成すべきこと」、「政府は、科学技術基本計画について、その実施に関し必要な資

金の確保を図るため、必要な措置を講ずるよう努めること」、「国が講ずべき施策（イ 多様な研究

開発の均衡のとれた推進、ロ 研究者等の養成確保、ハ 研究施設・設備の整備、ニ 研究開発

に係る情報化の推進、ホ 研究交流の促進等）」を規定している。そして、文部科学省の「科学技

術基本法提案理由説明」のウェブサイト23は、科学技術基本法の提案理由として、日本が、「科学

技術に関して、いわゆるキャッチアップの時代、すなわち目標となる先進国が常に存在し、かなりの

分野で技術導入が可能であった時代の終焉」や、「今後は、フロントランナーの一員として、自ら未

開の科学技術分野に挑戦し、創造性を最大限に発揮し、未来を切り拓いていかなければならない

時機」に差し掛かっており、「独創的、先端的な科学技術を開発し、これによって新産業を創出す

ることが不可欠」であること、「人類の将来に立ちはだかる諸問題の解決に対し科学技術への期待

は大きく、この面での我が国の貢献が強く求められている」こと、科学技術を「人間の生活、社会及

び自然との関わり合いの中でとらえていく必要があり、このような視点も踏まえ、新たな視点に立っ

た科学技術を構築していくこと」、「科学技術の現状を見ると、まことに憂慮すべき状態」にあること、

「科学技術の高度化・専門化に対応して総合的・学際的な取り組みが緊要となっている」こと、等の

認識に言及している。そして「将来にわたり先進国の一員として、世界の科学技術の進歩と人類社

会の持続的発展に貢献するとともに、真に豊かな生活の実現とその基盤たる社会・経済の一段の

飛躍を期するため」、「科学技術創造立国」を目指して科学技術基本法を制定したと述べている。 

また、文部科学省の「科学技術基本計画」のウェブサイトは、「科学技術基本計画」について、

 
21 内閣府ウェブサイト「科学技術基本法」参照。（2018年 10月 1 日アクセス）＜http://www8.cao.go.jp/cstp/cst/kihon
hou/mokuji.html＞ 
22 文部科学省ウェブサイト「科学技術基本法のポイント」参照。（2018年 10月 1 日アクセス）＜http://www.mext.go.
jp/b_menu/shingi/kagaku/kihonkei/kihonhou/point.htm＞ 
23 文部科学省ウェブサイト「科学技術基本法提案理由説明」参照。（2018年 10月 1 日アクセス）＜http://www.mext.g
o.jp/b_menu/shingi/kagaku/kihonkei/kihonhou/riyuu.htm＞ 
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「科学技術基本法に基づき、科学技術の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

めの基本的な計画であり、今後 10 年程度を見通した 5 年間の科学技術政策を具体化するものと

して、政府が策定するもの」と説明している。そして、平成 28 年に閣議決定された現行の「第 5 期

科学技術基本計画」は「平成 28 年度から平成 32 年度までの 5 年間を対象」としており、この基本

計画に基づき、「我が国の科学技術イノベーション政策の振興」が図られると説明している。 

 

5.2. 「持続」に関わる日本の STI-P の文脈 

上述の通り、「科学技術基本計画」は、日本の科学技術政策を規定する基本的な計画であること

から、その文面を分析することで、その「科学技術基本計画」が影響を与えていた科学技術政策の

ありかたについて、知見が得られると考えられる。そこで、SDGs と科学技術政策との関係について

考察する本研究では、第 1期～第 5期の「科学技術基本計画」の文面から「持続」を含む語句を抜

き出して整理し、種類ごとの頻度を集計した。「科学技術基本計画」における「持続」という概念は、

「継続」という概念と同義であると考えられる場合もあるが、「何らかの望ましい指標の水準が、ある

水準を下回ることなく、安定的、或いは増加傾向を辿って推移すること」というような意味として捉え

ることができる。本研究の分析によると、「持続」を含む用語は、「第 1期科学技術基本計画」におい

て既に登場しており、その後、期を重ねるごとに「持続」を含む用語が増えていることがわかる。そし

て、「第 5 期科学技術基本計画」に至って、本研究の検討対象である「持続可能な開発目標

（SDGs）」に直接言及するようになった。このことから、日本の科学技術政策は、「第 1 期科学技術

基本計画」以来、継続的に独自に「持続」という概念について考慮を重ねており、「第 5 期科学技

術基本計画」以降は、SDGs についても科学技術政策の視野に組み込まれていることがわかる。よ

って、外務省（2017）が述べている「既に我が国が国内外で進めてきた経験」24は、「持続」に関わる

科学技術政策の領域においても、「日本自身と国際社会の持続可能な未来を切り拓いていく」た

めに「生かす」25ことができる程度には「蓄積」されていると考えてよかろう。 

  

 
24 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
25 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
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図 1：第 1期～第 5期科学技術基本計画における「持続」を含む言葉の個数 

 
「第 5期科学技術基本計画」の「第 3章 経済・社会的課題への対応（3）地球規模課題への対応と世界の発展への貢献」に「UN
の持続可能な開発目標（SDGs）」との記述がある。筆者作成。 
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5.3. 「統合イノベーション戦略」と SDGs 

5.3.1. 「統合イノベーション戦略」の概要 

内閣府ウェブサイト26は、「我が国において、科学技術イノベーションは成長戦略の重要な柱と位

置付けられており、総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）が司令塔となり、『科学技術イノベ

ーション総合戦略』を毎年策定し、施策の重点化等を着実に実行してきました」と述べ、平成 30 年

６月に、「統合イノベーション戦略」を閣議決定したと述べている。「統合イノベーション戦略」の策定

の背景には、第５期科学技術基本計画が策定されてから３年目を迎え、世界で想像を超えたイノ

ベーションが進展し、ゲーム構造が一変し、過去の延長線上の政策では世界に勝てないとの問題

意識のもと、第５期科学技術基本計画（Plan）・科学技術イノベーション総合戦略 2017（Do）の取組

を評価（Check）し、今後とるべき取組（Action）を提示すること、硬直的な経済社会構造から脱却、

我が国の強みを活かしつつ、Society 5.0 の実現に向けて「全体最適な経済社会構造」を柔軟かつ

自律的に見出す社会を創造すること、そのため「世界水準の目標」「論理的道筋」「時間軸」を示し、

基礎研究から社会実装・国際展開までを「一気通貫」で実行するべく「政策を統合」すること、イノベ

ーション関連の司令塔機能強化を図る観点から「統合イノベーション戦略推進会議」を、2018 年夏

を目途に設置し、横断的かつ実質的な調整・推進機能を構築することが必要であるとの認識があ

るとしている。また、「統合イノベーション戦略」の基本的な考え方としては、次の2点を挙げている。 

 

u 政策の統合により、知・制度・財政の基盤三本柱を改革・強化しつつ、我が国の制度・慣習

を柔軟に「全体最適化」すること 

u 「世界で最もイノベーションに適した国」を実現し、各国が直面する課題の解決モデルを我

が国が世界に先駆けて提示すること 

 

5.3.2. 「統合イノベーション戦略」と SDGs 

SDGs に関連して、「統合イノベーション戦略」の「第 1章 総論 （2）世界の潮流」では、「④各国

の覇権争いと持続可能な世界への期待」の中で、「知の融合による、破壊的イノベーションやプラッ

トフォームビジネスの現実世界への進出は、人類の経済社会活動に大きな影響を与え、格差の拡

大、科学技術イノベーションを巡る覇権争い等、世界の不安・不安定の要因になっている一方で、

環境破壊や貧困等世界の抱える課題を持続可能に解決する『SDGs』を達成する鍵になり得ると期

待されている」と述べている。また、「第 1 章 総論 （3）ゲームチェンジ下における我が国の強み」

では、＜国際的な対応＞として、「持続可能性を題目に掲げる SDGs は、公害大国から環境先進

国になり、現在は課題先進国として世界のモデルとなりつつある我が国にとって、イノベーション創

 
26 内閣府ウェブサイト「統合イノベーション戦略」（2019年 5月 13 日アクセス）＜https://www8.cao.go.jp/cstp/toug
osenryaku/index.html＞ 
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出・展開の絶好の機会である。また、我が国には、昔から近江商人の三方よし（「売り手よし、買い

手よし、世間よし」）に代表されるように広い意味での『持続可能性文化』が根付いていることから、

SDGs は、我が国の企業にとっても親和性のある概念である」と述べている。 

 

5.3.3. 「統合イノベーション戦略」における STI for SDGs 

 

表 1：SDGs 達成のための科学技術イノベーション（STI for SDGs）の推進 

 
「統合イノベーション戦略：第 5章 知の国際展開」より転載。 
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更に、「第 5 章 知の国際展開」では、「世界で急速な盛り上がりを見せている SDGs の議論は、

上述の我が国の科学技術イノベーションの現状を大きく転換させる契機を作る可能性を持ってい

る」とし、「SDGs の目標設定そのものが、人間中心の持続的な社会構築を目指す Society 5.0 との

親和性が高いことを鑑みれば、この概念的プラットフォームを我が国の Society 5.0 というコンセプト

と連動させることで、科学技術イノベーションを通じた我が国の国際貢献を訴える絶好の機会とす

ることができるのみならず、課題先進国である我が国が世界に先駆けた政策パッケージのモデル

を提示することができる」と述べている。そして、「SDGs の目標達成には、一方的な途上国支援で

はなく、科学技術イノベーション政策を軸に途上国・先進国ともに Win-Win の発展を目指す必要

がある。その意味で、我が国はこれまでも同様のアプローチで東南アジアを中心に驚異的経済発

展を支えてきた実績を持っている。さらに、我が国は欧州との関係では EPA、アジア太平洋地域と

の関係では TPP協定に取り組んできた実績を考えても、この政策によって我が国は国際経済社会

において幅広く橋渡しのできる立ち位置を確保しつつある。2019年は、国連における最初のSDGs

首脳級レビューや我が国が議長国である G20 サミット開催の年でもあり、時機を逃さず、SDGs へ

の取り組みを加速すべきである」と述べて、政府における STI for SDGs に関わる STI-P の活性化

を促している。 

また、「統合イノベーション戦略」の「第 5章 知の国際展開」のうち「①SDGs の達成におけるイノ

ベーションの必要性・重要性」では、SDGs は「『誰一人取り残さない』持続可能で多様性と包摂性

のある社会の実現」を目的としており、「国連は、2030 年を目標期限とする 17 目標の達成に科学

技術イノベーションが不可欠であるとし、科学技術イノベーションが果たす中核的役割を明確化し

ている。国連が 17 目標の下に定めた 169 のターゲットには、科学技術イノベーションによって達成

が促進される目標が多く含まれていることからも、SDGs の達成に科学技術イノベーションの推進が

必須である」と述べて、STI for SDGs に向けた STI-P などの取組の重要性を指摘している。そして、

「③今後の方向性及び具体的に講ずる主要施策」では、後述する「STI for SDGs ロードマップ」の

策定、SDGs に関連する政府の計画・戦略における SDGs に関する事項の「見える化」、民間企業

による自立的な運用を念頭に我が国の科学技術イノベーションと国内外のシーズを結びつけるプ

ラットフォームのありかたの検討等を挙げている。そして、「統合イノベーション戦略」の「第 6 章 特

に取組を強化すべき主要分野」では、例えば「（2）バイオテクノロジー」の「目指すべき将来像」の

中で、「SDGs 等の地球規模の課題解決に貢献」という事項が盛り込まれており、「①イノベーション

におけるバイオテクノロジーの必要性・重要性」において、「SDGs、COP21 の国際合意など社会・

国際的な状況が大きく変化する中で、持続的な経済・社会の実現に向けて、バイオテクノロジーへ

の期待がますます高まっている」と指摘して、バイオテクノロジーが STI for SDGs に貢献する重要

な要素であることを説明している。 
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6. 国外で形成された SDGs と既存の国内の施策との関連づけの実際 
6.1. 国連における SDGs の取り扱われ方 

既に述べたとおり、United Nations（2015）はSDGsの目標とターゲットを「統合され不可分のもの」

27として捉えている。また、SDGs の実施領域を「国、地域、グローバル・レベル」に設定している28。

このことから、SDGs は、国、地域、グローバルの各領域において、それぞれに、「統合され不可分

のもの」としての SDGs により達成されることを求める最低限の到達点であると考えられる。そして、

2017 年の第 71 会期国連総会により採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダの持続

可能な開発目標とターゲットのための世界的指標枠組」29は、国、地域、グローバルの各領域にお

いて、「持続可能な開発目標およびターゲットをフォローアップしそして再検討する」30ことを目的と

している。したがって、国連の SDGs の枠組みでは、「世界的指標枠組」に基づいて各国や各地域

の SDGs の実施状況を総合的にモニタリングして評価すると考えられる。このことから、例えば、

SDGs の目標やターゲットごとの達成状況を国や地域ごとに評価して、項目ごとにランキングを表示

するというような国や地域ごとの社会システムを考慮しない管理を志向するものではなく、むしろ、

どの国や地域も、その領域内の社会システム全体のバランスを取りながら、最低限の達成水準が

示されている SDGs の目標やターゲットのうち目標に到達できていない部分があればそれを改善

し、「持続可能な開発を、経済、社会及び環境というその三つの側面において、バランスがとれ統

合された形で達成することにコミット」31するものであることがわかる。よって、日本の SDGs の進捗状

況のさしあたりの評価方法は、例えば、上述の SDG Index and Dashboards - Global Report32のよう

に、SDGs の全体の中で日本においての達成が遅れている弱い部分を何らかの指標に基づいて

評価して把握し、重点的な底上げを項目ごとに施しつつ、同時に全体のバランスを取りながら社会

システム全体を総合的に改善していくためのアプローチであると考えられる。そのため、このような

文脈での実効性のある施策を展開するためには、まず、日本の社会システムの動作メカニズムを

理解し、そのメカニズムの中で SDGs の各指標がどのように位置づけられ、各指標の水準がどのよ

うな決定要因の影響を受けているのかを理解した上で、SDGs の各項目の底上げとバランスの良い

向上を達成するための操作可能な変数や戦略オプションを明確にして、計画的かつ効率的な施

 
27 “17 Sustainable Development Goals with 169 associated targets which are integrated and indivisible.” (United 
Nations, 2015, p.6) 
28 “All of us will work to implement the Agenda within our own countries and at the regional and global levels,” 
(United Nations, 2015, p.6) 
29 “the global indicator framework for the Sustainable Development Goals and targets of the 2030 Agenda for 
Sustainable Development” (United Nations, 2017, p.2) 
30 “the global indicator framework to follow up and review the Sustainable Development Goals and targets” (United 
Nations, 2017, p.2) 
31  “We are committed to achieving sustainable development in its three dimensions – economic, social and 
environmental – in a balanced and integrated manner.” (United Nations, 2015, p.3) 
32 Jeffrey Sachs他（2018, pp.248-249）参照。（2019年 2月 8 日アクセス）＜https://www.dropbox.com/s/gy2zmh90
65v0mr5/SDG_Index_Dashboard_full.pdf?dl=0＞ 
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策を実施することが必要となるであろう。その際には、外務省（2017）33で「実施のための主要原則」

として掲げられている「（1）普遍性」、「（2）包摂性」、「（3）参画型」、「（4）統合性」、「（5）透明性と説

明責任」を考慮しながら、「8 つの優先課題及びその下に位置付けられる施策」において「これらの

主要原則が実現されているかを点検するとともに、新たな施策や施策の修正の必要性を検討する

に当たっても、これらの主要原則を考慮」することになると考えられる。 

 

6.2. 日本の政策における SDGs の取り扱われ方 

6.2.1. 国連と日本における SDGs の取り扱われ方の違い 

ところで、「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」の「持続可能な開発目標（SDGs）を達

成するための具体的施策（付表）」では、上述の「8 つの優先課題」ごとに、「とくに関連が深いと思

われる SDGs」として、SDGs の目標の中から幾つかを選んで掲げられている。これは、一見、SDGs

の目標とターゲットが「統合され不可分のもの」という SDGs の基本原則に反しているかのように思

えるかもしれない。しかし、国連が SDGs を「統合され不可分のもの」として扱うことを求めるのは、

国、地域、グローバル・レベルでの SDGs の達成水準について考える際のことであり、ここにおいて、

国内のより細かい施策と SDGs の目標やターゲットとの結びつきについては規定していない。実際、

国連広報センター34は、SDGs には法的拘束力がないものの、各国は 17 の目標の達成に当事者

意識を持って取り組むとともに、そのための国内枠組を確立することが期待されており、SDGs の実

施と成否は、各国が独自に策定する持続可能な開発関連の政策、計画、プログラムにかかってい

ると説明している。即ち、SDGs の達成に向けた国内の枠組みについては各国が独自に策定する

ものであるので、例えば日本が国内の施策を SDGs に結び付けるための「8 つの優先課題」を設定

する際に、SDGs の目標とターゲットを「統合されて不可分のもの」として扱う必要は、必ずしもない

と理解することができる。 

また、実務上の面でも、既存の行政システムの中では、SDGs 推進本部が設置されているものの、

SDGs の全てをカバーする単一の部署が省庁レベルで存在するわけではない。そのため、SDGs と

各省庁の既存の取組とを結びつけるには、SDGs の目標とターゲットを項目ごとに分解して、各項

目に近接する領域を担当する部署の施策と分解した SDGs の各項目を結びつけて、もう一度施策

を仕分け直したり施策のまとまりを再構築したりしながら、次の方策について考えることが有効であ

ろう。ここにおいて、SDGs の目標とターゲットを分解した各項目と、例えば STI-P のような国内の既

存の施策とを、既存の社会システムやその動作メカニズムを考慮しながら、合理的かつ効率的に

結びつけて有機的なつながりを再構成する方法に対する需要が発生することになる。 

 
33 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
34 国連広報センター・ウェブサイト「SDGs―よくある質問」参照。（2018年 10月 2 日アクセス）＜http://www.unic.
or.jp/news_press/features_backgrounders/17471/＞ 
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6.2.2. 「先進国」である日本にとっての SDGs 

また、外務省（2017）35が、2030 アジェンダについて、「開発途上国の開発に関する課題にとどま

らず、世界全体の経済、社会、及び環境の三側面を、不可分のものとして調和させる統合的取組」

であると説明していることからわかるとおり、2030 アジェンダに基づく SDGs の目標とターゲットの全

てが必ずしも先進国である日本の「文脈に即する」ものであるわけではなく、本来的に開発途上国

の開発に焦点を当てたものも含まれている。このような SDGs の目標とターゲットに対して、日本国

内の既存の施策を対応させるための経路の一つが、外務省（2017）で述べられている「これまでの

取組」のうち「開発協力」として「国内」と対比する形で取り上げられている政策群である。外務省

（2017）では、日本の開発協力について、「1954 年に政府開発援助（ODA）を開始して以来、35 年

間で世界最大の援助国となり、国際社会全体の平和と安定及び繁栄に積極的に貢献してきた。

2000 年からは人間の安全保障を外交・開発協力の基本理念に据え、取り残された人々一人ひとり

に焦点を当てた新たな視点からの支援に取り組むとともに、保険、防災、女性といった SDGs にお

ける中心的テーマを国際協力の軸に据えてきた」と述べ、SDGs の目標とターゲットに近接する開

発協力の分野での「経験の蓄積」について説明している。そして、日本が「持続可能な経済・社会

づくりに向けた先駆者、いわば課題解決先進国として、SDGs の実施に向けた模範を国際社会に

示すような実績を積み重ねてきている」と述べ、日本が「2030 年アジェンダの基本方針や SDGs の

個別目標・ターゲットの策定において主導的な役割を果たしてきた」ことや、2015 年 2 月に「2030

年アジェンダの採択に先立ち、その実施の基本方針とすることを意図しつつ、我が国の開発協力

の理念や原則を定める新たな開発協力大綱を策定した」ことの背景を説明している。特に、「今後

の SDGs実施の段階においても、世界のロールモデルとなることを目指し、国内実施、国際協力の

両面において、世界を、誰一人取り残されることのない持続可能なものに変革するための取組を進

めていくことを目指す」と述べていることから、基本認識として、日本の SDGs の達成水準は世界の

他の国や地域と比べて高い水準にあり、それを背景に、「他の先進国に先駆けて持続可能な経済、

社会づくりに向けて日本が示す新たな『日本型モデル』と呼ぶべきメカニズム」としての「成長と分

配の好循環」と「一億総活躍社会」を目指すことで、他の国や地域に転用可能な「経験の蓄積」を

重ね、パターナリスティックな「開発協力」などのチャネルを通して他の国や地域における SDGs の

達成のための取組に活かし、日本が世界の SDGs の達成に貢献するというビジョンを示していると

言えよう。 

  

 
35 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
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6.2.3. 日本における SDGs の取り扱われ方の特徴とその特徴の発生メカニズムの考察 

なお、外務省（2017）36の「ビジョンと優先課題」においては、上述の日本の「優位性」の説明と、

そのことを背景として成立する日本よりも劣る条件に直面する国や地域に対するパターナリスティッ

クな関与のメカニズムについて説明されている反面、上述の SDG Index and Dashboards Global 

Report のような批判的な分析に基づいて客観的に把握される日本の弱点や、その弱点を弱点とし

て評価する際に背景となる価値尺度、更に、その価値尺度や指標を用いることで適切にモニタリン

グできる社会システムやその動作メカニズムをどのように認識して考えているか、等については明

示されていない。 

そのため、例えば「日本の 8 つの優先課題」からは、日本が SDGs を達成する上で必要な「日本

の国内における持続可能な開発」という視点で見たときの具体的な重要施策のビジョンが読み取り

にくくなっている。この事情が「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策（付表）」

にも影響していると考えられ、そのために、そこで列挙されている施策が、単に「他国と比較して日

本が優れている項目に関する施策」なのか、それとも、「他国と比較して日本が優れている項目で

あり、かつ、他の国や地域に対するパターナリスティックな開発協力に応用して活用したい施策」な

のか、或いは「他国と比較して日本が劣っている日本が自ら改善に取り組むべき日本の SDGs の

達成のための施策」なのか、といった区別をつけにくい情報構成になっていると推察される。 

日本の SDGs がこのような傾向になる理由は、例えば、科学技術政策の中の競争的資金制度の

ありかたから推測することもできる。文部科学省と日本学術振興会が実施している「科学研究費助

成事業（科研費）」は、内閣府が公表している競争的資金（図 2）の合計の半分以上を占める大規

模な助成事業である。この「科研費」は、「人文学・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、

基礎から応用までのあらゆる『学術研究』（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させ

ること」を目的としており、「ピアレビュー（専門分野の近い複数の研究者による審査）により、豊かな

社会発展の基盤となる独創的・先端的な研究に対する助成」である。文部科学省は、この「科研費」

以外にも、例えば「国としての重要課題への対応等のため、国が研究開発課題を詳細に設定」す

る「国家課題対応型研究開発推進事業」のようなトップダウン型の競争的資金の配分も行っている。

ただし、それらトップダウン型の競争的資金とは対照的な性質を持つボトムアップ型の「科研費」が

競争的資金の重要な地位を占めているということは、日本の科学技術政策の設計思想において、

トップダウンの発想のみならず、一部、民主的なボトムアップ志向の考え方も尊重しているということ

がわかる。このようにトップダウン型とボトムアップ型の競争的資金を併存させることで、政府主導で

マクロ的に把握される課題を現場に落とし込み、具体的な施策や技術と結びつけながら解消するト

ップダウン志向の研究助成の他に、政府だけでは解決できないような地球規模の気候変動問題な

 
36 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
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どの巨大な課題に対して、多くの人々の主体的で独創的な研究活動と連携・協力しながら取り組

むことができるように、競争的資金配分の工夫がなされていると考えることができる。 

SDGs の推進においても、このような考え方が適用されていると考えられ、すべてをトップダウン

で行おうとするのではなく、人々の主体的な取組を活性化して、SDGs の実現に向けた活動の輪が

社会全体に広がるように、との配慮がなされていることが伺える。 

なお、本稿では、後で、AI（人工知能）関連技術を用いて、上述の「科研費」を含むデータの分

析を試行する。 

 

図 2：競争的資金制度 

 
内閣府ウェブサイト「競争的資金制度」より（2019 年 8 月 9 日）＜https://www8.cao.go.jp/cstp/compefund/＞ 
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6.3. 「総合科学技術・イノベーション会議」と STI for SDGs 

内閣府ウェブサイト37によると、「総合科学技術・イノベーション会議」は、「内閣総理大臣、科学

技術政策担当大臣のリーダーシップの下、各省より一段高い立場から、総合的・基本的な科学技

術・イノベーション政策の企画立案及び総合調整を行うことを目的とした「重要政策に関する会議」

の一つ」である。「総合科学技術・イノベーション会議」の前身である「総合科学技術会議」は、平成

13 年 1 月の中央省庁再編に伴い、「重要政策に関する会議」の 1 つとして内閣府に設置され、内

閣総理大臣のリーダーシップの下、科学技術・イノベーション政策の推進のための司令塔として、

わが国全体の科学技術を俯瞰し、総合的かつ基本的な政策の企画立案及び総合調整を行ってき

た。そして、内閣府設置法の一部を改正する法律（平成 26 年法律第 31 号）の施行に伴い、会議

の名称を「総合科学技術・イノベーション会議」と変更したとしている。 

この「総合科学技術・イノベーション会議」は、現在、原則月 1 回開催されており、議長である内

閣総理大臣をはじめ、関係閣僚、有識者議員などが出席している。会議では、1）科学技術に関す

る基本的な政策についての調査審議、2）科学技術予算・人材の資源配分などについての調査審

議、3）国家的に重要な研究開発の評価、4）研究開発の成果の実用化によるイノベーションの創出

の促進を図るための環境の総合的な整備についての調査審議などを実施していると述べ、会議の

特徴として以下の 3項目を掲げている。 

 

[戦略性と適時性] 

 国家的・社会的課題に適時適切に対応するため科学技術に関する総合戦略を立案します。 

 

[総合性] 

 人文・社会科学も含み、倫理問題等の社会や人間との関係を重視します。 

 

[自発性] 

 内閣総理大臣等の諮問に応じ答申するのみならず、自ら意見具申を行います。 

 

なお、内閣府には、「総合科学技術・イノベーション会議」を含め「重要政策に関する会議」が 5

つ存在し、それぞれにおいて、「まとめ役」として特命担当大臣が置かれている。「総合科学技術・

イノベーション会議」におけるまとめ役は科学技術政策担当大臣であり、科学技術政策が国全体と

して統一的に実施されるよう、国全体を見渡した科学技術政策の企画、立案、総合調整を行う役

割を担っている。 

 
37 内閣府ウェブサイト「総合科学技術・イノベーション会議」（2019年 5月 13 日）＜https://www8.cao.go.jp/cstp/in
dex.html＞ 
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「総合科学技術・イノベーション会議」と SDGs との関わりとしては、例えば、平成 31 年 4 月に開

催された「総合科学技術・イノベーション会議（第４３回）」の資料 2-2「次期科学技術基本計画に向

けて」の「検討の方向性」において、「Society 5.0 という構想を引き継ぎ、STI による SDGs の達成と

いうビジョンを明示する必要がある」と述べて、SDGs の達成に向けても STI が重要であることを指

摘している。 

 

6.4. STI for SDGs における文部科学省の役割・取組方針 

2016 年 4 月に決定され、同年 8 月に改訂された文部科学省の「持続可能な開発目標達成のた

めの科学技術イノベーション（STI for SDGs）の推進に関する基本方針」38は、「SDGs 達成のため

の科学技術イノベーション（STI for SDGs）の推進への期待が高まる中、文部科学省は、自然科学

から人文・社会科学にわたる全ての分野における研究を推進し、多様な研究開発機関・研究資金

配分機関・大学等を所管するとともに、我が国の科学技術予算の主要な取組を担っていることから、

STI for SDGs に係る政府全体の取組に積極的に参画し、主体的に貢献していくことが必要である」

と述べている。そして、Society5.0 の実現に向けた取組と連動して SDGs の達成に貢献する STI を

生み出すために、文部科学省として、次のような視点を持って具体的な取り組みを推進することが

重要であると述べている。 

 

l 新たな科学的知見に基づく創造的な革新的技術シーズの創出の促進と、バックキャスト・デ

ザイン思考の視点を持った施策の推進を効果的に組み合わせることが必要であること 

l 共通のビジョンの下に、多様な専門家がセクターや分野の壁を越えて結集し、新たなアイ

デアを創出することを促進するための仕組みが従来にも増して重要となること 

l STI for SDGs の取組を継続的に充実・発展させていくためには、歴史的・国際的視点や地

政学的な素養を有し、科学と国内外の政治・行政等の各セクターを越境しながら繋ぐことが

できる人材の育成・確保が必須であること 

 

また、文部科学省は、STI 施策を通じた SDGs 達成への文部科学省の貢献のあり方を整理し、

その実現のために必要となる施策を体系的に示した「STI for SDGs 文部科学省施策パッケージ」39

を 2018 年 8 月に策定し、2018 年 12 月に改訂した。そこでは、「2030 年に向けて時間軸も意識し

ながら多様な SDGs の課題解決に統合的に取り組み、STI for SDGs施策を有機的・分野横断的に

連携させることを目指した」と述べている。 

 
38 文部科学省ウェブサイト「科学技術・学術分野における国際活動の戦略的推進：STI for SDGs の推進に関する基本

方針」（2019年 4月 26 日アクセス）＜http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/kokusai/sdgs/1408737.htm＞ 
39 文部科学省ウェブサイト「科学技術・学術分野における国際活動の戦略的推進：STI for SDGs 文部科学省施策パッ

ケージ」（2019年 4月 26 日アクセス）＜http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/kokusai/sdgs/1408738.htm＞ 
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図 3：「STI for SDGs 文部科学省施策パッケージ」における主要取組の時系列マップの例 

 
「STI for SDGs 文部科学省施策パッケージ」より転載。 

 

図 4：「STI for SDGs 文部科学省施策パッケージ」における事業マップの例 

 
「STI for SDGs 文部科学省施策パッケージ」より転載。 
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また、「文部科学省の主な STI for SDGs施策体系の見える化により、今後、様々なステークホル

ダーとの関わりや対話が促進され、協働・共創に繋がることを期待し、分野・セクターを超えた様々

なステークホルダーを幅広く巻き込んだオープンな議論等を通じて、これらの協働・共創を推進す

る」と述べ、そのための「場づくり」、「オープンプラットフォームの形成」に貢献したいとしている。そ

して、この施策パッケージの推進に当たっては、「文部科学省が中心となって取り組んでいる『持続

可能な開発のための教育』（ESD）をはじめとする、教育・スポーツ・文化等の分野の施策との効果

的な連携にも留意しつつ推進する」と説明している。さらに、STI for SDGs に関する知見や実績を

有する国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）と連携するとともに、産業界・大学・研究機関・

NPO・国際機関等が参画する各種のオープンプラットフォーム等を通じて議論を行うなど、「多様な

ステークホルダー［sic］との連携による共創」を推進すると述べている。 
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7. STI for SDGs の政策分析のフレームワーク 
巻末の補論でも述べるように、既存の STI-P は、それと有機的に結びついている過去の様々な

政策群を通して、STI for SDGs に繋がっている。このことから、今後の STI for SDGs の展開を考え

る上でも、既存の STI-P の多くの要素を、日本の強みとして活用できることがわかる。以下では、日

本の文脈の中で形成されてきた現行の国レベルの STI-P と SDGs との関りのありかたについて、幾

つかの事例を取り上げながら整理して示す。 

 

7.1. 日本における STI for SDGs のフレームワークの設定 

7.1.1. SDGs における対外施策と国内施策の関係性 

既に述べたとおり、外務省（2017）40から読み取ることのできる日本の SDGs に関わる政策は、海

外に展開することを前提とする「対外的な政策」と国内の展開を前提とする「対内的な政策」に分け

られる。その内、前者の「対外的な政策」の要素は、「開発協力大綱」で定められているような、日本

の優位性を前提に、途上国に対してパターナリスティックな援助政策の展開であると考えられる。

他方、国内の展開を前提とする後者の「対内的な政策」は、8 つの優先課題（「1. あらゆる人々の

活躍の推進」、「2. 健康・長寿の達成」、「3. 成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーシ

ョン」、「4. 持続可能で強靭な国土と質の高いインフラの整備」、「5. 省・再生可能エネルギー、気

候変動対策、循環型社会」、「6. 生物多様性、森林、海洋等の環境の保全」、「7. 平和と安全・安

心社会の実現」、「8. SDGs 実施推進の体制と手段」）を柱として、既存の政策を組み合わせること

を想定していると考えられる。ただし、基本的には「開発協力大綱」が前提とする「平和で豊かな日

本」をより豊かにするアプローチであり、日本の強みの要素を肯定的にとらえて、それを活用してグ

ローバルなレベルでの SDGs の達成に貢献するという建設的な発想であり、既存の優れた政策を

さらに前進させることが目標とされていると考えられる。 

 

7.1.2. 日本国内に残されている SDGs に関わる課題の例 

ただし、そこでは、先に述べた SDG Index and Dashboards Global Report41で指摘された「SDG1

（貧困）、SDG5（ジェンダー）、SDG7（エネルギー）、SDG13（気候変動）、SDG14（海洋資源）、

SDG15（陸上資源）、SDG17（実施手段）の 7 つのゴールについては達成の度合いが低い」などの

日本の弱みについての対処は言及されていない。 

既に述べたとおり、外務省（2017）42は、「2030 アジェンダ」について、「開発途上国の開発に関

 
40 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
41 Jeffrey Sachs他 (2016) SDG Index and Dashboards - Global Report. New York: Bertelsmann Stiftung and
 Sustainable Development Solutions Network. (SDSN)（2019年 2月 8 日アクセス）＜http://www.sdgindex.org/re
ports/2016/＞ 
42 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。（2018年 11月 26 日アクセス）＜https://www.
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する課題にとどまらず、世界全体の経済、社会及び環境の三側面を、不可分のものとして調和させ

る統合的取組」として作成された「先進国と開発途上国がともに取り組むべき国際社会全体の普遍

的な目標」であり、「国際協力への取組を一層加速していくことに加え、国内における経済、社会、

環境の分野での課題にも、またこれらの分野を横断する課題にも、国内問題として取組を強化する

のみならず、国際社会全体の課題としても取り組む」ことが必要であると述べている。そのため、本

来の日本の SDGs は、「日本の強みを活かす」という積極的な意味合いの施策の他に、「日本の弱

みを克服する」という側面も含まれていることが望ましい。 

なお、このような視点に基づいて SDGs を日本の持続可能な開発に直結させて具体的な政策を

展開し、様々な課題を根本的に解消して名実ともに世界に範を示すことを目指すという文脈での

日本の SDGs に関連する施策は既に存在しており、その一例として、「ジャパン SDGs アワード」43

を挙げることができる。JAPAN SDGs Action Platform のウェブサイトには、ジャパン SDGs アワード

についての解説があり、そこでは、持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた企業・団体等の取

組を促し、オールジャパンの取組を推進するために、2017 年 6 月の第 3 回 SDGs 推進本部にお

いて創設が決定されたこと、また、SDGs 達成に資する優れた取組を行っている企業・団体等を

SDGs 推進本部として表彰するもので、NGO・NPO、有識者、民間セクター、国際機関等の広範な

関係者が集まる SDGs推進円卓会議構成員から成る選考委員会の意見を踏まえて決定されること

が説明されている。例えば、「第 1回ジャパン SDGs アワード」を受賞した人口約 3,400 人の北海道

下川町は、「小規模過疎地域かつ少子高齢化が顕著」な「課題先進地域」とされており、「下川町

自治基本条例」に「持続可能な地域社会の実現」を位置付け、持続可能な森林経営を中心に、

「森林総合産業の構築（経済）」、「地域エネルギー自給と低炭素化（環境）」、「超高齢化対応社会

の創造（社会）」に、統合的に取り組んでいる。「本アワードの評価基準」のうち「普遍性」の項目で

は、「小規模自治体や国内における地方創生モデルになり得る」と説明されており、下川町の取組

が、上で述べた「日本の弱みを克服する」という側面でのモデルケースとして位置付けられているこ

とがわかる。 

  

 
mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000252818.pdf＞ 
43 JAPAN SDGs Action Platform 「ジャパン SDGsアワード」ウェブサイト参照。（2018年 11月 26 日アクセス）＜

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/index.html＞ 
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7.2. STI for SDGs と「研究助成」に関する概念整理 

ここで、以下の分析における重要な前提条件としての STI for SDGs と「研究助成」との関係性に

関する考え方について、関連事項を整理しておく。 

 

7.2.1. STI と STI-P の概念の整理 

まず、本稿でのイノベーションの意味を確認する。ここでは、イノベーションの概念を、「創造的破

壊」という言葉が意味するような、“イノベーションに伴う破壊によってある程度の価値の減少が起こ

るものの、同時に起こる価値の創造によって価値の減少分が相殺され、更にイノベーションの前と

比べて、社会全体の集計価値が増える現象”であると考える。したがって、「科学技術イノベーショ

ン」（以下、STI と表記）は、イノベーションのうち、科学技術を活用して実現されるイノベーションで

あり、さらに、「STI for SDGs」という場合には、SDGs の実現のために活用される STI という意味で

あると考えられる。 

また、本稿の以下の分析では、日本の社会システムのうちイノベーションを引き起こす機能に関

わる部分を「ナショナル・イノベーション・システム」44（以下、NIS と表記）と呼ぶことにする。さらに、

本稿の以下の分析における STI-P とは、NIS の中で政策手段を使って要素に働きかけてイノベー

ションを引き起こし、社会を豊かにしようとする政策であると考える。この時の「豊かさ」とは、人々が

消費活動を通して感じる満足感や効用を社会全体で集計した値であると考える。また、ここでの物

事の「価値」は、それを消費した人が感じる満足感や効用の大きさであると考える。したがって、ここ

での STI-P は、人々が消費活動を通して個人単位で感じる満足感や効用を大きくすることで社会

全体の集計効用の値を大きくして、社会をより豊かにしようとする政策であると考えられる。 

 

7.2.2. STI-P と研究開発 

続いて、STI-P と研究開発との関係性について考える。まず STI-P には、各種の規制、税制、政

策金融等の多様な政策手段がある。次に本稿における研究開発は、知財や知識を構成する「新し

い科学的な情報」を生産する行為であると考える。また、ここでの「新しい科学的な情報」は、再現

性や普遍性が保証された科学的事実認識を形成するために役立つ情報であり、科学的な研究を

科学的な価値観に照らして適切に遂行する能力を備えた研究者が中心になって行う研究活動か

ら生産される。 

なお、科学的な研究成果としての「新しい科学的な情報」の価値は、例えば、科学的な説明力、

特定の分野の学術的な発展への貢献、市場での交換価値など、どのような価値の尺度を設定する

 
44 これに類似する概念は、例えば、Richard R. Nelson (1993) National Innovation Systems, Oxford University P
ress.で紹介されているが、ここでは、「イノベーションの創出に関わる社会の中の仕組み」程度の曖昧な意味で使用して

いる。 
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かによって、同じ情報の価値でも異なる大きさの水準を示す。したがって、例えば、学問的にはそ

れほど高く評価されない研究成果であっても、その研究成果が優れた科学的な説明力を発揮して

おり、かつ、市場で高い交換価値の評価を受けるならば、その研究成果を産出した研究者は、大

きな貨幣収入を手にする可能性があり、逆に、学問的に優れている研究者であっても、調達できる

資金や所得が必ずしも多いとは限らない、という状況が発生し得る。 

このように、現実の世界の中では、研究成果の市場での交換価値の水準と、他の様々な価値の

水準とが必ずしも一致しないことから、研究成果を市場に供給して対価を得ることで貨幣を獲得す

るだけでは、研究者が持続的に研究活動を遂行するために必要な研究費を確保したり、生計を維

持したりするために必要十分な規模の資金を必要な時に調達したりすることが難しい場合が発生し

得る。このことから、研究活動の成果は、市場での取引に任せるだけでは望ましい水準の研究成

果が市場に供給されない公共財のような性質を持ち、研究成果の適切な質と量を確保するために

は、政府が何らかの公共政策によって補助しなければならない性質の財であることがわかる。 

研究助成には、産業化や社会的課題解決などの個別具体的な目的を有するものから、研究者

の知的好奇心に応じて行われる研究活動に対して支援を行うことを目的としたもの、この中間的な

目的を有するものまで様々なものがある。特に、科学研究費補助金のように、研究者の知的好奇

心や自発的な課題設定を支援するような研究助成制度は、研究成果の価値の多様性を重視して

いる。このような STI の促進を前提とする社会においては、研究開発の持続可能性を保障し、社会

に有益な研究成果が持続的かつ安定的に産出され、必要十分な科学的知見が蓄積される環境を

整え NIS の機能の持続可能性を確保することが重要である。日本では、このような「STI の促進」と

いう目的のもとに、STI-P の一環として「研究助成」が行われると考えることができる。 

 

7.2.3. STI for SDGs の文脈で重要な研究助成 

次に、SDGs のための科学技術イノベーション、つまり、STI for SDGs について検討する。 

日本において、「研究助成」が、STI を促進するための STI-P において重要な役割を果たしてい

ることは既に述べた。従って、STI for SDGs に関わる本稿の考察において重要な「研究助成」とは、

政府が既存の STI-P の一環である研究助成のチャネルを使って何らかの資源分配を行うことで、

STI for SDGs の文脈で重要な研究成果を産出すると期待される研究活動を助成することであると

考えることができる。 

巻末の補論で検討するとおり、SDGs は、既存の様々な政策を通して STI-P とつながっている。

しかし、SDGs は我が国の STI-P とは全く独立に、国外で形成された外生的な政策目標である。そ

のため、既存の研究助成のチャネルを使って STI for SDGs を活性化するためには、既存の一つ

一つの研究助成の項目と一つ一つの SDGs の目標やターゲット、或いは STI for SDGs とを結びつ

けて整理し直し、研究助成の活性を調整したり、各 STI-P の政策オプションの有機的な結びつきを
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組み替えたりして、STI for SDGs が効率的に行われるよう条件を整える作業が必要と考えられる。 

例えば、ここでは、仮に、ボトムアップ型の「科研費」の中から、日本の STI for SDGs の推進に貢

献しそうなテーマを SDGs の目標ごとに幾つか列挙することを考えてみる。このような作業を行うと

すれば、数多くの「科研費」の研究テーマについて、SDGs や STI for SDGs との関連性を評価して

比較し、望ましいものを選び、その研究を政策の意図に合わせてどのように発展させるのかを検討

する作業等が必要となる。平成 30 年度の「科研費」の採択件数（新規＋継続）は 7万 5千件以上

45あり、一つずつの研究テーマを SDGs の各目標やターゲットと関連づけ、関連性の強さに従って

順位をつけて、それに従って何らかのテーマを抽出する、というような作業を完了するためには膨

大な作業が必要なことは想像に難くない。 

本稿では、ここで述べた SDGs に関連性の高い研究テーマを評価して選定するといった一連の

作業のうち、既存の研究助成の施策と SDGs の各目標とを関連づける作業に注目し、この作業を

EBPM の考え方に照らして適切に行えるようにするにはどうすればよいかを考える。 

  

 
45 「『科学研究費』の応募件数、採択件数、採択率の推移」（2019年 9月 20 日アクセス）＜https://www.jsps.go.jp/j-g
rantsinaid/27_kdata/data/2-1/2-1_h30.pdf＞ 
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8. 日本の国内の施策と SDGs との関連づけの例 
8.1. 日本のマクロレベルの政策における SDGs の位置づけの例 

8.1.1. 「SDGs アクションプラン 2019」の概要 

さて、2018 年 12 月に SDGs推進本部が決定した「SDGs アクションプラン 2019」では、豊かで活

力のある「誰一人取り残さない」社会を実現するため、「人間の安全保障」の理念に基づき、世界の

「国づくり」と「人づくり」に貢献していくことを謳っている。「アクションプラン 2019」では、「I. SDGs と

連動する『Society 5.0』の推進」、「II. SDGs を原動力とした地方創生、強靭かつ環境に優しい魅力

的なまちづくり」、「III. SDGs の担い手として次世代・女性のエンパワーメント」の 3 本柱を中核とす

る日本の「SDGsモデル」に基づき、「SDGs実施指針」46における 8 つの優先分野に総力を挙げて

取り組むため、2019 年におけるより具体化・拡大された政府の取組を盛り込んだ、と説明している。

ここで述べられている「8 つの優先分野」とは、既に述べた「日本として特に注力すべきものを示す

べく、日本の文脈に即して再構成した」8 つの「優先課題」としての「1.あらゆる人々の活躍の推進」、

「2.健康・長寿の達成」、「3.成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション」、「4.持続可

能で強靭な国土と質の高いインフラの整備」、「5.省・再生可能エネルギー、気候変動対策、循環

型社会」、「6.生物多様性、森林、海洋等の環境の保全」、「7.平和と安全・安心社会の実現」、

「8.SDGs実施推進の体制と手段」であると考えられる。よって、これらは、既に述べたとおり、「SDGs

実施指針」においては、「世界全体における達成に向け、日本として国際協力面で取り組むべき課

題」とされている点に留意する必要があると考えられる。即ち、「SDGs アクションプラン 2019」は、既

に述べたように、基本認識として、日本の SDGs の達成水準は世界の他の国や地域と比べて高い

水準にあり、それを背景に、「他の先進国に先駆けて持続可能な経済、社会づくりに向けて日本が

示す新たな『日本型モデル』と呼ぶべきメカニズム」としての「成長と分配の好循環」と「一億総活躍

社会」を目指すことで、他の国や地域に転用可能な「経験の蓄積」を重ね、パターナリスティックな

「開発協力」などのチャネルを通して他の国や地域における SDGs の達成のための取組に活かし、

日本が世界の SDGs の達成に貢献するという従来の SDGs に対する基本姿勢を踏襲していると考

えられる。実際、「SDGs アクションプラン 2019」の「展開とフォローアップ」で、「日本の SDGs モデ

ルを、東南アジア・アフリカを重点地域としつつ、国際社会に展開していく」と述べていることからも、

日本の強みを活かし諸外国の SDGs の達成を支援する「開発協力」を広く世界に展開することが念

頭にあると考えられる。 

また、この「開発協力」主体のコンセプトは、「SDGs アクションプラン 2019」の「SDGs 達成のため

の科学技術イノベーション（STI for SDGs）の推進」における「STI for SDGs プラットフォーム」の概

念図にも表れている。日本の NIS を構成する「SDGs推進に貢献しうる STI ソリューションを持つ我

 
46 外務省（2017）「日本持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」参照。＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdg
s/pdf/000252818.pdf＞ 
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が国のアクター」を「サプライサイド」、「SDGs 達成に向け課題を抱えた世界各地のアクター」を「デ

マンドサイド」に位置づけ、「我が国の科学技術イノベーション等を国際的に展開し、世界の SDGs

の達成に貢献すべく、国内外のニーズとのマッチングを図る『STI for SDGs プラットフォーム』の構

築に向けた準備を進める」と述べている。 

 

図 5：「SDGs 達成のための科学技術イノベーション（STI for SDGs）の推進」における

「STI for SDGs プラットフォーム」の概念図 

 
「SDGs アクションプラン 2019」より転載 

 

8.1.2. 「SDGs アクションプラン 2019」における研究助成の位置づけ 

「SDGs アクションプラン 2019」の「SDGs達成のための科学技術イノベーション（STI for SDGs）の

推進」は、「優先課題」のうち「成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション」の項目の

一つとして掲げられている。そこでは、「『統合イノベーション戦略』（2018 年 6 月閣議決定）にて STI 

for SDGs の推進を明記、また統合イノベーション戦略推進会議の下に『STI for SDGs タスクフォー

ス』を新設」することが述べられており、「（1）ロードマップの策定のための Guiding Principles 作成」、

「（2）ロードマップの策定」、「（3）プラットフォームの構築」、「（4）政府計画・戦略への反映」の取組

を推進すると説明している。 

このうち、「（2）ロードマップの策定」では、「基礎研究と社会変革を結びつけるための高い目標を

掲げた『ムーンショット型研究開発』等 SDGs 貢献に資する研究開発制度を含めた、包括的な『STI 

for SDGs ロードマップ』の策定を進める」と述べており、SDGs に関わる諸課題を解消するための社

会変革と基礎研究を結びつける研究開発の推進が重要であることが述べられている。この背景に

ある「個別の研究テーマから生み出される諸々の技術に依存する Technology Driven のシーズ指

向的なイノベーションの追究よりも、Theme Oriented のニーズ指向的な研究開発体制の構築を目
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指す考え方」は、「SDGs アクションプラン 2019」全体を通して貫かれており、自律的に発展している

個別の研究活動や技術と様々な社会変革に関わる課題を関連づけする作業が必要であることが

示唆されていると言える。この部分から、日本の研究助成の STI-P と STI for SDGs の結びつきの

一端を読み取ることができる。 

 

8.2. 個別の施策と SDGs との人力による関連づけの例としての「SDGs 起点型」と「事例

起点型」の関連づけ 

SDGs の各目標と個別の研究開発などの事例とを関連づけする場合、A) SDGs の各目標から出

発して関連性の高い個別の事例から順に関連づけしていく「SDGs 起点型」の関連づけの方法と、

B) 個別の事例から出発して SDGs の各目標との関りを見つける「事例起点型」の関連づけの方法

が考えられる。 

 

8.2.1. 「SDGs 起点型」の例としての国連の「持続可能な開発目標（SDGs）―事実と数字」 

前者の A)「SDGs 起点型」の関連づけの例としては、国際連合広報センターのウェブサイトに掲

載されている「持続可能な開発目標（SDGs）― 事実と数字」47が挙げられる。 

 

表 2:「SDGs起点型」の関連づけの例 

「持続可能な開発目標（SDGs）― 事実と数字」プレスリリース 18-092-J 2018 年 12 月 24 日 
l このページは、国連本部のウェブページ（About the Sustainable Development Goals［別窓］）に掲載され

ている 17 の目標ごとの「事実と数字（Facts and Figures）」を日本語訳し、まとめたものです。【2018 年 12
月現在】 

 
目標 1：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

n 1 日 1 ドル 90 セントという国際貧困ライン未満で暮らす人々は、7億 8,300万人に上ります。 
n 2016 年の時点で、全世界の労働者のほぼ 10%は 1 日 1 人 1 ドル 90 セント未満の所得で家族と暮

らしています。 
n 全世界の 25歳から 34歳の年齢層で、極度の貧困の中で暮らす人々は、男性 100 人当たり女性 122

人となっています。 
n 極度の貧困の中で暮らす人々のほとんどが 2 つの地域に集中しています。南アジアとサハラ以南ア

フリカです。 
n 脆弱で紛争の影響を受ける小さな国々では、貧困率がしばしば高くなっています。 
n 全世界で 5歳未満の子どもの 4 人に 1 人が、年齢に見合う身長に達していません。 
n 2016 年の時点で、少なくとも 1 件の社会保障現金給付を実効的に受給できる人々は、世界人口の

わずか 45%にとどまっています。 
n 2017 年には、米国とカリブ海を襲った 3 つの大型ハリケーンによるものを含め、災害による経済的損

失が 3,000億ドルを超えたものと見られています。 

国際連合広報センター・ウェブサイト「持続可能な開発目標（SDGs）― 事実と数字」より抜粋 

  

 
47 国際連合広報センター・ウェブサイト「持続可能な開発目標（SDGs）― 事実と数字」（2019年 1月 7 日アクセス）

を参照。＜http://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/31591/＞ 
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例えば、「目標 1：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ」という SDGs の目標に

対して、関連性が強いと国際連合が判断した事例として、「1 日 1 ドル 90 セントという国際貧困ライ

ン未満で暮らす人々は、7億 8,300万人」などの具体的な事例が挙げられている。「SDGs起点型」

の関連づけは、ある複数の事例の集団の中から、SDGs のある 1 つの目標に対して特に関連性の

強い事例を比較して選択しているために、例えば、政策担当者が複数の事例の中から重点的に施

策を講じたい事例を選ぶ時に、「事例起点型」の関連づけではできない客観的な順位付けに基づ

く絞り込みを行い得るという特徴を持つ。他方、SDGs のある目標との関連性を比較したい事例の

数が膨大である場合には、例えば、関連づけしたい SDGs の目標と個別の事例との関連性を、他

の事例と比較可能な形で評価し、関連性に基づいて順序付けして、優先順位の高いものから選択

する、という一連の作業を遂行するために、膨大な労力が必要となる。そのため、作業に投入でき

る時間や労力に限りがある状況では、SDGs の各目標から出発して膨大な数の事例と関連づけし

て比較するという作業の全てを人の労力のみに頼って手作業で行おうとすると、実務上、実行する

ことが困難と判断される場合もあり得ると考えられる。 

 

8.2.2. 「事例起点型」の例としての「ジャパン SDGs アワード」 

他方、後者の B)「事例起点型」の関連づけの例としては、上で述べた「ジャパン SDGs アワード」

を挙げることができる。例えば、「第 1 回ジャパン SDGs アワード」で「本部長賞」を受賞した北海道

下川町の事例では、「超高齢化対応社会創造（一の橋バイオビレッジ）」の構成要素である「障害

者支援施設」、「熱供給施設」、「特用林産物栽培研究所」、「集合住宅」などの構成要素の事業ご

とに、特に関連性が強いと考えられる SDGs の目標が表示されている。「事例起点型」の関連づけ

の利点として、個別の事例の性質を吟味して SDGs の各目標との関連性を判断できることから、各

事例と SDGs の各目標の関連性を正確に判断することができることを挙げることができる。ただし、

他方で、「事例起点型」の関連づけは、個別の関連づけの作業の際に、関連性の強さを他の事例

と比較していないため、例えば、ある 1 つの SDGs の目標から出発して「事例起点型」で行われた

関連づけを逆に辿り、関連づけされている複数の事例を比較して関連性の強い事例を順位付けし

て選ぶ、というような、「事例起点型」による関連づけの結果の「SDGs 起点型」の関連づけへの転

用が難しい、という側面があると考えられる。 
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図 6：「事例起点型」の関連づけの例 

 

「第 1回『ジャパン SDGs アワード』受賞団体」のうち「北海道下川町」の図を転載。 

 

8.3. SDGs と科学技術イノベーション政策の政策項目との関連づけの既存事例 

8.3.1. 「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策」における政策項目と

SDGs との関連づけの例 

次に、日本の政策の現場で実際に行われている政策項目と SDGs の各目標との関係付けの作

業の例を紹介する。日本の「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」が公表している「持続可能な

開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策（付表）」48には、SDGs の各ターゲットと関係省庁

の具体的な関連づけの結果が表示されている。この表で表現されている関係付けの作業は、①細

分類の各省庁の政策項目ごとに、関係する SDGs のターゲットを優先順位の高いものから幾つか

表示する、②中分類の政策課題を SDGs の各目標との関連性を評価し、中分類の政策課題を各

目標のもとに振り分ける、③中分類の政策課題のもとに細分類の各省庁の政策項目を配列する、

④細分類の政策課題ごとに①のターゲットの番号を表示し、各ターゲットが属している SDGs の各

 
48 首相官邸「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」ウェブサイト「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」（2019
年 2月 12 日アクセス）＜http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/＞ 
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目標の番号のもとに細分類の政策課題を集めて関係づける、⑤SDGs の各目標と関係の深い別の

SDGs の目標を「特に関係が深いと思われる SDGs」として表示する、というプロセスであったと推察

される。このうち②の作業は、SDGs の各目標と中分類の政策課題を SDGs の側から関連づける

「SDGs 起点型」の関連づけであると考えられるものの、既存の細分類の政策項目は、各政策項目

の側から SDGs の各目標にさかのぼって関係づける「事例起点型」の関係付けが行われていると考

えられる。 

 

表 3：「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策（付表）」（一部） 

 
首相官邸「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」ウェブサイトの「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」に掲載されている

「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策（付表）」の一部を抜粋。 

 

8.3.2. 「政府による SDGs を推進するための取組一覧」における各政策課題と SDGs との

関連づけの例 

また、上述の「SDGs アクションプラン 2019」では、「政府による SDGs を推進するための取組一

覧」として、「SDGs実施指針」の 8分野から SDGs の各目標にさかのぼって、各実施指針の下に位

置付けられている政策課題と、各実施指針と関連性の高い目標とが、各実施指針による集計を介

して間接的に関係づけられている。ここでの SDGs の各目標と SDGs 実施指針の各項目との関係

付けも、「事例起点型」であることを読み取ることができる。 
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図 7：「SDGsアクションプラン 2019」における SDGs と各政策課題と関係付け 

 
「SDGs アクションプラン 2019」より抜粋。 

 

8.3.3. 「SDGs 起点型」による日本の各政策項目と SDGs との関連づけの難しさ 

これらの例からもわかるとおり、SDGs の各目標から細分類の政策項目に直接関係づける「SDGs

起点型」の関係付けの作業は、膨大な数の政策項目と SDGs の各目標や各ターゲットとの関連性

の強さを、相互に比較しながら一律の評価基準に従って評価して政策項目に順位付けして並べる

ことに困難を伴うと考えられる。こうした事情からか、政策の実務の現場では、SDGs の各目標や各

ターゲットと限られた少ない分類数の政策項目とを「SDGs起点型」で関連づけることはあっても、例

えば数千件、数万件単位での膨大な数の細分類のデータなどを人力のみに頼って SDGs と関連

づける場合については、相互の比較による関連性の強さの順位付けを行わないまま、政策項目の

側から SDGs の各目標や各ターゲットにさかのぼって関係付けを行い、その結果を集計して分析

する「事例起点型」の関係付けに頼らざるを得ないのが現状であると考えられる。 
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8.3.4. 「日本の SDGs 達成に資する政府の計画等一覧」 

続いて、図 9 は、平成 30 年 4 月に行われた「科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技

術・イノベーション会議有識者議員との会合」の配布資料の内、「SDGs 達成に資する政府の計画

等一覧」を転載したものである。 

ここでは、日本政府の各種の計画ごとに、SDGs の各項目と 3 段階評価での関連づけが行われ

ている。この表では、政策項目の側から SDGs の各項目を見て、関連性を 3 段階で評価した結果

を一覧表に整理して列挙した「事例起点型」の関連づけ作業の例であるとともに、SDGs の目標か

ら見て関連度の高い政策項目を探すことができる点で「SDGs起点型」の関連づけの要素も併せ持

つ表であると言える。 

 

図 8：日本の SDGs 達成に資する政府の計画等一覧 

 
「科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識者議員との会合」（平成 30 年 4 月 26 日）資料 2-
2 を転載。（2019 年 3 月 6 日アクセス）＜https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180426.html＞ 
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8.3.5. 「SDGs 達成に資するシーズのラインアップ」における各シーズ項目と SDGs との

関連づけ 

また、図 10 は、「科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識

者議員との会合」の配布資料の内、「SDGs 達成に資するシーズのラインアップ」の一部を転載した

ものである。ここでも、シーズと SDGs の各項目との関連づけは、シーズの側から SDGs の各項目を

見て 3段階で評価した関連性の強さをシーズごとに表示して整理して列挙しており、シーズの側か

ら SDGs の項目に向けて関連性を考える「事例起点型」の関連づけであるとともに、SDGs の側から

見て関連性の高いシーズを読み取ることができる点で、「SDGs 起点型」の関連づけにも対応して

いる表であることがわかる。 

 

図 9：日本の SDGs 達成に資するシーズのラインアップ 

 
「科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識者議員との会合」（平成 30 年 4 月 26 日）資料 2-
3 の一部を転載。（2019 年 3 月 6 日アクセス）＜https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180426.html＞ 

 

したがって、日本の SDGs に関わる政策の現場では、例えば、SDG Index and Dashboards - 

Global Report で評価が低い SDG14 の評価を向上させ得る重要な政策項目を、多様な政策項目

から関連性の強さに従って抽出する場合、SDGs14 側から個別の政策項目やシーズとの関連性を

評価して関連性の高いものを選択できる「SDGs 起点型」の関連づけが、ある程度の粒度で実現さ

れている様子を読み取ることができる。 
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8.4. SDGs と個別の研究テーマとの関連づけの例 

8.4.1. 東京大学「未来社会協創推進本部登録プロジェクト」 

続いて、SDGs の各目標と具体的な個別の研究プロジェクトを関連づけた日本の事例を紹介す

る。東京大学の「未来社会協創推進本部登録プロジェクト」は、「SDGs の 17 目標に基づき、東京

大学の多様な活動を可視化・発信することにより、シナジーと社会的価値の創出に繋げるための仕

組み」としてウェブサイト49に掲載されており、2019 年 3 月 13 日現在の登録数は 189 プロジェクトで

ある。「未来社会協創推進本部」は、「東京大学憲章に示した『世界の公共性に奉仕する大学』とし

ての使命を踏まえ、地球と人類社会の未来への貢献に向けた協創を効果的に推進すること」を目

的として、2017 年 7 月、東京大学総長を本部長として設置された。そこでは、個別の登録プロジェ

クトと SDGs の各目標が直接関連づけされ、登録プロジェクトごとに関連性の強い SDGs の目標が

表示されている。 

例えば、上述の「登録プロジェクト」のうち「海洋資源・海洋再生可能エネルギー・海洋空間の利

用促進に関する研究」は、「これまで培ってきた海洋工学・海洋観測技術を基盤として、海底の資

源探査のための海中ビークルの位置及び海底地形の高精度音響計測システムの開発、波力・潮

流を利用する地産地消型海洋エネルギー開発や洋上風力を利用する大規模な海洋エネルギー

開発に取り組む」研究プロジェクトであり、SDGs の目標のうち「14：海の豊かさを守ろう」と関連づけ

られている。 

また、「東京大学統合報告書 2018」50は、個別の「登録プロジェクト」が複数の SDGs の目標に関

連していることに注目し、一本一本の色とりどりの線で個別のプロジェクトを示し、プロジェクトが関

連するゴールと結びついている様子を示した図（図 11）を掲載している。この図は、SDGs の各目標

が、「登録プロジェクト」を通して相互に結びつけられている様子をあらわす方法の一例として注目

に値すると言える。 

更に、東京大学の「未来社会共創推進本部登録プロジェクト」のウェブサイトでは、閲覧者が

SDGs の各目標のアイコンをクリックすると、関連する「登録プロジェクト」が表示され、逆に、キーワ

ード検索などで個別の「登録プロジェクト」を見つけて表示すると、そのプロジェクトに関連する

SDGs の目標が表示される。その意味では、閲覧者の視点からは、「SDGs 起点型」と「事例起点型」

の関連づけの両方がある程度実現されていると考えることができる。 

  

 
49 東京大学「未来社会協創推進本部」ウェブサイト「登録プロジェクト一覧」（2019年 3月 28 日アクセス）＜https://
www.u-tokyo.ac.jp/adm/fsi/ja/index.html＞ 
50 東京大学（2019）「統合報告書 2018 ~Integrated Report × Institutional Research~」（2019年 3月 28 日アクセ

ス）＜https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/public-relations/IRIR.html＞ 
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図 10：東京大学の「未来社会協創推進本部登録プロジェクト」の概念図の一例 

 
「東京大学統合報告書 2018」より「共通の目標として SDGs を活用」の図を抜粋 

 

ただし、ここでは、SDGs の目標から個別の「登録プロジェクト」の方向へ関連づけを行う際、個別

の「登録プロジェクト」の間では関連性の強弱の評価がわからないため、SDGs の各目標に対して

関連性の高い順に「登録プロジェクト」を表示する、といった SDGs の各目標と「登録プロジェクト」の

関連性の強弱の順位付けができない。そのため、ここで公表されている SDGs の目標と「登録プロ

ジェクト」との関連づけの情報に関しては、SDGs の各目標との関連性の強弱に基づいて「登録プロ

ジェクト」に順位付けをする「SDGs 起点型」の関連づけの用途に対しては、機能に限界があること

がわかる。 
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8.4.2. JST「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた産学官 NGO 等の取り組み事例」

における JAMSTEC「BISMaL」 

また、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の STI for SDGs タスクチーム事務局が 2018

年に公表した「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた産学官 NGO 等の取り組み事例」は、

SDGs の達成に貢献しうる SDGs の目標ごとに関連する日本の取組事例を列挙して紹介している。 

 

図 11：「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた産学官 NGO 等の取り組み事例」の

一例 

 
国立研究開発法人科学技術振興機構 STI for SDGs タスクチーム事務局（2018）「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた

産学官 NGO 等の取組事例」より転載。 

 

例えば、SDGs14「海の豊かさを守ろう」の部分では、海洋生物に関する情報システムとして、国

立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）が構築した海洋の生物多様性情報、特に生物

地理情報を扱うデータシステムである“BISMaL”(Biological Information System for Marine Life)が

紹介されている。BISMaL のウェブサイトでは、「BISMaL構築の背景」として、「日本周辺の海洋生

物の情報を収集・公開し、海洋生物多様性の理解に貢献するための基盤システムとして、BISMaL

の構築・整備を進め、2009 年 5 月にその外部公開が開始されました」と説明していることから、その

構築段階では、SDGs14 が考慮されていたわけではないことが読み取れる。その意味で、ここで示

されている SDGs14 と BISMaL との関連づけは、研究プロジェクトを推進する JAMSTEC の立場か

ら見れば、個別の研究活動から出発して関連性の高い SDGs を探す「事例起点型」の関連づけに
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なると考えられるものの、この報告書を作成した JST の見地からは、SDGs14 に関連の深い研究活

動を探索して一定の評価基準に基づいて優先順位をつけて選定した事例を示してあるという意味

で、「SDGs起点型」の関連づけの例であると考えることができる。 

 

図 12：BISMaL (Biological Information System for Marine Life)のウェブサイト掲載図の

一例 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構“BISMaL”(Biological Information System for Marine Life)ウェブサイト（2019 年 4 月 4
日アクセス）＜http://www.godac.jamstec.go.jp/bismal/j/about.html＞より転載 
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参考 1： SDGs と政策項目の関連づけの海外事例：アイルランド 
海外では、SDGs と国内の政策項目とをどのように結びつけているのであろうか。ここでは、

National Implementation Plan 201851において、SDGs と国内の政策を結びつけて SDGs に沿った

政策のシステムを構築し、SDGs の達成を目指そうとしているアイルランドの事例を紹介する。 

 

参考 1.1.： 日本とアイルランドにおける SDGs の評価の例の比較 

 

図 13：アイルランドと日本の SDGs の評価の例 

   
Jeffrey Sachs他（2018, pp.248-249）SDG Index and Dashboards -Global Report 2018: GLOBAL RESPONSIBILITIES IMP
LEMENTING THE GOALS より抜粋。（2019 年 2 月 8 日アクセス）＜https://www.dropbox.com/s/gy2zmh9065v0mr5/SDG_Inde
x_Dashboard_full.pdf?dl=0＞ 

 

図 14 は、上述の SDG Index and Dashboards Global Report 2018 から、アイルランドと日本の

SDGs の評価を表示した図表の一部を抜粋して掲載している。これによると、アイルランドと日本で

は、それぞれに強みや課題の分布に違いがあることを読み取ることができる。一方、SDGs の総合

評価については、このレポートの評価対象 156 か国の中で、アイルランドは 18位、日本は 15位で

あり、互いに評価水準が近いことがわかる。  

 
51 Ireland Department of Communications, Climate Action and Environment（2018）National Implementatio
n Plan 2018 – 2020 より抜粋。（2019年 3月 7 日アクセス）＜https://www.dccae.gov.ie/en-ie/environment/topics/s
ustainable-development/sustainable-development-goals/Pages/National-Implementation-Plan-2018---2020.aspx＞ 
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参考 1.2.： アイルランド政府の SDGs の取扱い方 

そこで、以下では、アイルランド政府の Department of Communication, Climate Action & 

Environment が作成した The Sustainable Development Goals National Implementation Plan 2018-

2020（以下、INIP 2018-2020 と表記。）を参考にしながら、アイルランド政府の SDGs に関わる取組

の概要と、そこで行われている SDGs の各項目と個別の政策との関連づけの方法の例を紹介する。 

INIP 2018-2020 によると、EU は、国連が設定した SDGs の 230 の管理指標に加えて、EU 加盟

国に特に関連性の強い 100 の指標を追加した52。そして、アイルランドは、EU の加盟国として、EU

が行った SDGs の推進の関するコミットメントを支持し、EU レベルで信頼できる SDGs の報告とレビ

ューが行われるように、The European Commission や他の加盟国と協働する旨を述べている53。更

に、アイルランドは、SDGs の推進にコミットメントしている EU に所属する、世界で最も優れた環境

保護の法と行政のフレームワークを擁する EU 加盟諸国の一員であり、貧困削減や人権の先進国

であり、SDGs の適用に関する国連の政府間協議で共同議長に選出された経緯もあり、SDGs の国

内での実現と、国際連携に基づくグローバル・レベルでの SDGs の実現の支援との両面において、

良い条件に置かれている、と述べている54。また、INIP 2018-2020 は、アイルランドの SDGs達成に

向けた取り組みについて、政府を挙げて取り組む“a ‘whole-of-government’ approach”を採ること、

そして SDGs をあらゆる政策分野で主要課題とすることを述べており、新しい政策の策定とレビュー

の際には SDGs が考慮される、と説明している55。 

  

 
52 “The UN has agreed a list of more than 230 indicators to track the SDGs, and the European Union (the EU) has 
also produced its own additional list of 100 indicators which are particularly relevant to EU Member States.” (INIP 
2018-2020, p.9) 
53 “As an EU Member State, Ireland strongly welcomes this EU commitment, and will continue to work with the 
European Commission and other Member States to ensure that robust SDG reporting and review arrangement are 
put in place at the EU level.” (INIP 2018-2020, p.29) 
54 “As an EU Member State, Ireland operates within one of the most well developed environmental legal and policy 
frameworks in the world, and the EU’s treaties reflect the Union’s and its Member States’ commitment to achieving 
sustainable economic growth, gender equality, social cohesion, and sustainable development. 
Ireland is also recognized as a global advocate for poverty reduction, human rights and the rule of law, and has a 
proud record of involvement with international peacekeeping, development, and humanitarian assistance. This 
recognition is among the reasons Ireland was selected to co-chair the intergovernmental negotiation which led to 
the UN adopting the SDGs. 
Therefore Ireland is well placed to both achieve the SDGs at home and to support their achievement globally.” 
(INIP 2018-2020, p.12) 
55 “To meet the ambition of achieving the SDGs by 2030, Ireland is adopting a ‘whole-of-government’ approach, 
which means that every Government will have a role in implementing the Goals, together with state agencies and 
local authorities. [中略] Government will also be mainstreaming the SDGs across all policy areas. This means that 
new policies will reflect Ireland’s commitment under the SDGs, and that when policies are reviewed the SDGs will 
be taken into consideration.” (INIP 2018-2020, p.16) 
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参考 1.3.： アイルランドにおける国内政策と SDGs との関連づけの実際 

さて、上述のような SDGs の推進体制を持つアイルランドでは、SDGs に対して既存の国内政策

を関連づけてマッピングする作業が、SDGs を政策の主要課題にしていくプロセスの中で重要な最

初のステップであると述べている56。 

 

図 14：アイルランドにおける SDGs と政策項目との関連づけの例 

 
Ireland Department of Communications, Climate Action and Environment（2018）National Implementation Plan 2018 – 202
0 より抜粋。（2019 年 3 月 7 日アクセス）＜https://www.dccae.gov.ie/en-ie/environment/topics/sustainable-development/sustainable-
development-goals/Pages/National-Implementation-Plan-2018---2020.aspx＞ 

 

図 15 は、この政策のマッピング作業の結果の一部として挙げられている“SDG Policy Map”57の

一部を抜粋して掲載したものである。例えば、SDG Index and Dashboards Global Report 2018 で日

本の SDGs における課題の一つとして挙げられている“SDGs14：Conserve and sustainably use the 

oceans, seas and marine resources for sustainable development”のうち、“14.1 By 2025, Prevent and 

significantly reduce marine pollution of all kinds, in particular from land-based activities, including 

marine debris and nutrient pollution”というターゲットに関しては、担当省庁として Department of 

Housing, Planning and Local Government (DHPLG)と Department of Culture, Heritage and the 

Gaeltacht (DCHG)を挙げている。そのうち後者の DCHG に関連する国内政策（Relevant National 

 
56 “An important first step in this mainstreaming process is mapping existing national policies against the SDGs. 
This involves identifying policies that are most relevant to each of the Goals and targets, and the interlinkages 
between different policies which can support the achievement of multiple SDGs.” (INIP 2018-2020, p.16) 
57 INIP 2018-2020, “Annex II: SDG Policy Map” pp.58-125. 
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Policy）には National Biodiversity Action Plan 2017-2021 が表示され、国内政策の重要目標

（National Policy Key Objective）として「海洋環境における生物多様性とエコシステムの保全」

（Conserve and restore biodiversity and ecosystem services in the marine environment.）が表示されて

いる。ここで述べられている国内政策や国内の重要政策目標は、SDGs14 という目標、或いは

SDGs14.1 というターゲットから国内を見渡し、各政策項目を関連性に従って評価して、特に関連性

の高い項目を表示する「SDGs起点型」の関連づけの作業が行われていることがわかる。 

 

図 15：アイルランドにおける SDGs と具体的な科学技術政策の項目との関連づけの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
National Biodiversity Action Plan 2017-2021 （2019 年 3 月 18 日アクセス）＜https://www.npws.ie/legislation/national-biodivers
ity-plan＞ 

 

上述の National Biodiversity Action Plan 2017-2021 を更に詳しく見ると、“Objective 2: Strengthen 

the knowledge base for conservation, management, and sustainable use of biodiversity”（目的 2：保

全、マネジメント及び生物多様性の持続可能な利用のための知識基盤の強化）の“Target 2.1: 

Knowledge of biodiversity and ecosystem services has substantially advanced our ability to ensure 

conservation, effective management, and sustainable use by 2021”（ターゲット 2.1：生物多様とエコシ

ステム・サービスの知識は、2021 年までに、保全、有効なマネジメント及び持続可能な利用を保障

するための我々の能力を大幅に進歩させてきた）には、日本における科学技術政策の施策に相当

する項目として、“2.1.23: Encourage the use of emerging technology especially in barcoding and 

genomic research to acquire relevant knowledge on Irish species”（アイルランドに関する関連知識を
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得るための特に DNAバーコーディングやゲノムの研究における新興技術の利用を奨励する）が挙

げられている。 

このように、上述のアイルランドの例では、SDGs の各目標と担当省庁レベルの政策項目とを

「SDGs 起点型」で関連づけしている。そして、それよりも細かい具体的な日本の科学技術政策の

施策に相当する粒度のレベルの項目は、より上位の政策項目を介して SDGs の各目標と関連づけ

られていることがわかる。 
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9. STI for SDGs と「SDGs 達成のための科学技術イノベーションとその手段

としての STI ロードマップ」における「知の構造化」 
9.1. 国連持続可能な開発目標（SDGs）達成のための科学技術イノベーションとその手段

としての STI ロードマップ 

2018 年 5 月、科学技術外交推進会議は、「SDGs 達成のための科学技術イノベーションとその

手段としての STI ロードマップ ～世界と共に考え、歩み、創るために～」58を決定した。これによる

と、SDGs は「STI進展を方向付ける存在」であるという側面があり、「マルチ・ステークホルダー［sic］

がそれぞれの立場で、柔軟な発想を持って SDGs 達成に向け官民パートナーシップ（PPP：Public 

Private Partnership）で取り組むことは、社会問題を解決に導くのみならず、大学と企業の一層の連

携等により新たな投資やビジネスを生む契機ともなり、さらには科学技術のフロンティアの開拓に繋

がり得る」という「望ましい連鎖」が、「議論を実際のアクションに進める動機付けにもなる」と述べて

いる。そして、「必要とされる技術や人材・投資等を含む現場のニーズ（課題）把握、現状とのギャッ

プの分析、ニーズを踏まえた研究開発、研究成果や開発したシステム等の実用化・事業家（scale 

up）、『社会実装』を通じた社会の変革、という円環的な流れをいかに作るかが鍵になる」とし、この

流れを実現するにあたり有効な手段となり得るのがロードマップであり、オンライン・プラットフォーム

である、と説明している。そこでは、SDGs という広範な目標の達成に向け一層高い成果を出すた

めに、各国・機関が必要なノウハウを持ち寄りながら、より体系的に相互に連携・協働してまとめる

流れを作っていく際、各種事情に応じ、いかに国家戦略や政策に STI for SDGs を盛り込んでいく

かを深く検討し、自らの意思で自国に合った STI ロードマップを策定することが、こうした体系的な

取組を可能にするとしている。そして、「持続可能な社会に向けた STI の体系的活用に当たっては、

SDGs達成に向けた実現可能な道筋のあり方について、SDGs 間のシナジーやトレードオフの関係、

各目標に関連する政策や計画の整理、科学技術の動向、主要な取組の策定及び共創、目標実

現のボトルネックとその克服に必要な研究開発や制度設計・投資、得られた情報・知識を基にした

実行といった様々な要素を整理し、いろいろな角度から分析すること、いわば『知の構造化』を通じ

て研究・分析し、各ステークホルダー［sic］にとり必要となる行動を俯瞰し、全てのステークホルダー

［sic］の SDGs に向けたこれまでの貢献を集結させ、その取組状況をモニターするという流れを作り、

機能させていくことが望ましい」とし、STI ロードマップは、「こうした手順の中でいつまでに何をする

べきかを可視化できる共通のコミュニケーション・ツールとして活用できる」と述べている。 

上述の STI ロードマップにおいて言及されている「知の構造化」とは、必要な研究開発を含む

様々な要素を整理し、いろいろな角度から分析することであると考えられる。このことに関連し、「未

 
58 外務省ウェブサイト「報道発表：岸外務大臣科学技術顧問による国連持続可能な開発目標（SDGs）達成のための科

学技術イノベーションとその手段としての STI ロードマップに関する提言の提出」（2019年 4月 26 日アクセス）＜ht
tps://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_006051.html＞ 
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来への提言：科学技術イノベーションの『橋を架ける力』でグローバル課題の解決を」59は、「3 結

ぶ、つなげる ～セクター間の連携、世界との一体化」において、「『STI for SDGs』においてデータ

の活用だけでは全ての課題を解決できない中で、基礎研究が思わぬ解決策を提示することもあり、

細分化が進んだ専門分野を超え、トップレベルの大学や研究機関の研究者の参画を促進する仕

組みづくりも重要になっている」と指摘している。 

例えば、科研費で採択された膨大な数の研究テーマの中から、SDGs の目標やターゲットとの関

連性の強さに従って、必要となる知見を産出することが期待できる研究開発プロジェクトを抽出し、

「思わぬ解決策」を見つけて STI for SDGs の進展に役立てるといったことは、STI ロードマップが述

べている「知の構造化」の作業の一部であると言える。 

 

9.2. SDGs と研究助成との関連づけの作業の限界の認識 

既に述べたとおり、STI for SDGs の推進に向けて、研究開発による STI への貢献は重要な要素

であり、こうした研究開発を活性化させるための STI-P の中の研究助成が果たす役割は大きい。例

えば、「SDGs アクションプラン 2019」の「（2）ロードマップの策定」では、「基礎研究と社会変革を結

びつけるための高い目標を掲げた『ムーンショット型研究開発』等、SDGs 貢献に資する研究開発

制度を含めた、包括的な『STI for SDGs ロードマップ』の策定を進める」と述べており、SDGs に関

わる諸課題を解消するための社会変革と基礎研究を結びつける研究開発の推進が重要であること、

即ち、SDGs の目標と個別の研究開発テーマを結びつけて STI for SDGs の推進につなげる、上述

の「STI ロードマップ」における「知の構造化」に相当する作業が必要であることが説明されている。

この「知の構造化」の作業で、仮に、SDGs の目標と科学研究費助成事業（学術研究助成基金助

成金／科学研究費補助金）の各研究テーマとを関連性の強さに基づいて「SDGs 起点型」で関連

づけする場合には、「SDGsのそれぞれの目標について、数万件60の研究テーマごとの関連性の強

さを評価し、関連性を比較して優先順位に沿って研究テーマを配列し、優先順位の高いテーマか

ら必要な件数分のテーマを選択する」という膨大な作業を行わなければならない。こうした作業を、

時間と労力が限られている中、科学的な客観性を担保しながら、全てを人力のみに頼って完遂す

ることは難しく、実務上は、担当者が知見や経験に頼りながら客観性の面で妥協をしつつ進めざる

を得ない場合も想定される。上述の東京大学の「登録プロジェクト」で公開されている SDGs の目標

と「登録プロジェクト」との関連づけが限定的な「SDGs 起点型」に留まっているように見えることから

も、「SDGs起点型」の関連づけの難しさが推測できるであろう。 

そこで、本稿では、この「知の構造化」の作業に「AI 関連技術」を活用することを検討する。  

 
59 外務省ウェブサイト「報道発表：持続可能な開発目標（SDGs）実施に向けた岸外務大臣科学技術顧問による提言の

提出」（2019年 4月 26 日アクセス）＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_004595.html＞ 
60 例えば、日本学術振興会ウェブサイトの「科研費データ」を参照。（2019年 1月 7 日アクセス）＜https://www.jsps.
go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/2-1/2-1_h29.pdf＞ 
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10. AI 関連技術を用いた SDGs 課題と研究課題の関連づけの試行 
上述の「知の構造化」の作業に期待される効果の一つが、「思わぬ解決策を提示すること」であ

る。例えば、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科学研究費補助金）（以下、科研

費という）に採択された研究プロジェクトは、研究者の自由な発想に基づいて行われるいわゆる「学

術研究」と考えることができ、それらを SDGs の各目標との関連性の強さに基づいて客観的に評価

し整理して分析することができれば、STI for SDGsのための新しい研究開発シーズやSTI for SDGs

の推進の方策発見に有用な可能性がある。 

こうした認識に基づき、本章では“AI 関連技術”を用いて試行した、「SDGs課題と研究助成の関

連づけ」について述べる。ここでは具体的な関連づけ対象として、研究助成そのものを直接参照す

るのではなく、例えば科学研究費助成事業など公的な研究助成に採択され、公開されている個々

の研究課題を対象とし、この研究課題を積み上げることで研究助成の概観を把握できるようにした。

その上でこれらの結果を、人手・人力で行う関連づけと比較して、より網羅的かつ客観的に SDGs

課題と研究助成とを関連づけることができる可能性を示す。 

 

10.1. 「AI 関連技術」とは 

まず「AI 関連技術」について説明・定義する。 

AI は Artificial Intelligence（人工知能）を意味する。本稿執筆時点の 2019 年において AI は一

般用語としてメディア報道等でも広く用いられている。一方で、AI の定義は困難で専門家の間でも

統一された定義は確立していない61。強いて言えば“人工的に作られた知能、若しくは人工的に知

能を作ろうとする取組”が人工知能とされる。この定義に従えば、知能の生成を意図して、知能を対

象にした研究はすべて人工知能研究ということになる。実際、人工知能の研究は哲学や心理学、

認知科学、神経生理化学、など様々な領域の研究者によって行われており、アプローチも多様で

ある。 

ところで、昨今メディアで多く取り上げられるような「AI 関連技術」はこうした人工知能研究全般を

指しているイメージは抱きにくい。ここでは深層学習を含む統計的機械学習（以下、機械学習とい

う）を中心に、自然言語処理などを加味したものを指して AI と呼称している様に観察される62。機械

学習や自然言語処理はそれ自体が情報工学などの学問分野における研究テーマであると同時に、

人工知能研究にも用いられるものであり、人工知能研究という視点からは部分集合として分類する

ことも可能である。したがって、昨今メディア等で用いられる AI という呼称は必ずしも間違いではな

いものの、人工知能研究の実態を正しく反映しているとは言いがたい。そこで本稿ではメディア等

で AI として語られることの多い機械学習と自然言語処理を中心とした人工知能及び関連技術を

 
61 松尾豊他，人工知能とは (監修:人工知能学会)，近代科学社 (2016) 
62 鳥海 不二夫：人工知能技術を俯瞰する，立法と調査，参議院常任委員会調査室・特別調査室，2018.10 No.405 (2018) 
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「AI 関連技術」と呼称する。 

 

10.2. SDGs 課題と研究課題の関連づけの必要性 

本稿では既に示したとおり、人手・人力で SDGs課題（ターゲット）と研究助成の関連づけについ

て試行した。ここで、SDGs には 17 のゴールと、それらの下位項目である 169 のターゲットが設定さ

れており、ここでは 169 のターゲットを関連づけの対象としている。粒度にもよるが研究助成事業が

数百件程度存在すると仮定した場合、関連づけを行うために必要な調査・検討の回数は、桁数で

考えても(10^2)*(10^2)=10^4 回で 1 万回を超える。人力での関連づけが無理なレベルではないも

のの、単一の人物が行うには相当の時間と労力を有すると思われる。分担を決めて作業をすること

で 1 人当たりの労力を削減することも可能だが判定基準に揺らぎが生じることもある。また、「どの程

度の関連度か」を示すことも難しい。 

さらに研究助成を受けて行われている個々の研究課題との関連づけを考えると、困難性は一気

に増大する。仮に研究課題を 10万件として全てのターゲットと、この 10万件の研究課題の関連を

調査するとした場合、その調査数はターゲットの数と研究課題数の乗算となるため、桁数で考えて

も(10^2)*(10^5)=10^7 回、すなわち一千万となり、人力では実施困難と言える。例えば今後、公的

な研究助成を受けて行われる研究課題については全て、SDGs のターゲットとの関連性を「事例起

点型」で明示するように義務化すればこうした問題をある程度は回避できるが、過去分については

実施困難である63など、様々な点で現実的ではない。 

このように、SDGs のターゲットと研究助成の関連づけは重要な課題である一方、人力での関連

づけには困難性があり、より網羅性、客観性の高い関連づけの手法が必要である。 

 

10.3. 関連づけへの、AI 関連技術の活用 

既に述べたとおり、AI 関連技術は機械学習、自然言語処理の面での進展がめざましく、様々な

応用が行われている。 

自然言語は本稿のような、人間向けに文字で記述されたデータとイメージすればよく、自然言語

処理は、こうしたデータを処理するための種々の手法や技術である。自然言語処理の具体的なテ

ーマとしては、例えば、文章の分かち書きや、品詞の推定、係り受けの解析、文章間の類似度の算

出、などが扱われており、近年では機械学習の知見も取り込みながら発展を続けている。 

ここで、「文章間の類似度」算出はまさに前述した「関連づけ」に対応するものである。そこで本

稿でも AI 関連技術を用いて関連づけを行うこととした。 

 
63 SDGs は 2015 年ごろから普及した概念であるが、過去にも SDGs と関連するような研究助成は行われている

と期待でき、先ほど述べた「知の構造化」などの作業では、過去の研究助成の様相を調査することも重要である。 
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参考 2： 金融業務への AI活用の検討事例 
「AI を活用した金融の高度化に関するワークショップ報告書」64は、2018 年 9 月から 2019 年 4

月にかけて開催されたワークショップ（AIWS）の議論を取りまとめたものである。AIWS については、

「それまでの『IT を活用した金融の高度化に関するワークショップ』で取り上げきれなかった AI

（Artificial Intelligence：人工知能）に焦点を当て、計 4回の会合を開催した」と説明している。 

この報告書によると、AI の特徴は、「人間では処理できない膨大なデータを使って、精度の高い

予測判断を高速かつ高頻度で継続的に行えること」である。その一方、「現在の AI は、特定の作

業のみを（より効率的に）遂行するだけで、人間によって構築され、メンテナンスされる必要がある

など、あくまでも人間の介在が前提となっている」と述べている。そして、「AI は人間が行う作業の一

部を代替または支援し、人間は、結果として生み出される余力も使って AI の作業を補完するととも

に、AI には行えない業務に注力する」という「AI と人間の『協働』」というコンセプトを紹介している。 

また、日本の金融機関で拡がりつつある AI を活用する動きについては、「業務の効率化」と「収

益力の引き上げ」の方向性について紹介し、「AI は、あくまで『業務の効率化』や『収益力の引き上

げ』に寄与しうるツールに過ぎない」と結論付けている。そして、「AI の可能性と限界を正しく理解し、

どのような業務に適合するかを十分見極めたうえで、何を達成するのかという目的を明確にして導

入を進めていく必要がある」と指摘している。 

更に、「AI導入における課題」は少なくないとし、「データの整備」、「AI 人材の育成・確保」、「AI

活用を推進していくための体制づくり」、「AI 活用に伴うコンプライアンスの確保」、「サイバーセキュ

リティ」、「AI による判断の適正性と透明性の担保」などの例を挙げている。その上で、AI の導入に

ついては、「各金融機関が自らのニーズや目的に照らし、費用対効果を踏まえて、それぞれの『身

の丈』に合った AI の導入（の要否・適否）を検討していくことが望まれる」と述べている。 

  

 
64 日本銀行金融機構局金融高度化センター（2019）「AI を活用した金融の高度化に関するワークショップ報告書」（20
19年 9月 11 日アクセス）＜https://www.boj.or.jp/finsys/c_aft/aft190902c.htm/＞ 
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図 16：AI の活用事例 

 
日本銀行金融機構局金融高度化センター（2019）「AI を活用した金融の高度化に関するワークショップ報告書」より転載。 

 

図 17：現在実現している AI 

 
日本銀行金融機構局金融高度化センター（2019）「AI を活用した金融の高度化に関するワークショップ報告書」より転載。 
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10.4. 文章間の類似度算出 

以下では、一般的な文章間の類似度算出手法及び、本稿で用いた類似度算出手法について

説明する。 

 

10.4.1. 一般的な文章間の類似度算出の考え方 

文章間の類似度算出には様々な手法が存在するが、ここでは代表的な cos（コサイン）類似度に

ついて紹介する。 

cos 類似度の基礎的な発想は「同じような単語が同じような頻度で出てくるものは似ている」という

ものである。そこでまず単語それぞれを独立した次元とみなす。すると各文書における単語の出現

回数に基づいて、文章を多次元空間上の 1点にマッピングすることが可能になる。このとき、同じ単

語が同じような頻度で使われていると、ベクトル間の内積（cos）が 1 に近づく。一方で単語の重複が

無いような場合は 0 に近づく。単語の出現回数は 0 を含む正の整数値であるため、完全に独立な

らゼロ、使用されている単語が同じで、その頻度の割合が同じであれば角度が一致するため 1 を

取る。以上より、内積（cos）によって「似ていない」「似ている」の類似度を 0 から 1 までの数値で表

現できる。 

 

図 18：cos類似度の考え方 

 

 

 

10.4.2. 単純な cos類似度における課題 

このように cos類似度は発想が単純で使いやすいため、広く活用されている。しかしながらいくつ

かの課題も有している。例えば、計算機の中では“A”と“a”、それぞれに別々のコードが割り振られ、

異なる記号として扱われる。このように計算機の中で記号とその意味は基本的に乖離している。同

様に「みかん」と「ミカン」は人にとっては多くの場合で同じような概念を指すと期待できるが、記号と

して異なっているため計算機上では別物として扱われる。ここで cos類似度は各「単語」を独立した

次元として扱うが、ここでの単語は記号の集合である。したがって「みかん」と「ミカン」は異なる記号

の集合となり、類似度はゼロとなる。同様に「細君のバースデーにケーキを購入して帰宅した」「妻

みかん

りんご

文書1

文書2

このcosθを類似度と見なす

文書1

文書2

み，み，み，り

み，み，り，り，り
θ
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のお誕生日にいちごショートを買って帰った」は人間にとっては似たような意味内容を有するが、

cos類似度上は単語の重複がないため、類似度はゼロとなる。 

 

10.4.3. 単語の分散表現 

こうした課題について、昨今では分散表現と呼ばれる技術を用いた解決法が提案されており、

Word2Vec や FastText といったライブラリも公開されている。分散表現は深層学習の核となる技術

でもあるニューラルネットワークを応用したもので、単語を何らかのベクトル表現に変換してくれる仕

組みと言える。 

分散表現の算出方法にもいくつかの手法があるが、以下では簡単のために CBOW と呼ばれる

タイプの分散表現獲得手法を紹介する。 

分散表現を算出するにあたっては、元データとして単語単体ではなく、文章を与える。その上で

イメージとしては、計算機はある単語の共起関係（他のある単語が同じ文章内で用いられた頻度）

を記録する。このときに、似たような共起関係をもつ単語は、空間上の似た位置に配置する。という

ようなものである。「太郎君は次郎君に○○を渡しました。さて、○○の中に入る単語は何でしょう。」

というような、文章の穴埋めクイズを沢山学習し、○○の中に入っても違和感のない単語を見つけ

出している、と考えても良いかもしれない。 

 

図 19：分散表現算出のイメージ 

 

 

 

この分散表現を用いることで、「みかん」と「ミカン」は類似する（意味空間上で近傍に配置される）

ことを数値的に表現できるため、分散表現を用いて距離、若しくは cos類似度に代表される類似度

を算出することで、前述の「みかん」と「ミカン」が独立に取り扱われる問題を回避することができる。 

  

• 有る単語の周りに出てくる単語を学習して穴埋め問題を解く
• 「大学の構内に入ると○○が歩いてきたので，声をかけてみた。」

• ○○ ＝ 友達 30%，女の子 30%，先生 20%，猫 10%，机 0%…

同じような確率なので，関連が強そう
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図 20：分散表現を用いた単語の関係性イメージ 

 

 
 

10.4.4. 文章の分散表現 

ここで、単語ではなく文章の類似度を測りたい場合、いくつかの方式が考えられる。直接文章の

分散表現を算出する doc2vec などの方法のほか、例えば、各単語の分散表現を線形加算して文

章の分散表現とする方法、前述の方式に加えて正規化も行う方法、単語の重要度によって重み付

けをした上で加算する方法、そもそも重要単語のみに絞り込んで加算する方法、などもある。 

単語のバリエーションが十分に大きい場合は、単語の分散表現を用いる方法を用いると、単語

単体の分散表現を得ることも、文章の分散表現を得ることもでき、利便性が高い。ただし、すでに述

べたとおり、文章の分散表現獲得に様々な方式が考えられ、それぞれ長短も存在する点には留意

が必要となる。 

 

10.5. 分散表現を用いた SDGs 課題と研究助成課題の関連づけ 

10.5.1. 関連づけの手法 

分散表現を用いた文章間の関連づけについて、著者の一部は既に別途の試行を行っている65。

ここでは単語の分散表現を用いて議事録要約文の分散表現を用い、議事録を関連づけている。

そこで本稿でも同様に、SDGs課題を形態素解析器66にかけて名詞句のみを抽出し、これら名詞句

の分散表現をベースとして文章の分散表現を算出し。関連づけを試みる。ただし、SDGs 課題は議

事録とは異なり、文章量が短いため、要約文作成の手順を省き、単純に単語（名詞句）の分散表現

を加算し、正規化したものを用いることとする。ベースとなる単語分散表現は参考文献に示されたも

のをそのまま利用する。 

簡単に単語分散表現について述べると、NISTEP、JST CRDS などの各種稿や府省の議事録、

KAKEN で公開されている科研費の研究課題、科学技術白書、Wikipedia 日本語版などのデータ

 
65 小柴・森川：議事録を用いた我が国における議会・行政の関係性分析手法，人工知能学会論文誌，34巻 5号 (2019) 

https://doi.org/10.1527/tjsai.E-J47 
66 形態素解析器には MeCab（辞書：mecab-ipadic-neologd）を用いた 

みかん オレンジ

従来手法 分散表現

みかん オレンジ

ぜんぜん違う
無関係

似ていそう
関係がある
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を用いて算出を行ったもので、単語数は約 64 万件である。科研費の研究課題をはじめ科学技術

関連のデータを一定量含んでいるため、SDGs 課題と研究助成課題に関連する基本的な単語は

含まれていると期待でき、目的に合致する。 

 

10.5.2. 関連づけの対象 

関連づけの対象は SDGs 169 のターゲットと、研究助成課題とする。研究助成課題は、過去に

NISTEP が委託等を通じて公開情報から収集・整理したもので、機関・事業名・期間（収録課題採

択年の最古・最新）は表 4 のとおりである。 

前述のとおり、これらのデータは公開情報から収集・整理したものであり、その網羅性等につい

て、各機関が確認したものではない。また、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科

学研究費補助金）（いわゆる“科研費”）のように事業の運営機関が途中で変更されているにも関わ

らず、最新の運営機関に全て関連づけがなされているものがある。また課題の予算額が推定値と

なっているものも存在する。 

関連づけの手法自体が曖昧性を含む（計算上、類似度が高いとされたものが、内容面で正しく

類似しているとは限らない）こと。そのため、もともと精密な議論を行うのではなく、傾向を大まかに

得ようとするものであること。また、研究助成課題の件数や予算額は直近のものはデータが全て登

録されていないことなどがあり、単純に眺めた場合に直近のものが目減りしてみえるなど、読み取り

に注意が必要なこと。など様々な前提を有する。 

本稿は手法の有効性を検討するもので、結果そのものを直接的に分析・議論しないことから、

目的と本稿の趣旨に照らし、上記の前提は本稿の範囲内では問題を有さないが、結果を用いた議

論を行う際には上記の点にかなりの注意を要する。 

 

表 4：対象とする研究助成課題の機関・事業名・期間・件数 

機関名 事業名 

課題採択年 

件数 

最古 最新 

内閣府 科学技術政策 2008 2017 308 

内閣府 食品安全委員会 2005 2017 94 

総務省 情報通信(ICT政策) 2002 2017 1083 

総務省 消防防災分野研究開発 2003 2017 142 

文部科学省 文部科学省研究事業 2002 2017 901 

文部科学省 イノベーションシステム整備事業 2006 2008 21 

文部科学省 科学技術共通基盤強化促進事業 2002 2016 251 
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機関名 事業名 

課題採択年 

件数 

最古 最新 

文部科学省 環境技術等研究開発推進事業 2011 2015 14 

文部科学省 科学技術試験研究委託事業 2003 2016 42 

文部科学省 研究拠点形成費等補助金 2002 2009 414 

文部科学省 大学教育再生戦略推進費 2012 2016 10 

文部科学省 科学技術人材育成費補助事業 2014 2017 18 

厚生労働省 厚生労働省研究事業 1988 2016 12601 

農林水産省 農林水産技術会議 2008 2017 801 

経済産業省 中小企業庁 2006 2017 1895 

国土交通省 技術調査・建設技術 2001 2017 196 

国土交通省 技術政策・交通運輸 2000 2017 76 

環境省 環境研究総合推進費 2000 2017 690 

環境省 循環型社会形成推進科学研究費補助金 2001 2010 367 

環境省 地球環境保全試験研究費（地球一括計上） 2001 2016 61 

防衛省 研究開発事業 2015 2017 33 

日本医療研究開発機構 創薬戦略部（医薬品研究課） 2011 2017 222 

日本医療研究開発機構 戦略推進部（再生医療研究課） 2011 2017 216 

日本医療研究開発機構 戦略推進部（がん研究課） 2011 2017 667 

日本医療研究開発機構 戦略推進部（脳と心の研究課） 2008 2017 283 

日本医療研究開発機構 戦略推進部（難病研究課） 2013 2017 490 

日本医療研究開発機構 戦略推進部（感染症研究課） 2012 2017 300 

日本医療研究開発機構 基盤研究事業部（研究企画課） 2008 2017 293 

日本医療研究開発機構 産学連携部（医療機器研究課） 2012 2017 289 

日本医療研究開発機構 産学連携部（産学連携課） 2002 2017 158 

日本医療研究開発機構 国際事業部（国際連携研究課） 2008 2017 133 

日本医療研究開発機構 基盤研究事業部（バイオバンク課） 2011 2017 143 

日本医療研究開発機構 臨床研究・治験基盤事業部（臨床研究課） 2011 2017 402 

日本医療研究開発機構 創薬戦略部（医薬品等規制科学課） 2011 2017 123 

日本医療研究開発機構 

創薬戦略部（創薬企画・評価課、 

2015 2017 22 

創薬支援室） 

日本医療研究開発機構 研究公正・法務部 2016 2016 9 

日本医療研究開発機構 革新基盤創成事業部（事業推進課） 2017 2017 7 
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機関名 事業名 

課題採択年 

件数 

最古 最新 

日本学術振興会 最先端研究開発支援 2009 2011 373 

日本学術振興会 科学研究費助成事業 1964 2017 848746 

日本学術振興会 未来開拓学術研究推進事業 1996 2000 299 

日本学術振興会 

課題設定による先導的人文学・社会科学 

2013 2017 48 

研究推進事業 

日本学術振興会 国際交流事業 1995 2018 3917 

日本学術振興会 

異分野融合による方法的革新を目指した 

2009 2009 13 

人文・社会科学研究推進事業 

日本学術振興会 人材育成事業 2008 2017 1546 

科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 1981 2017 5075 

科学技術振興機構 産学連携・技術移転事業 1997 2017 14688 

科学技術振興機構 JST 復興促進センター 2012 2014 645 

科学技術振興機構 バイオサイエンスデータベースセンター 2001 2017 89 

科学技術振興機構 国際連携活動 2004 2017 702 

科学技術振興機構 知的財産戦略センター 2011 2013 286 

科学技術振興機構 未来共創型の研究開発の推進 2017 2017 55 

医薬基盤研究所 研究推進業務 2000 2012 181 

農業・食品産業技術総合研究機構 イノベーション創出基礎的研究推進事業 1996 2012 318 

農業・食品産業技術総合研究機構 異分野融合研究支援事業 2001 2007 63 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 ナショナルプロジェクト・実用化促進事業 1980 2017 424 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 国際実証・連携 1992 2014 21 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 地球温暖化対策 2003 2011 5 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 産学連携・人材育成 2000 2006 2 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 調査等その他事業 2000 2013 6 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 分野横断的公募事業 1988 2015 1166 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 国際展開支援 1993 2014 3 
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10.5.3. 関連づけと関連した分析 

今回は単純な関連づけに加えて、SDGs課題とデルファイ課題との関連づけも試みた。 

NISTEP では、中長期的な科学技術の変化を調査する「科学技術予測調査」を行っている。特

にデルファイ調査と呼ばれるパートでは専門家らに、科学技術の実現年や国際競争力をアンケー

ト調査しており、科学技術の進展を見積もるための基礎データになっている。そこで、研究助成とあ

わせて、デルファイ調査との関連づけも試行した。 

関連づけの対象はこれまでに述べたとおり、研究助成課題とデルファイ課題の 2 種類であるが、

今回は、関連づけの精度について検証できるよう、研究助成課題のうち、特に科研費について類

似度が高いもの 100件を表示する。その上で、全研究助成課題のうち、類似度が高いもの 1000件

を抽出し、採択年度が 2007 年から 2017 年までの課題について予算を事業ごとに積算して表示す

る。デルファイ課題については上位 10件までを表示する。 

なお、SDGs 169 のターゲット全てに関連づけを行った結果は量が膨大となる67ため、ここでは一

部のみを示し、巻末の Appendix では、SDGs における 17 のゴールから、各 1 ターゲットを抜粋し

て紹介する。 

 

10.6. AI を用いた関連づけの試行に関する考察 

前節では関連づけの試行結果について示した。ここでは、SDGs のターゲットに関連するデルフ

ァイ課題や、科研費課題、科研費以外も含む研究助成課題との関連づけの結果や、研究助成課

題を事業種目ごとに件数や金額で積算し、その推移を可視化した。 

 

10.6.1. 関連づけの精度に関する課題 

仮に、関連づけが正しく行われ、かつ、研究課題の金額等も正確であるとすると、正しく SDGs の

各ターゲットに関連する研究助成の様相が得られていることになり、目的にかなう。ところで、すで

に述べたとおり、今回の関連づけは自然言語処理的に行っており、人間が有するような意味内容

まで加味して行っているものでは無い。研究課題の予算についても推定値が含まれる。後者につ

いては今後データベース等を整備していくことで解決でき、技術的な問題とは切り離して考えられ

る。一方で、前者の関連づけの精度は本試行において特に重要である。そこで、これらについて

考えていく。 

  

 
67 A4用紙で 1600 ページ超 
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10.6.2. 関連づけ精度に関するサンプル調査 

例えば、SDG1「貧困をなくそう」の「各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度及

び対策を実施し、2030 年までに貧困層及び脆弱層に対し十分な保護を達成する。」の関連科研

費課題を見てみると、基本的には「社会保障」そのものや「生活保護」「所得保障」に関する研究が

取り上げられており、ある程度納得はできるものの「量と質のリスクを考慮した水供給の制度設計に

関する研究」や「知的財産権侵害に係る国境措置に関する研究」など、関係性がわからない課題も

散見される。 

一方、SDGs15「陸の豊かさも守ろう」の「2020 年までに、外来種の侵入を防止するとともに、これ

らの種による陸域・海洋生態系への影響を大幅に減少させるための対策を導入し、さらに優先種

の駆除または根絶を行う。」については、科研費課題は「生態系」「生物モデル」「外来種」など生物

を扱ったものが並んでおり、全般的に納得感が高い。 

これら 2 ケースの比較で考えると、人文社会系の課題は関連づけが難しく、自然科学系の課題

は関連づけが行いやすい可能性が考えられ、そこでさらに、SDG10「人や国の不平等をなくそう」

の「世界金融市場と金融機関に対する規制とモニタリングを改善し、こうした規制の実施を強化す

る。」なども見てみる。ここでも科研費課題は「金融規制」「金融市場」などに関するものが並んでお

り、全般的な納得感が高い。従って、単に人文社会系の課題は関連づけが難しく、自然科学系の

課題は関連づけが行いやすい、という結論を導くことは難しい。また、ここで検討対象に取り上げた

3 件中 2 件は納得感が高い結果が得られていることを考えると、関連づけ手法自体が全く有用で

なかった可能性も考えにくい。 

 

  



63 
 

11. まとめ 
11.1. 本稿の考察のまとめ 

本稿の研究目的は、日本の科学技術イノベーション政策（以下、STI-P と表記）の発展に資する

SDGs に関わる基礎資料を提示することであった。 

まず、1.の研究背景では、SDGs が採択されるまでの経緯と日本における SDGs への対応の流

れを整理した。2.で研究目的と研究方法、3.で研究概要を示した後、4.では、SDGs と科学技術イノ

ベーション政策との接点について事例を列挙して示した。まず、SDGs の概要と世界の SDGs の状

況を確認した。続いて、日本における SDGs に関わる政府の対応を振り返り、日本の政策と SDGs

との結びつき方を示した。 

次に 5.では、日本の科学技術イノベーション政策の構造を示した。科学技術基本法と科学技術

基本計画の内容を確認した後、「統合イノベーション戦略」と STI for SDGs との関わりについて説

明した。また、科学技術基本計画における「持続」に関わる用語の取り扱われ方を分析し、SDGs が

第 5期科学技術基本計画において言及されていることを示した。 

続いて、6.では、既存の国内の施策と国外で形成された SDGs との関連づけの実際について述

べた。ここでは、国連における SDGs の取り扱われ方、総合科学技術・イノベーション会議と STI for 

SDGs との関わり、STI for SDGs における文部科学省の役割・取組方針について、「オープンプラッ

トフォームの形成」や「持続可能な開発のための教育（ESD）」に言及しつつ述べた。 

そして 7.では、日本の STI for SDGs と研究助成の関連づけについて述べた。まず、日本におけ

る STI for SDGs のフレームワークの設定のために、「開発協力大綱」、「JAPAN SDGs Action Plan」

における「ジャパン SDGs アワード」などを検討した。また、STI for SDGs と「研究助成」の関わりに

ついて述べた。特に、STI for SDGs の文脈で重要な研究助成とは、政府が STI for SDGs の文脈

で重要な役割を果たす研究成果を産出することが期待される研究活動を、既存の STI-P の構成要

素である研究助成のチャネルを通じて助成することであり、STI for SDGs の推進のためには、国外

で形成された SDGs に既存の研究助成の項目を関連づける作業が必要であることを述べた。 

更に 8.では、日本の国内の施策と SDGs との関連づけの例を列挙した。具体的には、「SDGs ア

クションプラン 2019」、「ジャパン SDGs アワード」、「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するため

の具体的施策」、「政府による SDGs を推進するための取組一覧」、「日本の SDGs 達成に資する

政府の計画等一覧」、「SDGs 達成に資するシーズのラインアップ」、東京大学の「未来社会協創推

進本部登録プロジェクト」、JST の「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた産学官 NGO 等

の取り組み事例」における JAMSTEC の「BISMaL」などの例を挙げた。そこでは、一つ一つの事例

から SDGs の各目標に向けて関連づける「事例起点型」と、SDGs の各目標から出発して関連性の

強さに従って各事例と関連づける「SDGs 起点型」のそれぞれの関連づけの方法の具体例につい

て、利点や課題を整理して示した。特に、「SDGs 起点型」の関連づけが「事例起点型」の関連づけ



64 
 

よりも難しいと考えられ、それぞれの事例で施されている工夫についても説明した。 

以上の検討を踏まえ、9.では、STI for SDGs の推進で重要な役割を果たすことが期待される STI

ロードマップの中で示されている「知の構造化」の作業を紹介した。そして、仮に、「知の構造化」の

プロセスで必要となるような、SDGs の各目標と膨大な数の何らかの項目とを結びつけて優先順位

を評価するといった作業を、時間と資源が限られた中で、全てを人力で行うことは困難と考えられる

ことを示した。 

次に、10.では、9.で示した「知の構造化」における関連づけと評価の膨大な作業の困難を克服

するための一つの選択肢の可能性として「AI（Artificial Intelligence）関連技術」を活用することを

検討した。具体的には、研究課題と SDGs の各項目について、AI 関連技術を用いて試行的に関

連づけして、この方法の優位性や課題について検討した。 

 

11.2. AI 関連技術に関わる考察 

上述の AI を用いた本研究における SDGs の目標と研究助成項目との関連づけの試行の結果

を勘案すると、関連づけが上手くいく場合・いかない場合の原因について、いくつかの可能性が考

えられる。ひとつは分散表現の学習データの問題である。今回は Wikipedia や議事録等も取り込

んでいるものの、論文の概要なども大量に取り込んでおり、科学技術系に特に重心を寄せた構成

としている。従って、人文社会学系の、特に研究の文脈で用いられる用語については上手く表現

ができていない可能性がある。もうひとつは関連づけ先の研究助成課題の問題である。全体的な

数から考えると生態系や金融などのテーマに比べて、貧困などのテーマは相対的にその数がかな

り少ない可能性がある。したがって、そもそもヒットさせにくい可能性が高い。 

仮にこのような問題があるとすると、AI 関連技術を用いた関連づけも単純に、そのまま活用する

ことは困難であり、ある程度、人の手を介した選定作業は必須と言える。 

一方で、全般的に多くの人に納得してもらえそうな課題もある。よって、ある程度の手作業が必

要とはいうものの、本来の目的である（相対的に）網羅性、客観性の高い結果の取得に有用である

可能性は示された。 

なお、今回は関連づけ精度の検証を、169 のターゲットから（予め与えられた 17 のゴールから各

1 件という条件のもとで）抽出した 17 件のうち、さらに 3 件のみを抽出して行っている。従ってサン

プリングには様々なバイアスがかかっている。さらに、関連づけの精度判定も著者 1 名の主観に頼

って行っている。上述の結論を議論する上で、これらの点には特に注意が必要である。より精密な

議論を行う場合には無作為抽出を行った上で、複数の被験者が独立に、関連の有無を評価し、そ

れを集約して精度を検討する必要がある。 
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11.3. STI for SDGs で重要な「知の構造化」における AI 関連技術の活用の検討 

本稿では「AI 関連技術」が「STI ロードマップ」における「知の構造化」の過程で活用できると考

え、実際に SDGs の各目標と膨大な数の研究テーマとの関連づけの作業を試行した。試行の結果

により、「AI 関連技術」を用いることで、SDGs のゴールと対象となる諸研究課題との関連性をある

程度の精度で求めることができた。ただし、人間による評価が不要と言えるまでの精度では得られ

ていない他、分野によって精度が大きく異なる可能性などについても注意が必要である。また、精

度の判定については、今後、複数者によって実施する等、補強される必要がある。 
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1． 貧困をなくそう 

 

 

ターゲット 

各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度及び対策 を実施し、2030 年までに貧困

層及び脆弱層に対し十分な保護を達成する。 

 

対象キーワード 

各国 最低限 基準 適切 社会 保護 制度 対策 貧困層 脆弱 十分 保護 達成 
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2． 飢餓をゼロに 

  
 

ターゲット 

５歳未満の子供の発育阻害や消耗性疾患について国際的に合意されたターゲットを 2025 年まで

に達成するなど、2030 年までにあらゆる形態の栄養不良を解消し、若年女子、妊婦・授乳婦及び

高齢者の栄養ニーズへの対処を行う。 

 

対象キーワード 

5 歳 未満 子ども 発育 阻害 消耗 疾患 国際的 合意 ターゲット 達成 形態 栄養 不良 解消 

若年 女子 妊婦 授乳 高齢 栄養 ニーズ 対処 
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3． 飢餓をゼロに 

   
 

ターゲット 

薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、物質乱用の防止・治療を強化する。 

 

対象キーワード 

薬物乱用 アルコール 有害 摂取 物質 乱用 防止 治療 強化 
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4． 質の高い教育をみんなに 

    
 

ターゲット 

2030 年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必

要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。 

 

対象キーワード 

技術的 職業的 スキル 雇用 働きがい 仕事 起業 技能 若者 成人 割合 大幅 増加 
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5． ジェンダー平等を実現しよう 

     
 

ターゲット 

ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女子のあらゆるレベルでの能力強化のための適

正な政策及び拘束力のある法規を導入・強化する。 

 

対象キーワード 

ジェンダー 平等 促進女性 女子 レベル 能力 強化 適正 政策 拘束 法規 導入 強化 
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6． 安全な水とトイレを世界中に 

     
 

ターゲット 

2020 年までに、山地、森林、湿地、河川、帯水層、湖沼を含む水に関連する生態系の保護・回復

を行う。 

 

対象キーワード 

山地 森林 湿地 河川 帯水層 湖沼 生態系 保護 回復 
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7． エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

      
 

ターゲット 

2030 年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させ

る。 

 

対象キーワード 

世界 エネルギー ミックス 再生可能エネルギー 割合 大幅 拡大 

  



- 38 - 
 

����

��

���� ���� �	�	

����� ���	
���
�� ��
���� ��������������� !"��
��#$#%"&'	
(�)*+�,-./*
0)123456

7"8/9:"#;��
��"<=>?@ABC

�D�E� ���	
���
�� ��
���� ��������������� !���FGH��
��):I�JKLM0@12N!"OPQ:I�JRST-

UVK:LW

�D��� ���	
���
�� ��
���� 2X"YZ)'��
����)���@[\!]�8��^TK_`�ab!"��
����)c>defgh

eij`

���E� ���	
���
�� ��
���� klm4567K:LWnopqr)���stuvmwx!

�y�E� z{�|}�~������3�

���W"���./�f:"�

�C

�����K�_��

K�f

��Y����!'��t)��
���=���3����C)��n��wx"GH����
��� 5"=>

?)	
"�¡¢£"H¤¥.��:�¦§¨©ª«¬wx!­®¯n�°±²d³´µ¶·¸¹uº»¼�>!K

:LW

�y��� ILSe
��8/:�½+¾: ¿m�8/:�K:L

W3�����
��

ÀÁC

ÂÃ)ÄÅ6Æ)DÇstnÈÉ:I�JRST-�ÊËÌb!

�y��� ���	
���
�� ��
���� oÍÎp)���st�ÏÐ��>ÑmÒÓÔÕÖ"×ÔÕÖK:LW

�E�y� ���	
���
�� ��
���� ��
��ØÙny��)#ÚÛ�fÜf

�E�y� ���	
���
�� ��
��ÉÝ�Þ

Ì�ßà�áÄ

ÕâÍã)¥Aä¥åæ0mçèéêë673./*
èéì��íst"î:J��y�ïð°âñsòC

�E�E� ���	
���
�� ��
��Hó ØÙE��3××ô�õC@12N!ö��÷øµùZúûüý6

���������	�������	�
��
 �
�



- 39 - 
 

����

��

���� ������ 	��	�� 
��
�� ��
��
 ����

��

����� ���	
�� 
�� �� ���� �������������� !"#�$%&'() *+�*

���+� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� 56789:;<=7>� !"#?@�AB&��)�CD�EF�	 *++G

���+� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� HIJK:;<=LMNOPQRST�34UV&WXUV:YZ=�	 *++[

�+�\� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� `ab�cde.fghijk�34.WXlm`n^o�pO *++q

�+�+� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� r51stPuvwxy!:z=����� !"#OP{D?@�`n *+�|

�+�+� ���	
�� 
�� �� ���� 34��}~�xy!:z=��������34������	 *++q

qG�G� ]^�	
_� 
�� �� ���� �%�������v�:�<�����i��~.��#��:YZ=�	 *+�|

qG�\� ]^�	
_� ,-� 34� 34�w� ��c��i�#k ¡g¢�£¤¥/:z=¦§�¨�©ª#«� *+�|

qG�\� ���	
�� ¬­ ®¯ST P°±§9²�³´µ«i¶·&��v�¸¹º�P°¨§»�tg *+�|

qG�\� ]^�	
_� 
�� �� P°P¼�� ½¾Cª¿#i�{D?@:ÀÁZ=ÂÃ�ÄÅÆ«´#Çxy!�pO *+�*

qG��� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� ÈÉ �Ê�� ËÌ¢�stÍ��*ÎÏÐÑÇÆÒ«©:YZ=�	 *+�*

qG��� ���	
�� 
�� �� ,-�� � !"#ÓÔ#«rÕ¶·^o:z=51�cfghijk£� *++q

qG�|� Ö×�ØÙ�

	

Ú���� ��Û� WX� ÜÝ&34·Þ�ßàág:z=/� !"#�â��wãxy!&ä�åæST��

	

*++�

qG��� ]^�	
_� ,-� 34� 34�w� PÄ7ç�Rè�cé?@º51�PÄêe.PÄ�cëì:íî=lm¶· *+�q

qG��� ���	
�� Ú���� ��Û� WX� � !"#¨§�ï-&Uð);zè®ñ) *+�+

qG��� ]^�	
_� ,-./01

�

2-/01 34� òó�&5ô34õö÷5ôøù�ST:;<=òó�úû&üý:YZ=�	 *++\

qG�+� ���	
�� Ú���� ��Û� WX� ´ÆþÿĀ�{āĂ�¨:ÀZ=34WX��`n÷��ăÇĄªąkbxy!�Ág *++q

qG�+� ���	
_� 
�� �� ,-�� Ćć��ÍOĈ ĉĊZ=51� !"#êeċ-hijk�v� *+�*

qG�+� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� }!Ó�#ČÔ«�:z=HIâ� !"#čĎ��A&LM� !ď"#fglm�`

nĐ

*+��

qG�+� ]^�	
_� 
�� �� đ�� òópO:;<=34���Ē�ē¤ĔB&ĕö:YZ=�	 *++q

qG�+� ���	
_� 
�� �� đ�� ´#ÓĖ!òóxy!:z=Ćć��Íòó� !"#hijkv�hµªþ�TC *++q

q[�G� ���	
�� 
�� �� ėĀ�� ĘăþiÇhi�� !"#fg������ę�� !"#Ě�ěĜ�ĝĞğĠ *++q

q[�G� ���	
�� 
�� �� đ�� � !"#7ġbòó�ĢA�^o�v� *+�*

q[�[� ]^�	
ģ� ,-./01

�

2-/01 34� Ĥ��� !"#.34õö�vĥ�Ħħ&ä�Ĩč:�<�ST�	 *++G

q[�[� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� LMNOP:ÀZ=�Ê#ĩ.Æ«.Çª�²�WX¶·&ċ-�åæT��	 *+��

q[��� ]^�	
_� 
�� �� P°P¼�� P°7Īī�ĬPiÇ«ĩ ?@¢�ĭ�Į�`aPuhijk:YZ=įİ *+�*

q[��� ���	
�� ��� ¦� ¦§WX� ıăªĲ�´Æþ�Çĳ#!ĉĊT�Ĵ�&�¨ĵ{:ÀZ=lm¸ĕö:YZ=�	 *+��

q[��� ���	
�� ,-� 34� 34�w� ����� !"#��ĶÿĀÐÑUV:YZ=�	ķĸĹĺó ±Ļ&¢ļķ *+�\

q[��� ���	
�� 
�� �� ,-�� LMNOP�?@ĵ{:&ĽÍľĿŀŁł�deªi~¶·&WX)`n *+�*

q[�q� ]^�	
_� Ú���� ��Û� WX� ŃĒbPÄóń�Ņņ34&P°±§�Uð) *++�

q[�\� ���	
�� 
�� �� P°P¼�� `ast�&}!Ó�#ČÔ«� ï-Ňň�òó� !"#ŉUfghijkċ-¶

·

*++\

q[�\� ]^�	
_� Ú���� ��Û� WX� ®�Ŋw:z=ěĜQR&ŋRUV÷vĥ�C gŌ�LMNOP&PÄóń�`n *+�|

q[�\� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� ����� !"#�ō/�QR²ì�Ŏŏ6:ŐŌļ�WX���	 *++q

q[��� ]^�	
_� Ú���� ��Û� WX� ŃĒ:;<=� !"#ōő.� !"#Œœ�ãÃĈpŔŕ *++[

q[��� ]^�	
_� Ú���� ��Û� S8� ×ŖŃĒ�� !"#STŗŘ&ġ5789ST *+�+

q[��� ���	
_� ,-./01

�

2-/01 34� ŃřĤ|��Ś)śŜ4ŝŞ&5ôøù�şŠ��ę�šÄŢţŤ�v�:YZ=�	 *++\

q[��� ���	
�� 
�� �� P°P¼�� ����� !"#�fg åæZ=��WXhijk��	 *++G

q[��� Ö×�ØÙ�

	

,-./01

�

2-/01 ��.ťŦhijkÛ

�

"³¿#ŧ#hjÊ ĢAZ={òóŨvĥ�Ŏŏ6 *+�*

q[�|� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� ũŪ§:;<=ūãÃ��Ŭêevĥ&� !"#čĎ.�Ś³iÎÏ:YZ=WX`

n

*++q

q[�*� ���	
�� 
�� �� đ�� ŭŮŖ�HIJK�ůŰĴ�ºű� ��Ų34ųT�UV:íî=lm�CD�¶· *+�*

q[�*� ���	
�� 
�� �� P°P¼�� ��c�;zèŴŵ���:;<=/ěĜ7Īī�QR&ď�cÎÏÐÑUV�ğĠ&`

n

*+�*

q[�*� Ö×�ØÙ�

	

Ú���� ��Û� S8� ����� !"#åæST�S8WX� *+�+

q[��� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� 34&ğŶZ=ŷŸOP9 gŌ�Źź£Żbŋ� !"#OPżŻ�pO *+�*

q[�+� ]^�	
_� Ú���� ��Û� WX� ��c���ĢA:�<�®�Ŋw²ì�ĎgÀUV�`n *+�+

��������� ���



- 40 - 
 

 

q[�+� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� 56789������ !"#?@�ABEF&æŽì�����pO *+�*

q[�+� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� }jªı!��# ËÌ:@ž���.� !"#ċ-xy!�v�:YZ=�	 *+��

q[�+� ���	
_� ,-./01

�

2-/01 34� ſ�����Ŭ���	#y«}#~&ĩÆƀ������ !"#&51WX¡)� *+�*

q��G� ���	
ģ� ,-� 34� 34�w� �� {D?@ ƁƂ&¢�`abPÄhijk�£�&51�ÍWXŋRUV��	 *+�\

q��G� ���	
_� ,-� 2-01 ��.ťŦhijkÛ

�

Ćć��hijkv�:�<������ !"#QRåæT�ċ-`n *+�\

q��G� ƃƄ�	 ¬­ ƅƆ�.ƅƆ��

�

Ćć��Í���ĢA:�<�ű� ���� �¡»�ŗŘ Ƈ�ZHIÛƅėpO *+�+

q��G� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� 51:;<=� !"#ÀT,-¶·xy!�pO *+�+

q��[� ���	
�� Ú���� ��Û� o� � !"#±§ā²ƈō&����� !"#�QR *+�\

q��[� ���	
ģ� ,-� 34� 34�w� hijkƈō�ƉƊ�51`ab� !"#hijk»�Ƌƌ×ƍ:YZ=ST�	 *+�q

q��[� Ö×�ØÙ�

	


�� �� ,-�� ūãÃÛ�ěĜÆĳƎ#hƏ«�òó� !"#hÒƐƑ#hƏ«:z=¶· *+�+

q��[� ���	
�� Ú���� ��Û� WX� PÄƒ~Ç#7ç��ƓĦƔ�ƕ#}«i���ƖÏ&ƗıČıƓĦ�Ɗ�tg *+�+

q��[� ���	
_� ,-./01

�

2-/01 34� LMNOPěĜ fg¢�rƘ�ƙñ�Ïb�ŬšÄxy!�v� *+�+

q���� ]^�	
_� ,-� 34� 34�w� ����� !"#�ÏÄĴĪÀT&ƚu��c���ę�PÄ.ƚċ-hijk�Ƃ

ƛ

*+�\

q���� ���	
�� 
�� �� ƜƝ�� 34ƞŦěĜ&¢ļ�ƟŚ��c�ĚƠơC9�Ƣw&ƣńĥw»�fg *++�

q���� ���	
�� 
�� �� ���� 34·ÞƤOƥ#Ʀi âƧ¢�ƨƩ�ń�æ�:z=��c¨§��ŗŘ�¶· *++G

q��q� Ö×�ØÙ�

	

Ú���� ,-Ú��� 51�	 �ÄOPƪ����� !"#�âJƠñð:YZ=�	 *+��

q��q� ���	
ģ� ,-./01

�

2-/01 34� `abPÄhijk�²ì£�&��WX�¶·¸ä�51��»�ƫí:YZ=�	 *+�*

q��\� ���	
�� 
�� �� ,-�� ŭŮÀÁƬPƭ?@&34ƮƯ�Ñ¡g�ÈÉ �Ê��`n *+�*

q��\� ]^�	
_� Ú���� ��Û� WX� � !"#¨§�ā²ƈō:YZ=Ģư�	 *+�+

q��\� ���	
_� 
�� �� đ�� Ʊ�JK�øƲUV³i{ƳÐÑ&���vĥĴ��ßàƴY`n *+�+

q���� ���	
�� 
�� �� đ�� Ƶ£ƶƷ&ƸğƜƷ�ßàlm ËÌ¢�ƹƺƻƼƽƾ£�:YZ=�	 *+�*

q���� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� Ĥ�:;<=´Æþ}i� !"#�51êe´ŧ«i:YZ=�	 *+��

q���� ���	
_� 
�� �� ,-�� ƿß%ǀvĥ�st�:z=³iǁÆĩƑ#��wǂì�{Ƴǃ�:YZ=�	 *+�q

q���� ���	
�� ,-� 34� 34�w� ¦§51:;<=LMNOP�?@��D:YZ=�	 *+�q

q���� ]^�	
_� 
�� �� ,-�� �Ŭde ËÌ¢�´Æþ}if¡ghijk�st£� *+��

q��*� Ö×�ØÙ�

	


�� �� ,-�� Ǆǅ� !"# fgZ=OPǆhijk *++[

q��*� ���	
�� 
�� �� đ�� �cƔÆǇŧÆ«:z=ǈǉ`abPu&Pƭƴ�hijk�?@UV:YZ=Ģư�

	

*+�*

q��*� ���	
ģ� ,-� 34� 34�w� ǊıČı�Ćć��ÍOĈ��ę�� !"#.34ǋS�©ª#«ƈō *+�|

q���� ���	
�� ,-� 2-01 �¡Û� LMNOP.P°7Īī.ƬP&ǌ�Ǎĭ¡g¢���ci}#�ŧÆ�iÇÆ!��	 *+�|

q��+� ���	
�� 
�� �� đ�� ĢưĢǎ:�Ǐǐ51`ab� !"#ěĜ�ÆǑhıÓǒRè×ƍē¤ *++G

q��+� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� ǊıČı¯�Ǔǔ�34WXSTķ�D`n:z=ST¶·ķ *+��

q��+� ���	
_� 
�� �� đ�� Ĥ�:;<=2-đ�ų£�� !"#deAĔEFRèŃĒ�ű� !"#ěĜƋŗ *++[

q��+� ���	
�� 
�� �� ,-�� ´Æþ}if¡g��ę�51,-����� !"#hijk�£�^o�v� *++\

q��+� ]^�	
_� ,-� 2-01 ��.ťŦhijkÛ

�

PÄóń�¡)�:�<�P°±§Ǖ���ůǖǗC`n *+�|

qq�G� ]^�	
_� Ú���� ��Û� Wǘ� � !"#rčĎƜƷ:;<=�ÈÆĳÉ#hƏ«��ÏăĲǑąk:YZ=�	 *++[

qq�G� ]^�	
_� ,-./01

�

2-/01 ��.ťŦhijkÛ

�

ŮǙ.5ô34õö»�,-ÀT&¢ļ�51� !"#ǚ��Ğ^o�pO *+�*

qq�[� ���	
�� Ú���� ��Û� WX� Ćć��ÍǛŰ¨§wãxy!�pO.¶· *++G

qq�[� ���	
�� Ú���� ��Û� ��� Ćć��Í56ǋS�v�:�<�ǋS������:Ľ&Ǐǐ���	 *+��

qq��� ���	
�� 
�� �� P°P¼�� ����� !"#&ű� !"#��ę�²ì£� *+�*

qq��� ]^�	
_� ,-./01

�

2-/01 34� Ģg�.ċ-�34ƮƯÎÏÆ«É«�ª#hijk
ǜǝ�ǝĭ��pO:YZ=�	 *++q

qq��� ���	
_� Ú���� ��Û� Wǘ� � !"#Ǟ34õö�ĨǗ&¨§OĈ�ǟġ Ƈ�ZWǘ���	 *+��

qq��� ]^�	
_� ,-� 34� 34�w� �� {D?@:�<�� !"#Æ«�ŧ�v�:YZ=,-��	 *+�q

qq��� ���	
�� 
�� �� P°P¼�� ŭŮǓ:ëŌi}#�©ª�ĩ:z=PÄePhijk�v� *+�*

����

��

���� ������ 	��	�� 
��
�� ��
��
 ����

��

��������� ���



- 41 - 
 

qq�q� ���	
�� 
�� �� ,-�� ŹǠ� !"# �:¢�/�ǡ� !"#�Ï:YZ=�	 *++\

qq�q� ���	
_� Ú���� ��Û� WX� ǊŃĒ{ŭŮ:z=ǢO±ǣ&¨§ƸǤ�ºŃĒ�� !"#êe:íî=lm�`n *+�*

qq�q� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� òó:;<=7>� !"ķƜƷQRT&51ǈƱ�ǥǦ):YZ=
ǧ�.Ģư��	 *+�+

qq�q� ���	
�� 
�� �� đ�� /¢ŌǨǩėǪǫDǬƚj«�Ǫ;zèiĳ#�Ėĳ«?@:z=ǭǮ¡g��Èi�� *+��

qq�q� Ö×�ØÙ�

	

Ú���� ��Û� WX� ı«´«ĩª«©&����� !"#?@Ɖ�PÄóń�Ŵǯì.Ò~�y#Ç`n *+�|

qq�q� ���	
�� ,-./01

�

2-/01 34� ��cb¨§vĥ:�<�Ĳ#Ą«ÓÔ#«�ō/ *++G

qq�\� ���	
�� 
�� �� P°P¼�� 34ƮƯ ËÌ¢�šğ�óńăĲǑąk:Ľ&ǏǐƚP� !"#hijk�stǰ

g

*++\

qq�\� ���	
�� ,-� 34� 34�w� WXxy!`n ĤǱ&¢��c²œº�ŬŅņÄ:íî=lm��Ŭ�`n *+�|

qq�\� ���	
�� Ú���� ��Û� Wǘ� ǲ�ǔ� !"#dehijk�ē¤&ƋƌÃ�ĶǳǴǵhijk *+�*

qq�\� ���	
_� 
�� �� ���� Ɵ�Ƕ¨§vĥƈō&ǷǸSTĴ�:z=ǹòǺCǻǼw��)�įİ *++\

qq��� ]^�	
_� 
�� �� ���� 34.WX�Ćć��)&ÚėƋŗ:YZ=ǽ-ßǾ)ǿȀ�`n^o�Ƃƛ *+��

qq��� ���	
_� 
�� �� ,-�� ��cb� !"#.34.WXxy!�v� *++G

qq��� ���	
_� Ú���� ��Û� WX� ŃĒ&Ĥ�¸Æ«ĩ:;<=´ÆþÿĀ�ȁȂ÷ƸǶȃȄĽfg¢�34WX`n *++[

����

��

���� ������ 	��	�� 
��
�� ��
��
 ����

��

��������� ���



- 42 - 
 

 

����

��

���� ������ 	
�	
�

��

�
�
 ����

��

����

��

��������

����

����� ������	
��
���� �������������� !���"#$%&'()*

+

,-./

0

123
43
546
��	4�

78

9::; �<<< 9=;<<

�9�;� ������	
��
���� '(>?@ABC?@DEFGH�IJKLMN>O#4PQ

RS4TUVW� X

YZ.[

\

]^3
._`4ab	
cd��	

eabf.g78

�<9h �<9: i=:<<

�9�h� ������	
��
���� ,��jklmMN>O#AnopqrXstu�vwxyz

{|
�D}~F��

�.�1 ]���	
3
46
j4�78 �<<< �<<� 9<=i<<

�<�i� ������������ ��MN>O#���F��������������x��

��D

��.�

�

1�3
.3
56
���	.78 �<<: �<99 h=<<<

�<�i� �����ab��cd��
  ¡¢£MN>O#�3¤¥ !�¢£A~F¦§¨©MN>

O#"Nª«*&¬­®¯

°±²

³0

1�3
.¡`����´ �<<: �<99 ;h=�:h

�<��� �����ab��cd��
 1�±3µ¶�·¸¹º�»¼��½¾�B¿~Fº��¬À

)ÁAÂ�D}~F��

Ã-Ä

Å

1�3
.3
5�ÆÇÈ�	
��

	

�<9� �<9� É;=É9�

É:�:� ������	
��
���� �x¦ÊËDÌÍF ¡¢£MN>O#���AÎÇRS�Ï

ÐËD}~F��

3Ñ.Ò

Ó

ÔÕ3
.Ö
j.78 �<9� �<9� h=�<<

É:�;� ������	
��
���� ab×Ø�º�� ¡¢£MN>O#�� !DEFË�ÙÚ

Û
s�tuD}~F��

�<9� �<�< �=;<<

É:�;� ������	
��
���� ab©³ÜTUMN>O#¬­®¯��� Ý.Þ� 1�3
46
j478 9::i 9::h h=;<<

É:�;� ������	
��
���� ßàK��ÌEz¤áâ ¡¢£MN>O#�ãyDyä~å

æD}~F��

ç�.è

é

êë3
4RS
j478 �<<9 �<<i �=h<<

É:��� ������	
��
���� ì�]íAìabí�&î#ï4ÁðAMN>O#eñ»f�òó

ôõD}~F��

ö÷.ø ùúû3
4��}ü
j478 9::9 9::i �=9<<

É:�É� ������	
��
���� MN>O#`�DÌÍF¤áýþâÎÇRSDyäÿºĀāD

ĂăĄ�BC?@

ąĆ.ć

�

ĈĉĊù3
4RS
j4�78 �<<� �<<� i=i<<

É:�É� ������	
��
���� ċ�Čñ�������#(*"#čAïĎď� ¡¢£MN

>O#AÎÇRSÏÐË

Ã-.Đ

³

2đĒ3
4RS
��	ē��

5Ĕ478

�<9� �<9h 9�=��<

É:�É� ��ĕ����ĖėÏĘ ęĚě�ĜĝA~FĞ#ě#ğ)#Ġ#���� ġĢ.ģ

Ĥ

1�3
.3
5�ÆÇÈ�	
��

	.ĥĦ78

�<9< �<9h <

É:�É� �����ab��cd��
  ¡¢£MN>O#ħĨĩĖėDEFĪīºĬÜĭ?ĮMN>

O#4¬­®¯���

įİ.ı Ĳĳ3
 �<9� �<9h 9<:=�i<

É:�h� ������	
��
���� Ö�� ¡¢£MN>O#Ï�DEFMN>O#¦ĨĴĵ�A

ÖĶ ¡�¢£Ð

Ć±.ķ

[

2đĒ3
4ēĖdĔÖ
��	

ē��5Ĕ478

�<9i �<9É i=:<<

É:��� ������	
��
���� ĸHĹ�DÌÍFĺaÜÖ���ĻAļĎÁĽMN>O#Uľ

�Ŀ�D}~F����

ŀŁł

UŃ

ńŅņ`3
4ņ`
j478 �<<< �<<i 9h=�<<

É:��� Ň�ň���À¬ŉÀ>ŊŋªŌč&4

B�Ëō���

 ¡¢£MN>O#Ľ������ �<9� �<9: i=h<<=<<<

É:�9� ������	
��
���� MN>O#ŎŌ#*ŏŐőŒœŔDEFÎÇ_ŕ��¬­®¯

Ŗŗ

ŘĆ.ř

é

Śś3
43
54¬­®¯Ŝŝ6


��	478

�<<É �<<; i=<<<

É:�9� ������	
��
����  ¡¢£MN>O#�Ë�ÙÚtuåæD}~F��ŞşŠš

U���AÿĄŞ

�-.Ţ

ţ

Ť�P3
.RS
j.78 �<9h �<�< �=::<

É:�9� ������	
��
����  ¡¢£MN>O#3s !�º��¦§?ĮÜ�xħĨ¬­

®¯���

œť.Ŧ

ŧ

�T3
.MN>O#	
��	.78 �<9h �<9; �=;9<

É:�<� ������	
��
���� 9:;�Ũ?ũŔ !Ūū�ŬĎũ��� Ć±.ŭ

Ů

Ĳĳ3
4ůĐ
j478 �<<< �<<� i=�<<

É:�<� ������	
��
���� Ű�ŕÜ�����A`�ű�Ų�D}~F�,��?@ �.�1 ]���	
3
46
j478 �<99 �<9� i=É�<

É:�<� ������	
��
���� ųÞŴ��DŲ~Fðŵ#ï4Ď*4Ŭ)ðá�RSőŒAŶ

dKō�����

Yŷ.Ÿ

Ź

ùúû3
4`�PQ
j478 �<99 �<9� i=�h<

É:�<� ������	
��
���� ųÞŴ��� !ź3DAīLŻżŽžſ�ƀĨ)­čőŒA

RSÐ?@

ƁƂ.ƃ ą-3
478 �<9� �<9h h=�É<

É:�<� ������	
��
���� RSKĎ*Ƅ*®ŵğ��ăºÎƅƆƇËŲ���� ,Ķ.ƈ

Ɖ

����3
53
4����	4

78

�<<� �<<� 9=�<<

É:�<� ������	
��
���� ƊƋAabŒƌ�ƍƎƏ�DEF�MN>O#�Ř¡K�]'

(>AƐ�ō������

Ƒƒ.Ɠ

Ɣƕ

Śś3
43
54¡úab	
�

�	478

�<<� �<9< i=�<<

É:�<� Ň�ň�����BC4Ėė ƖªƖƗÎÇDÌÍF¿Îó�ÜĎ*ðě¬­®¯��BC�

���

�<99 �<9i �<<=<<<

É;�:� ������	
��
���� MN>O#Aab���F+ŋ#ļ>¬À)Á Ƙƙ.Ċ

ƕ

ƚƛƜƝ3
4��4«(ŵƖ��

	478

9::; �<<9 9�=9<<

���������	
��
������ ���



- 43 - 
 

8． 働きがいも経済成長も 

      
 

ターゲット 

2030 年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光業を促進する

ための政策を立案し実施する。 

 

対象キーワード 

雇用 創出 地方 文化振興 産品 販促 持続 可能 観光 促進 政策 立案 
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9． 産業と技術革新の基盤を作ろう 

       
 

ターゲット 

2030 年までにイノベーションを促進させることや 100 万人当たりの研究開発従事者数を大幅に増

加させ、また官民研究開発の支出を拡大させるなど、開発途上国をはじめとする全ての国々の産

業セクターにおける科学研究を促進し、技術能力を向上させる。 

 

対象キーワード 

イノベーション 促進 100 万人 当たり 研究開発 従事 大幅 増加 官⺠ 研究開発 支出 拡大 

開発途上国 国々 産業 セクター 科学 研究 促進 技術 能力 
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10． 人や国の不平等をなくそう 

        
 

ターゲット 

世界金融市場と金融機関に対する規制とモニタリングを改善し、こうした規制の実施を強化する。 

 

対象キーワード 

世界 金融市場 金融機関 規制 モニタリング 改善 規制 強化 
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11． 住み続けられるまちづくりを 

         
 

ターゲット 

2030 年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特別な注意を払うことによるも

のを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽減する。 

 

対象キーワード 

大気 一般 その他 廃棄物 管理 特別 注意 都市 一人 当たり 環境 悪影響 軽減 
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12． つくる責任つかう責任 

          
 

ターゲット 

2030 年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫

後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。 

 

対象キーワード 

小売 消費 レベル 世界 全体 一人 当たり 食料 廃棄 半減 収穫 損失 生産 サプライチェー

ン 食料 損失 減少 
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13． 気候変動に具体的な対策を 

          
 

ターゲット 

気候変動対策を国別の政策、戦略及び計画に盛り込む。 

 

対象キーワード 

気候変動 対策 政策 戦略 計画 
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14． 海の豊かさを守ろう 

           
 

ターゲット 

2030 年までに、漁業、水産養殖及び観光の持続可能な管理などを通じ、小島嶼開発途上国及び

後発開発途上国の海洋資源の持続的な利用による経済的便益を増大させる。 

 

対象キーワード 

漁業 水産 養殖 観光 持続 可能 管理 小島嶼 開発途上国 後発開発途上国 海洋資源 持

続 利用 経済的 便益 増大 
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15． 陸の豊かさも守ろう 

            
 

ターゲット 

2020 年までに、外来種の侵入を防止するとともに、これらの種による陸域・海洋生態系への影響を

大幅に減少させるための対策を導入し、さらに優先種の駆除または根絶を行う。 

 

対象キーワード 

外来種 侵入 防止 海洋生態系 影響 大幅 減少 対策 導入 優先 駆除 根絶 
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16． 平和と公正をすべての人に 

            
 

ターゲット 

あらゆる形態の汚職や贈賄を大幅に減少させる。 

 

対象キーワード 

形態 汚職 贈賄 大幅 減少 
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17． パートナーシップで目標を達成しよう 

             
 

ターゲット 

2017 年までに、後発開発途上国のための技術バンク及び科学技術イノベーション能力構築メカニ

ズムを完全運用させ、情報通信技術（ICT）をはじめとする実現技術の利用を強化する。 

 

対象キーワード 

後発開発途上国 技術 バンク 科学技術 イノベーション 能力 構築 メカニズム 完全 運用 情

報通信 技術 ict実現 技術 利用 強化 
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補論：SDGs が提唱される前の科学技術イノベーション政策と関連施策 
研究背景で触れた「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」では、持続可能な開発目標

（SDGs）に関わる日本の過去の取組について、国内においては、1）環境基本法及び環境基本計

画、2）国土強靭化基本法、3）男女共同参画社会基本法、女性活躍推進法、障害者基本法など

「包摂的な社会づくり」に関わる事項等を例示している。また、国際協力の面では、4）政府開発援

助（ODA）と「開発協力大綱」などの例を挙げている。以下では、これらの SDGs に関わる日本の過

去の取組が、STI-P とも有機的に繋がっていること、また、こうした歴史的経緯から、これらの要素が

日本の今後の STI for SDGs を考える上でも重要な要素となり得ると考えられることを示す。 

 

補.1. 環境基本法及び環境基本計画と科学技術イノベーション政策 

環境省ウェブサイト68によると、上述の 1）の内、「環境基本法」は、平成 4 年 6 月にブラジルで開

催された地球サミットの成果を踏まえ、環境政策の枠組を再構築することに向け、平茂 4 年 7 月以

降具体的な法制のあり方について検討が進められ、平成 5 年 11 月に公布・施行された。環境基

本法の制定以前にも、国レベルにおける環境行政の総合化のための枠組として、環境庁（当時）

が単独で定めた「環境保全長期計画」（昭和 52 年）及び「環境保全長期構想」（昭和 61 年）があっ

たものの、環境基本法の制定によりはじめて、政府全体の環境の保全に関する施策の基本的方向

を示す計画が定められることとなったとされている。特に、第四条では、2030 アジェンダや SDGs に

繋がる内容として、「環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築等」として、「環境の

保全は、社会経済活動その他の活動による環境への負荷をできる限り低減することその他の環境

の保全に関する行動がすべての者の公平な役割分担の下に自主的かつ積極的に行われるように

なることによって、健全で恵み豊かな環境を維持しつつ、環境への負荷の少ない健全な経済の発

展を図りながら持続的に発展することができる社会が構築されることを旨とし、及び科学的知見の

充実の下に環境の保全上の支障が未然に防がれることを旨として、行われなければならない。」と

定めている。更に、環境基本法第五条でも、「国際的協調による地球環境保全の積極的推進」に

ついて、「地球環境保全が人類共通の課題であるとともに国民の健康で文化的な生活を将来にわ

たって確保する上での課題であること及び我が国の経済社会が国際的な密接な相互依存関係の

中で営まれていることにかんがみ、地球環境保全は、我が国の能力を生かして、及び国際社会に

おいて我が国の占める地位に応じて、国際的協調の下に積極的に推進されなければならない。」

と定めている。 

また、同様に環境省ウェブサイト69によると、上述の 1）の内、もう片方の「環境基本計画」は、「政

 
68 環境省ウェブサイト「環境基本計画とは」（2019年 4月 10 日アクセス）＜http://www.env.go.jp/policy/kihon_keika
ku/introduction01.html＞ 
69 環境省ウェブサイト「環境基本計画とは」（2019年 4月 10 日アクセス）＜http://www.env.go.jp/policy/kihon_keika
ku/introduction01.html＞ 
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府全体の環境の保全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱を定めるもの」であり、「国民・各種

団体からの意見募集など様々な機会を通じた幅広い議論を経て策定」されるものとして、環境基本

法第 15条で以下のように規定している70。 

 

第十五条 政府は、環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境

の保全に関する基本的な計画（以下「環境基本計画」という。）を定めなければならない。 

2 環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 環境の保全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱 

二 前号に掲げるもののほか、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項 

3 環境大臣は、中央環境審議会の意見を聴いて、環境基本計画の案を作成し、閣議の決定

を求めなければならない。 

4 環境大臣は、前項の規定による閣議の決定があったときは、遅滞なく、環境基本計画を公

表しなければならない。 

5 前二項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。 

 

そして、「環境基本計画には、政府の取組の方向を示すのみならず、地方公共団体、事業者、

国民のあらゆる主体の自主的、積極的取組を効果的に全体として促す役割も期待されています。」

と説明している。更に、平成 6 年 12 月の閣議決定により策定された「第一次環境基本計画」は、

「循環」、「共生」、「参加」及び「国際的取組」が実現される社会を構築することを長期的な目標とし

て掲げ、環境への負荷の少ない循環を基調とする経済社会システムが実現されるよう、人間が多

様な自然・生物と共に生きることができるよう、また、そのために、あらゆる人々が環境保全の行動

に参加し、国際的に取り組んでいくこととなるよう意図して、長期的な目標の実現のための施策の

大綱、各主体の役割、政策手段のありかたなどを定めたとしている。また、最近の計画である「第五

次環境基本計画」は平成 30 年 4 月に閣議決定され、（1）SDGs、パリ協定採択後に初めて策定さ

れる環境基本計画であり、SDGs の考え方も活用しながら、分野横断的な６つの「重点戦略」を設定

し、環境政策による経済社会システム、ライフスタイル、技術などあらゆる観点からのイノベーション

の創出や、経済・社会的課題の「同時解決」を実現し、将来に渡って質の高い生活をもたらす「新

たな成長」につなげていくこと、及び、（2）地域の活力を最大限に発揮する「地域循環共生圏」の考

え方を新たに提唱し、各地域が自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資源を補

完し支え合う取組を推進していくこと、といった環境政策の方向性を示している。 

 
70 「電子政府の総合窓口 e-Gov」ウェブサイト「環境基本法（平成五年法律第九十一号）」（2019年 4月 10 日アクセ

ス）＜http://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=405AC0000000091＞ 
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特に、「あらゆる観点からのイノベーションの創出や、経済・社会的課題の『同時解決』を実現」の

部分から、SDGs の推進に向けて、イノベーションの創出や経済・社会的課題を『同時解決』する新

しい技術や社会システムの社会実装など、STI-P の効果に期待が寄せられていることがわかる。 

 

補.2. 「強くてしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災に資する国土強靭化基

本法」と科学技術イノベーション政策 

内閣官房ウェブサイト71によると、上述の 2）国土強靭化基本法に関連して、「国土強靱化（ナショ

ナル・レジリエンス）、防災・減災の取組みは、国家のリスクマネジメントであり、強くてしなやかな国

をつくること」であると述べており、また、それは「日本の産業競争力の強化」、「安全・安心な生活

づくり」、それを実現する「人の力を創ること」でもあると述べ、「国民の命と財産を守り抜きます。」と

の決意を述べている。内閣官房国土強靭化推進室（2014）「国土強靭化とは？」によると、「国土強

靭化の基本目標」は、（1）人命の保護が最大限図られること、（2）国家及び社会の重要な機能が致

命的な障害を受けず維持されること、（3）国民の財産及び公共施設に係る被害の最少化、（4）迅

速な復旧復興、である。同じく、「国土強靭化とは？」によると、国土強靭化の取組を規定する「強く

てしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災に資する国土強靭化基本法」（以下、「国土

強靭化基本法」と表記）の「目的、基本理念」として、①大規模自然災害等に備えた国土の全域に

わたる強靭な国づくりの推進すること、②必要な施策を、明確な目標のもと、現状の評価を行うこと

を通じて策定すること、国の各種計画に位置付け、③国土強靭化基本計画はその指針となること

を挙げている。また、同法の基本方針は、1）人命の保護が最大限図られる、2）国家及び社会の重

要な機能が致命的な障害を受けず維持される、3）国民の財産及び公共施設に係る被害を最小化

する、4）迅速な復旧復興を可能とする、という「国土強靭化の基本目標」と共通する要素に加え、5）

ソフト・ハード施策の組合せによる国土強靭化推進のための体制を整備する、6）自助、共助、公助

の適切な組み合わせによる取組を基本とし、特に重大性・緊急性が高い場合は国が中核的な役

割を果たす、7）実施される施策は、国民需要の変化や社会資本の老朽化等をふまえるとともに、

重点化を図る、という事項を挙げている。 

更に、「国土強靭化基本法」の前文では、「大規模自然災害等から国民の生命、身体及び財産

を保護し、並びに国民生活及び国民経済を守ることは、国が果たすべき基本的な責任の一つであ

る」と述べている。しかし、「様々な災害が多発する我が国において、求められる事前防災及び減

災に係る施策には限りがなく、他方、当該施策を実施するための財源は限られている」ことから、

「大規模自然災害等に対する脆弱性を評価し、優先順位を定め、事前に的確な施策を実施して大

規模自然災害等に強い国土及び地域を作るとともに、自らの生命及び生活を守ることができるよう

 
71 内閣官房ウェブサイト「国土強靭化」（2019年 4月 10 日アクセス）＜https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_ky
oujinka/＞ 
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地域住民の力を向上させることが必要」であること、また、「国や地方公共団体だけではなく、地域

住民、企業、関係団体等も含めて被災状況等の情報を共有すること、平時から大規模自然災害等

に備えておくこと及び新たな技術革新に基づく最先端の技術や装置を活用することが不可欠」で

あること等を述べている。更に、「災害に強くしなやかな地域社会を再構築することを通じて被災地

に希望を与えることも重要である」ことや、「我が国のこのような大規模自然災害等に備える取組を

諸外国に発信することにより、国際競争力の向上に資するとともに災害対策の国際的な水準の向

上に寄与することも、東日本大震災を経験した我が国が果たすべき使命の一つである」ことを指摘

している。 

また、「国土強靭化基本法」の第十条では「国土強靭化基本計画」、第十三条では「国土強靭化

地域計画」について定めている。このうち「国土強靭化基本計画」は、政府が、「国土強靱化に関

する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、地方公共団体の国土強靱化に関する施策の実

施に関する主体的な取組を尊重しつつ、前章に定める基本方針等及び国が本来果たすべき役割

を踏まえ、国土強靱化に関する施策の推進に関する基本的な計画（以下「国土強靱化基本計画」

という。）を、国土強靱化基本計画以外の国土強靱化に係る国の計画等の指針となるべきものとし

て定めるもの」とし、以下の事項について定めるとしている。 

 

一、 国土強靱化基本計画の対象とする国土強靱化に関する施策の分野 

二、 国土強靱化に関する施策の策定に係る基本的な指針 

三、 前二号に掲げるもののほか、国土強靱化に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項 

 

そして、「国土強靱化基本計画以外の国の計画は、国土強靱化に関しては、国土強靱化基本

計画を基本とするものとする」ことが第十一条で定められている。 

他方、「国土強靭化地域計画」は、「都道府県又は市町村は、国土強靱化に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図るため、当該都道府県又は市町村の区域における国土強靱化に関する

施策の推進に関する基本的な計画（以下「国土強靱化地域計画」という。）を、国土強靱化地域計

画以外の国土強靱化に係る当該都道府県又は市町村の計画等の指針となるべきものとして定め

ることができる。」と定めている。 

更に、同法の第十四条では、上述の「国土強靱化地域計画」と「国土強靱化基本計画」との「関

係」については、「国土強靱化地域計画は、国土強靱化基本計画との調和が保たれたものでなけ

ればならない」と定めている。 
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図 21：「国土強靭化基本計画」と「国土強靭化地域計画」の関係 

  

内閣官房国土強靭化推進室（2014）「国土強靭化とは？ ～強くて、しなやかなニッポンへ～」より転載。 

 

なお、「国土強靭化基本法」の第九条は、「国土強靭化に関する施策」について次の事項を定め

ている。 

 

第九条 国土強靱化に関する施策は、次に掲げる方針に従って策定され、及び実施されるも

のとする。 

一 既存の社会資本の有効活用等により、施策の実施に要する費用の縮減を図ること。 

二 施設又は設備の効率的かつ効果的な維持管理に資すること。 

三 地域の特性に応じて、自然との共生及び環境との調和に配慮すること。 

四 民間の資金の積極的な活用を図ること。 

五 国土強靱化の推進を図る上で必要な事項を明らかにするため、大規模自然災害等に対

する脆弱性の評価（以下「脆弱性評価」という。）を行うこと。 

六 人命を保護する観点から、土地の合理的な利用を促進すること。 

七 科学的知見に基づく研究開発の推進及びその成果の普及を図ること。 

 

このうち、七では、「科学的知見に基づく研究開発の推進及びその成果の普及を図ること」と定

めており、STI-P の効果への期待が表明されていると考えられる。 

これに関連し、例えば、平成 30 年 12 月に閣議決定された「国土強靭化基本計画」は、「第 3章 

国土強靭化の推進方針（横断的分野の推進方針）（E）研究開発」で、以下の事項を述べている。 

 

l 教育・研究機関、民間事業者において優れた人材を育成するとともに、研究開発・技

術開発に対するインセンティブを導入して、先端技術の導入促進を進め、国土強靱化
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に係るイノベーションを推進するとともに、大規模自然災害に対する国・地方公共団

体・民間など関係機関の災害対応力の強化等のため、優れた技術や最新の科学技

術を活用することで、防災・減災及びインフラの老朽化対策における研究開発・普及・

社会実装を推進する。【内閣府（科技）、関係府省庁】 

l Society 5.0 の実現とともに SDGs 達成に向けた取組など、研究機関や民間事業者に

おける基礎技術から応用技術に至る国民の安全・安心に係る幅広い分野での社会実

装に向けた研究開発を促進する。その際、国土強靱化に係る研究施設の機能強化、

研究開発の他目的への転用など、他目的の研究開発の国土強靱化の各分野への活

用を推進し、効率的・効果的な研究開発に努める。【内閣府（科技）、関係府省庁】 

 

このうち、後半の内容は、Society5.0 の実現に向けた STI-P や SDGs 達成に向けた取組が、国

土強靭化の目的とも合致することや、これらの施策が国土強靭化の進展においても重要な役割を

果たすことを述べていると考えることができる。 

また、同じく「国土強靭化基本計画」の「（別紙 2）プログラムごとの脆弱性評価結果」のうち「2.横

断的分野 E）研究開発」では、以下の事柄が指摘されている。そこでは、国土強靭化と STI-P の重

なる領域における、国土強靭化の側から見た課題の一端が示されていると考えられる。 

 

図 22：「国土強靭化基本計画」の「プログラムごとの脆弱性評価結果」のうち「研究開発」 

 
「国土強靭化基本計画 －強くてしなやかな日本へ－」（平成 30 年 12 月 14 日閣議決定）より転載。 

 

補.3. 包摂的な社会づくりと科学技術イノベーション政策 

上述の 3）男女共同参画社会基本法、女性活躍推進法、障害者基本法など「包摂的な社会づく

り」に関わる事項等については、内閣府男女共同参画局ウェブサイト72によると、男女共同参画社

会を、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活

 
72 内閣府男女共同参画局ウェブサイト「『男女共同参画社会』って何だろう？」（2019年 4月 10 日アクセス）＜

http://www.gender.go.jp/about_danjo/society/index.html＞ 
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動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を

享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」であると説明している。そして、「男女共同参

画社会基本法（平成十一年六月二十三日法律第七十八号）」の第 2条では、「男女共同参画社会

の形成」という言葉の意味について、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社

会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、

社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会を形成することをい

う」と説明している。また、同法の第 1条は、この法律の目的について次のように定めている。 

 

第一条 この法律は、男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情勢の変化に対応できる豊か

で活力ある社会を実現することの緊要性にかんがみ、男女共同参画社会の形成に関し、基本

理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民の責務を明らかにするとともに、男女共同参

画社会の形成の促進に関する施策の基本となる事項を定めることにより、男女共同参画社会

の形成を総合的かつ計画的に推進することを目的とする。 

 

このことから、STI-P や SDGs の達成に向けた取組の推進等により社会経済情勢が更に変化す

ることが予想される中で、「男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情勢の変化に対応できる豊か

で活力ある社会を実現することの緊要性」を考慮することの重要性が高まり続けていると考えられる。 

更に、同法の第 13条は、「男女共同参画基本計画」について次のように定めている。 

 

第十三条 政府は、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため、男女共同参画社会の形成の促進に関する基本的な計画（以下「男女共

同参画基本計画」という。）を定めなければならない。 

2 男女共同参画基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 総合的かつ長期的に講ずべき男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の大綱 

二 前号に掲げるもののほか、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するために必要な事項 

3 内閣総理大臣は、男女共同参画会議の意見を聴いて、男女共同参画基本計画の案を作

成し、閣議の決定を求めなければならない。 

4 内閣総理大臣は、前項の規定による閣議の決定があったときは、遅滞なく、男女共同参画

基本計画を公表しなければならない。 

5 前二項の規定は、男女共同参画基本計画の変更について準用する。 

 

次に、内閣府男女共同参画局ウェブサイトによると、2015 年 12 月に決定された「第 4次男女共
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同参画基本計画」は、男女共同参画社会基本法に基づき、施策の総合的かつ計画的推進を図る

ため、平成 37 年度末までの「基本的な考え方」並びに平成 32 年度末までを見通した「施策の基

本的方向」及び「具体的な取組」を定めるものであると説明している。そして、同計画の「第 1 部 基

本的な方針」では、これまでの男女共同参画社会の促進のための過去の取組について、次のよう

にまとめている。 

 

これまで、我が国においては、男女共同参画社会の実現に向け、国際社会における取組と

も連動しながら、平成 11 年の基本法の制定に始まり、平成 15 年の男女共同参画推進本部に

よる「社会のあらゆる分野において、2020 年までに、指導的地位に女性が占める割合が、少

なくとも 30％程度になるよう期待する」との目標を設定するとともに、基本法に基づく男女共同

参画基本計画や成長戦略等を通じたポジティブ・アクション（積極的改善措置）を始めとする

様々な取組を進めてきた。その結果、社会全体で女性の活躍の動きが拡大し、我が国社会は

大きく変わり始めている。さらに、平成 27 年８月には、女性の採用・登用・能力開発等のため

の事業主行動計画の策定を事業主に義務付ける、女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律（平成 27 年法律第 64号。以下「女性活躍推進法」という。）が成立し、我が国にお

ける男女共同参画社会の実現に向けた取組は新たな段階に入った。 

一方、我が国社会の現状を見ると、長時間労働等を背景とした男女の仕事と生活を取り巻

く状況、いわゆる M 字カーブ問題や働き方の二極化、女性のライフスタイルや世帯構成の変

化への対応等、様々な側面からの課題が存在しており、世代を越えた男女の理解の下、それ

らを解決していくため、真に実効性のある取組が求められている。 

 

そして、「第 4 次男女共同参画基本計画」では、以下の 4 つを目指すべき社会として、「その実

現を通じて、基本法が目指す男女共同参画社会の形成の促進を図っていく」と述べている。 

 

① 男女が自らの意思に基づき、個性と能力を十分に発揮できる、多様性に富んだ豊かで活

力ある社会 

② 男女の人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きることのできる社会 

③ 男性中心型労働慣行等の変革等を通じ、仕事と生活の調和が図られ、男女が共に充実し

た職業生活その他の社会生活及び家庭生活を送ることができる社会 

④ 男女共同参画を我が国における最重要課題として位置付け、国際的な評価を得られる社

会 

 

また、「第４次男女共同参画基本計画」で特に強調している視点は次のものであるとしている。 
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＜あらゆる分野における女性の活躍＞ 

（1）女性の活躍推進のためにも男性の働き方・暮らし方の見直しが欠かせないことから、男性

中心型労働慣行等を変革し、職場、地域、家庭等あらゆる場面における施策を充実させる。 

（2）あらゆる分野において女性の参画が拡大することは、社会の多様性と活力を高め我が国

経済が力強く発展していく観点や、男女間の実質的な機会の平等を担保する観点から極

めて重要であることから、女性活躍推進法の着実な施行とともに、更に踏み込んだポジテ

ィブ・アクションの実行等を通じた積極的な女性採用・登用のための取組や、将来指導的

地位へ成長していく人材の層を厚くするための取組を進める。 

 

＜安全・安心な暮らしの実現＞ 

（3） 非正規雇用労働者やひとり親等、生活上の困難に陥りやすい女性が増加している中で、

公正な処遇が図られた多様な働き方の普及等、働き方の二極化に伴う諸問題への対応を

進めるとともに、困難な状況に置かれている女性の実情に応じたきめ細かな支援を行うこと

により、女性が安心して暮らせるための環境整備を進める。 

（4）女性に対する暴力をめぐる状況の多様化に対応しつつ、女性に対するあらゆる暴力の根

絶に向けて取組を強化する。 

 

＜男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備＞ 

（5）東日本大震災等の経験と教訓を踏まえ、防災・復興施策への男女共同参画の視点の導

入を進めるとともに、防災・復興における女性の参画とリーダーシップの重要性について、

国内外に発信する。 

（6）国際的な潮流を踏まえつつ、国際的な規範・基準の尊重等に努めるとともに、国際社会

への積極的な貢献の推進により、男女共同参画に関して国際社会における我が国の存在

感及び評価を高める。 

 

＜推進体制の整備・強化＞ 

（7）地域の実情・特性を踏まえた主体的な取組が全国各地で展開されるよう、地域における

推進体制を強化する。 

 

特に、STI-P に関係する事柄としては、例えば、「第 5 分野 科学技術・学術における男女共同

参画の推進」の中の「2 女性研究者・技術者が働き続けやすい研究環境の整備」において、「具

体的な取組」として、以下の事項が述べられている。 
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ア 研究活動と育児・介護等の両立に対する支援及び環境整備 

① 大学、研究機関、企業等において、男女の研究者・技術者が仕事と育児・介護等を両

立できるようにするため、長時間労働の解消、短時間勤務やフレックスタイム勤務、テレワ

ークによる多様な働き方の推進、育児・介護等に配慮した雇用形態や両立支援制度の

確立、キャリアプランや育児・介護等に関する総合相談窓口の設置、保育・介護サービス

や病児・夜間保育の確保等を促進する。 

② 大学、研究機関、企業等において、任期付きの研究者に対する育児休業制度等の周

知を行うとともに、育児休業等を取得しやすい職場環境の整備及び意識改革を進めるこ

とで利用を促進する。 

③ 大学、研究機関、企業等におけるその他の研究関係従事者についても、その分野の特

性や実情等を踏まえた上で、仕事と育児・介護等の両立支援策を整備する。 

④ 育児・介護等により競争的資金に係る研究から一時的に離脱せざるを得ない場合にお

いて、研究期間の延長や代行者・研究支援者の登用により研究を継続できるなど、研究

者のライフイベントに配慮した競争的資金の運用を促進する。 

⑤ 育児・介護等により研究を中断する場合において、円滑な研究復帰を可能とし、また、

休業中も自宅で研究情報が得られるＩＴ環境の整備や学会への参加支援等研究活動の

一部を継続できるよう、研究者支援及び職場環境の整備を促進する。 

 

イ 研究力の向上に対する支援及び環境整備 

① 女性研究者・技術者の採用・登用やプロジェクト参加等の機会を確保するため、性別や

年齢による差別がない人事運用や優秀な研究者のプロジェクト責任者への登用等、研

究機関等における勤務環境の整備等を促進する。 

② 女性研究者・技術者の継続就業や研究力の向上に向けた女性研究者・技術者のネット

ワーク形成支援、メンター制度の導入、ロールモデル情報の提供、相談窓口の活用及び

ハラスメントのない職場環境の整備等を促進する。 

③ 女性研究者・技術者及び女性若年層に対して、研究を継続するための支援や公募を

含む採用等についての情報提供の利便性向上を図るため、科学技術・学術分野におけ

る情報ネットワーク環境の整備に努める。 

④ このような研究機関等における環境整備の促進に当たっては、他の機関のモデルとな

る成果の普及を推進する。 

⑤ 研究者・技術者及び研究補助者等に係る男女別の実態を把握するとともに統計データ

を収集・整備し、経年変化を把握する。 
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上述の男女共同参画の取組は、他の施策と合流し、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）」などの施策の領域を形成してきた。例えば、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポ

ート 2018」の「第 4章 今後に向けた課題及び当面重点的に取り組むべき事項」では、STI-P に関

連し、企業内教育・訓練の縮小や、個々の職業人に求められている知識・知能の高度化、産業構

造の変化等の中でキャリア変更を迫られるケースの増加等に伴い、在職者のスキルアップや離職

者の学び直しなど、社会人の学習ニーズに積極的に対応していくことがより一層求められている、

と述べている。そして、「3. 働きながら学びやすい社会環境の構築」の「取組」として、（1）社会人

等の学び直しプログラムの充実、（2）労働者の中長期的なキャリア形成の支援、（3）大学・専修学

校等における社会人受入れの促進のための学習環境の整備（学習目的に応じた教育プログラム

の提供）、（4）社会教育施設における学習環境の充実を挙げている。 
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図 23：「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」と「仕事と生活の調和推進

のための行動指針」 

 
「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート 2018」より転載。 
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また、内閣府ウェブサイト73によると、「共生社会政策」の領域では、「国民一人一人が豊かな人

間性を育み生きる力を身に付けていくとともに、国民皆で子供や若者を育成・支援し、年齢や障害

の有無等にかかわりなく安全に安心して暮らせる「共生社会」を実現することが必要」との認識に基

づき、「社会や国民生活に関わる様々な課題について、目指すべきビジョン、目標、施策の方向性

を、政府の基本方針（大綱や計画など）として定め、これを政府一体の取組として強力に推進して

います。」と述べている。このうち、障害者施策については、平成 23 年に障害者基本法を改正し、

平成 30 年に障害者基本計画（第４次）を策定し、「障害の有無にかかわらず、国民誰もが互いに人

格と個性を尊重し支え合って共生する社会を目指し、障害者の自立と社会参加の支援等を推進」

すると述べている。 

例えば、2018 年 3 月に閣議決定された「障害者基本計画（第 4次）」における「II 基本的な考え

方 3. 各分野に共通する横断的視点（2）社会のあらゆる場面におけるアクセシビリティの向上」で

は、「②アクセシビリティ向上に資する新技術の利活用の推進」として、「新たな技術を用いた機器

やサービスは、新たな社会的障壁となる可能性がある一方で、アクセシビリティとの親和性が高いと

いう特徴もあり、社会的障壁の除去の観点から［中略］新たな技術の利活用について検討を行い、

利活用が可能なものについては積極的な導入を推進する」として、新しい技術の利活用を可能に

する STI に期待を寄せている。また、「国は、アクセシビリティの向上に資する新技術を含め、公共

部門における新技術を用いた製品の調達において、透明性及び公正性の確保を前提に、総合評

価落札方式等の技術力を重視する入札制度の一層の活用を促進し、イノベーション創出に貢献し

得る中小・ベンチャー企業の入札機会の拡大を図るなどの必要な措置を講ずる」として、STI-P を

規定する「科学技術基本計画」と障害者に関する施策との関連性を示した。 

 

 

  

 
73 内閣府ウェブサイト「共生社会政策」（2019年 5月 7 日アクセス）＜https://www8.cao.go.jp/souki/index.html＞ 
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補.4. 政府開発援助（ODA）・開発協力大綱と科学技術イノベーション政策 

上述の 4）政府開発援助（ODA）と「開発協力大綱」に関しては、外務省ウェブサイト74によると、

開発協力は、「開発途上地域の開発を主たる目的とする政府及び政府関係機関による国際協力

活動」のことであり、そのための公的資金をODA（Official Development Assistance（政府開発援助））

と呼ぶと説明している。そして、政府または政府の実施機関は、ODA によって、平和構築やガバナ

ンス、基本的人権の推進、人道支援等を含む開発途上国の「開発」のため、開発途上国または国

際機関に対し、資金（贈与・貸付等）・技術提供を行うとしている。なお、一般に「経済協力」には、

下記の図のとおり、その他の公的資金の流れ（OOF）（注：国際協力銀行が行う民間の輸出信用や

直接投資に対する金融等）、民間資金及び非営利団体による贈与を含むとしている。 

 

図 24：日本の経済協力の種類 

 

外務省ウェブサイト「開発協力，ODA って何だろう」より転載。（2019 年 4 月 19 日アクセス）＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko

/oda/about/oda/oda.html＞ 

 

また、同じく外務省ウェブサイト75では、「開発協力の目的・意義」を次のように説明している。 

 

日本は、国際社会の平和と安全及び繁栄の確保により一層積極的に貢献することを目的

に開発協力を推進しています。 

 
74 外務省ウェブサイト「ODA（政府開発援助）」（2019年 4月 11 日アクセス）＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
oda/about/oda/oda.html＞ 
75 外務省ウェブサイト「ODA（政府開発援助）」（2019年 4月 11 日アクセス）＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
oda/about/oda/oda.html＞ 
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飢えや貧困に苦しみ、十分な食料や飲み水が得られなかったり、教育や医療を満足に受

けられなかったりする人々を抱える国・地域は、世界 196 か国・地域のうち、146 か国・地域（出

典：DAC 資料）にも及びます。また、環境・気候変動、水問題、大規模自然災害、感染症、食

料問題、エネルギーなど地球規模の問題も山積しています。開発協力を通じて途上国の発

展を手助けし、地球全体の問題解決に努める日本に対して、世界各国から寄せられる期待は

少なくありません。このような期待に積極的に応えていくことは、国際社会における日本の信

頼を培い、存在感を高めることになります。 

また、現在のグローバル化した国際社会では、国際社会との相互依存がますます深まって

おり、国際社会と協力して、平和で安定し、繁栄した国際社会を作っていくことは、国民の生

活を守り、繁栄を実現することにもつながっています。このように、開発途上国の安定と発展に

貢献することで、望ましい国際環境を形成し、そのことを通じて、日本国民の利益の増進にも

貢献する開発協力は、我が国の平和国家としての歩みを体現するものであり、まさに、国際協

調主義に基づく「積極的平和主義」の実践なのです。 

 

なお、外務省ウェブサイト76によると、2014 年、日本の ODA は 60 周年を迎え、この間、日本の

ODA は、途上国の安定と発展に大きく貢献し、平和で安定した国際環境という我が国の安全と発

展にとり必要な条件を作り出すためにも大いに役立ったと評価している。他方で、日本も国際社会

も大きく変化し、開発協力に求められる役割も様々に変化しているので、新たな時代の要請に応え

るためには、従来の枠に囚われず、国際社会の新たな課題に適切に対応する必要であり、一方で、

経済・財政状況が厳しい中、ODA 予算はピーク時から大幅に減少していることから、ODA への国

民の理解と支持を促進していくことが極めて重要であり、ODA のあり方を不断に見直していく必要

があることを訴えている。そして、このような中、ODA は新たな進化を遂げるべきであるという観点か

ら、2015 年 2 月、開発協力の理念や重点政策、実施の基本的な考え方等を定める ODA 大綱を

12 年ぶりに改定し、開発協力大綱を閣議決定したと述べている。開発協力大綱の「II 重点政策 

（1）重点課題：ウ 地球規模課題への取組を通じた持続可能で強靭な国際社会の構築」において

は、SDGs の先駆的な取り組みであるミレニアム開発目標（MDGs）について言及しており、日本が

地球規模課題に積極的に取り組むことや、こうした取り組みを通じ、国際社会全体として持続可能

かつ強靭な社会を構築することを目指すと述べている。 

また、同じ開発協力大綱と STI-P との接点としては、例えば、「II 重点政策 （1）重点課題：ア 

『質の高い成長』とそれを通じた貧困撲滅」において、「インフラ、金融、貿易・投資環境整備等の

産業基盤整備及び産業育成、持続可能な都市、情報通信技術（ICT）や先端技術の導入、科学技

 
76 外務省ウェブサイト「ODA（政府開発援助）」（2019年 4月 11 日アクセス）＜https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
oda/about/oda/oda.html＞ 
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術・イノベーション促進、研究開発、経済政策、職業訓練・産業人材育成、雇用創出、フードバリュ

ーチェーンの構築を含む農林水産業の育成等、経済成長の基礎及び原動力を確保するために必

要な支援を行う」と述べていることを挙げることができる。特に、「III 実施 （1）実施上の原則：ア 効

果的・効率的な開発協力推進のための原則」のうち「（イ）日本の強みを活かした協力」では、「民間

部門を始め様々な主体からの提案を積極的に取り入れるとともに、大学・研究機関等と連携するこ

とにより教育・学術研究の知見を活用し、それぞれの潜在能力の発掘にも努める」と述べ、日本の

STI-P の成果としての日本の強みを開発協力に活用する具体的な方向性について言及している。 
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